
2021年4月1日

厚生労働省社会・援護局地域福祉課

生活困窮者自立支援室

ホームレスの実態に関する全国調査（生活実態調査）の結果
（概要版）



• アンケート実施概要

• 生活実態調査結果の概要



Ⅰ．アンケート実施概要
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• 「ホームレスの自立の支援等に関する特別措置法」（平成14年法律第105号）及び「ホームレスの自立の

支援等に関する基本方針」（平成30年7月31日厚生労働省・国土交通省告示第２号）の見直しを検討する

にあたって、政策評価等の実施に必要なデータを得ること。

目的

• 法第 2 条に規定する「都市公園、河川、道路、駅舎その他の施設を故なく起居の場所として日常生活を営

んでいる者」。

調査対象

• 調査方法：約 1,300 人を目標に個別面接（別表参照）。

• 回答実績：1,169 人から回答を得られた。

• 調査対象自治体は、東京都２３区・政令指定都市及び令和３年１月調査（概数調査）で２０名以上のホー

ムレス数の報告があった市。

調査方法及び回答実績

• 令和３年11月

調査の実施時期



Ⅱ．生活実態調査結果の概要

○ 男女構成

○ 年齢階層

→平均年齢 63.6歳（＋2.1歳）

性別・年齢の状況 路上での生活

男性 95.8％ （▲0.4％）

女性 4.2％ （＋0.4％）

～39歳 2.8％（▲0.6％）

40～49歳 7.5％（▲1.4％）

50～54歳 8.9％（▲0.1％）

55～59歳 10.7％（▲2.3％）

60～64歳 15.6％（▲7.3％）

65～69歳 20.0％（▲3.1％）

70歳～ 34.4％（＋14.7％）

○ 路上生活の形態
・生活場所が決まっている者は79.5%（＋2.0%）
・生活場所

○ 路上生活の期間（今回の路上生活の期間）

○ 仕事と収入の状況

・仕事をしている者は48.9%（▲6.7%）
→主な内訳は「廃品回収」が66.4%（▲4.4%）と最も多い

・仕事による収入月額

→仕事をしている者の月平均収入は約5.8万円（＋2.0万円）

公園 27.4％（▲5.6％）

河川 24.8％（▲1.5％）

道路 15.3％（0.0％）

その他 23.1％（+7.4％）

10年以上 40.0％（＋5.4％）

5年以上10年未満 19.1％（▲1.4％）

3年以上5年未満 9.2％（▲1.3％）

1年以上3年未満 11.4％（▲0.8％）

1年未満 19.7％（▲1.9％）

1万円未満 6.0％（▲3.6％）

1万～3万円未満 18.7％（▲12.0％）

3万～5万円未満 27.5％（▲6.1％）

5万円以上 47.9％（＋22.0％）
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※カッコ書きは平成28年調査時との差



Ⅱ．生活実態調査結果の概要

○ 路上生活の直前の職業と雇用形態

・職業

「建設・採掘従事者」36.3%(▲11.9%)

「生産工程従事者」 12.9%(▲0.1%）

・雇用形態

「常勤職員・従業員（正社員）」 45.8%(＋5.4％)

「臨時・パート・アルバイト」 23.2%(▲0.9%）

○ 路上生活に至った理由

（複数回答、その他を除く上位3つを掲載）

「仕事が減った」 24.5%（▲2.3%）

「倒産や失業」 22.9%（▲3.2％）

「人間関係がうまくいかなくて、仕事を辞めた」
18.9%（＋1.8％）

「アパート等の家賃が払えなくなった」
13.2％（＋2.2％）

前回調査結果
「仕事が減った」26.8%、「倒産や失業」26.1%、

「人間関係がうまくいかなくて、仕事を辞めた」17.1%

・

路上生活までのいきさつ 健康状態

○ 健康状態が「あまりよくない」「よくない」と訴える者

34.9%（＋7.8％）

→このうち治療等をうけていない者

63.5%（＋2.6%)

※段階的に変更状態を把握するため今回調査にて選択肢を次のよう

に修正した。前回調査結果との比較は「悪い」との比較と

なっており、参考値である。

・今回調査選択肢

「たいへんよい」「よい」「あまりよくない」「よくない」

・前回調査選択肢

「良い」「悪い」「普通」「わからない」
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※カッコ書きは平成28年調査時との差

※上位３位以外では



Ⅱ．生活実態調査結果の概要

○ 巡回相談員にあったことがある 78.9%（▲10.9%）

→あったことがあり相談した 29.5％（▲17.4％）

○ シェルターを知っている 69.2％（▲1.0％）

→知っており利用した 21.9％（＋1.3％）

○ 自立支援センターを知っている 68.3％（▲4.9％）

→知っており利用した 13.3％（▲1.8％）

○ 生活保護制度を利用したことがある

32.7％（▲0.2％）

福祉制度の周知・利用 今後の生活について

○ 今後どのような生活を望むか

「アパートに住み、就職して自活したい」

17.5%（▲4.2％）

「アパートで福祉の支援を受けながら、軽い仕事を

みつけたい」 12.0％（▲0.8％）

「今のままでいい」 40.9％（＋5.6％）

○ 求職活動状況

「求職活動している」 8.4％（▲3.0％）

「今も求職活動をしていないし、今後も求職活動を

する予定がない」 75.5％（＋2.9％）
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※カッコ書きは平成28年調査時との差



Ⅱ．生活実態調査結果の概要

○ 路上生活での新型コロナウイルス感染症の影響

（複数回答、その他を除く上位3つを掲載）

「収入が減った」 15.3％

「 食べ物の量が減った、食べ物を得にくくなった」

10.0％

「緊張感を感じるようになった」 8.8％

※その他では「特に変化なし」「感染の不安・対策に関すること」

「マスク着用に関すること」の意見がみられた。

○ 路上生活を行うようになった理由

（新型コロナウイルスの感染拡大の影響によるもの）

6.3%

（今回の路上生活期間を3年未満を対象）

○ 新型コロナウイルス感染症拡大に伴い受けたいサービス
（複数回答、その他を除く上位3つを掲載）

「ワクチンの接種」 27.6％

「マスクの配布」 26.0％

「手指消毒等の配布」 11.6％

新型コロナウイルス関連

7



別表
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調査対象自治体の報告者数及び概数調査（令和3年1月実施）におけるホームレス数

地域 報告者数 目標数 ホームレス数

大阪市 250人 378人 943人

東京都23区 320人 320人 800人

横浜市 131人 152人 378人

福岡市 78人 78人 193人

川崎市 100人 73人 182人

名古屋市 48人 40人 98人

仙台市 31人 31人 76人

京都市 12人 21人 51人

北九州市 21人 20人 50人

神戸市 22人 18人 45人

札幌市 14人 14人 34人

千葉市 13人 13人 32人

さいたま市 12人 12人 29人

広島市 7人 7人 17人

相模原市 1人 6人 14人

静岡市 1人 5人 11人

浜松市 5人 5人 11人

岡山市 4人 4人 10人

新潟市 0人 4人 9人

堺市 4人 4人 9人

熊本市 4人 4人 8人

平塚市 21人 16人 38人

那覇市 11人 13人 32人

市川市 12人 12人 30人

戸田市 12人 12人 28人

川口市 13人 11人 27人

尼崎市 8人 11人 27人

厚木市 10人 10人 24人

久留米市 4人 9人 22人

計
1,169人 1,303人 3,228人

84.4%

全国計
3,824人

100.0%
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2021年4月1日

厚生労働省社会・援護局地域福祉課

生活困窮者自立支援室

ホームレスの実態に関する全国調査（生活実態調査）の
分析結果



2021年4月1日

基本クロスのパターンについて・・・・・・・・・・・・・３

（１）性別・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6

（２）年齢階層別・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 0

（３）今回の路上生活期間別・・・・・・・・・・・・・1 0 9

（４）支援制度利用タイプ別・・・・・・・・・・・・・1 4 5  

（５）地域別（事業実施別）・・・・・・・・・・・・・1 5 2

（６）地域別（人口別）・・・・・・・・・・・・・・・1 7 7

（７）設問間クロス集計・・・・・・・・・・・・・・・2 1 0



基本クロスのパターンについて

令和３年11月に実施したホームレスの実態に関する全国調査（生活実態調査）より、詳細に分析・検証を進めるに

当たり、主に以下の６つ ＜（１）～（６）＞の基本クロスのパターンにより分析を行った。

以下の14分類

①１９歳以下

②２０～２４歳

③２５～２９歳

④３０～３４歳

⑤３５～３９歳

⑥４０～４４歳

⑦４５～４９歳

⑧５０～５４歳

⑨５５～５９歳

⑩６０～６４歳

⑪６５～６９歳

⑫７０～７４歳

⑬７５～７９歳

⑭８０歳以上

以下の２分類

①男性

②女性

（２）年齢階層別（１）性別
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基本クロスのパターンについて

以下の５分類

①自立相談支援事業（巡回相談）

巡回相談員に相談したことがあるものの、以下②、③に

該当しない（問27が１、問28、問29が１以外）

②一時生活支援事業（自立支援センター利用）

ホームレス自立支援センターを利用したケース

（問29が１）

③一時生活支援事業（シェルター）

シェルターを利用したことがあるものの、②以外

（問28が１、問29が1以外）

④その他支援

住宅の斡旋や宿泊事業、健康診断、食料・衣類の支給

などの公的支援を利用したことがあるものの、①～③に

該当しないケース

⑤制度利用内

①～④のいずれにも該当しないケース

以下の８分類

①1ヶ月未満

②1ヶ月～3ヶ月未満

③3ヶ月～6ヶ月未満

④6ヶ月～1年未満

⑤1年～3年未満

⑥3年～5年未満

⑦5年～10年未満

⑧10年以上

（４）支援制度利用別（３）今回の路上生活期間別

4



基本クロスのパターンについて

以下の５分類

①200万人以上（4自治体）

東京23区、横浜市、名古屋市、大阪市

②100～200万人未満（8自治体）

札幌市、仙台市、さいたま市、川崎市、京都市、

神戸市、広島市、福岡市

③50～100万人未満（10自治体）

川口市、千葉市、相模原市、新潟市、浜松市、静岡市、

堺市、岡山市、北九州市、熊本市

④30～50万人未満（4自治体）

市川市、尼崎市、久留米市、那覇市

⑤30万人未満（3自治体）

戸田市、厚木市、平塚市

＜※令和３年1月1日現在（住民基本台帳）＞

以下の３（５）分類

①一時生活支援事業（自立支援センター）実施9自治体

仙台市、東京都23区、川崎市、横浜市、名古屋市、

京都市、大阪市、北九州市、福岡市

②一時生活支援事業（シェルター）実施自治体

ア．シェルター、自立支援センターの双方実施7自治体

仙台市、東京都23区、横浜市、名古屋市、京都市、

大阪市、福岡市

イ．シェルターのみ実施15自治体

札幌市、さいたま市、千葉市、市川市、相模原市、

平塚市、新潟市、静岡市、堺市、神戸市、岡山市、

広島市、久留米市、熊本市、那覇市、

③一時生活支援事業未実施5自治体

戸田市、川口市、厚木市、浜松市、尼崎市

＜※令和４年４月現在（生活困窮者自立支援室調べ）数値精査中＞

（６）地域別（人口別）（５）地域別（事業実施別）
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性別



性別の傾向について
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• 具体的な寝場所では、男女ともに公園の割合が最も高い。男性に比べ女性は河川の割合が低い。

• 寝場所をつくる方法では、男女ともに簡易な敷物が最も高い。男性に比べ女性は寝場所をつくらない割合

が高い。

• 仕事では、男性に比べ女性は仕事をしている者の割合が低い一方で、仕事以外の収入がある割合は高く、

その内容は年金収入である。

• 障害者手帳の所持では、男性に比べ女性は、今持っている割合が高い。

路上での生活

• これまで一番長くやってきた仕事では、男性は建設関係、女性は事務・サービス業の割合が高い。

• 路上生活に至った理由は、男性は仕事関係、女性は家庭の事情に起因するものの割合が高い。

路上生活までのいきさつ

• シェルターや自立支援センターの周知度・利用度は、いずれも女性より男性の割合が高い。

• 生活保護制度を利用しない理由では、男女ともに「制度を利用したくない」が最も高いが、男性に比べ女

性は、「制度をしらない」「制度を知っているが自分は利用できないと思っている」の割合が高い。

福祉制度の周知・利用状況



性別の傾向について
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• 今後望んでいる生活では、男女ともに現状維持を望む割合が高い。変化を望む人では、男性はアパートで

の自活や福祉の手をかりても軽い仕事につきたい割合が高い一方で、女性は何らかの福祉を利用した生活

を望む割合がやや高い。

今後の生活

• 現在の気持ちでは、男性に比べ女性は希望を持っている割合が低い。

現在の気持ち

• 結婚歴では、男性に比べ女性は結婚歴のある割合が高く、家族と連絡を取り合っている割合もやや高い。

生活歴



年齢
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図表1 年齢階層（性別）

• 年齢については、「男性」では「７０～７４歳」の割合が24.0%（女性 : 14.6%）である一方、「女性」では「７５～７９歳」の割合が18.8%

（男性 : 6.0%）と高い。

全体 (n=1,169)

男 (n=1,106)

女 (n=48)

0.1 

0.1 

0.0 

0.5 

0.5 

0.0 

0.4 

0.5 

0.0 

0.8 

0.8 

0.0 

1.0 

1.1 

0.0 

2.5 

2.4 

6.3 

5.0 

5.1 

4.2 

8.8 

8.9 

10.4 

10.6 

10.7 

8.3 

15.5 

15.5 

18.8 

19.8 

20.2 

8.3 

23.6 

24.0 

14.6 

6.7 

6.0 

18.8 

3.8 

3.6 

10.4 

0.9 

0.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19歳以下 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳

55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80歳以上 無回答



問１ 寝ている場所
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図表2 寝ている場所（性別）

• 寝ている場所については、「男性」では一定の場所で「決まっている」の割合が77.8%であり、「女性」では一定の場所で「決まっている」の割

合が79.2%と男性に比べ若干高い。

全体 (n=1,169)

男 (n=1,106)

女 (n=48)

78.1 

77.8 

79.2 

20.1 

20.3 

18.8 

1.8 

1.8 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

決まっている 決まっていない 無回答



問１－１ 寝ている場所（具体的に）
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図表3 寝ている場所（具体的に）（性別）

• 寝ている場所については、「男性」 では「公園」（27.3％）、「女性」でも「公園」（39.5%）の割合が高い。「女性」では「河川」

（13.2％）の割合が低い。

全体 (n=913)

男 (n=861)

女 (n=38)

27.4 

27.3 

39.5 

15.2 

15.6 

13.2 

24.8 

24.4 

13.2 

9.4 

9.4 

10.5 

23.0 

23.1 

23.7 

0.2 

0.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公園 道路 河川 駅舎 その他 無回答



問２ 寝場所を作る方法
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図表4 寝場所を作る方法（性別）

• 寝（野宿）場所をつくる方法については、「男性」では「廃材やダンボール、ブルーシートによるテント又は小屋を常設」（29.9％）の割合が高く、

「女性」では「簡易に敷物（寝袋・毛布等）を敷いて寝ている」（33.3％）「寝場所はつくらない」（14.6％）の割合が高い。

全体 (n=1,169)

男 (n=1,106)

女 (n=48)

30.0 

29.9 

18.8 

18.1 

18.3 

18.8 

31.7 

31.9 

33.3 

1.9 

2.0 

0.0 

9.2 

9.0 

14.6 

6.1 

5.8 

12.5 

3.0 

3.1 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

廃材やダンボール、ブルーシートによるテント又は小屋を常設 ダンボール等を利用して寝場所を毎晩つくっている

簡単に敷物（寝袋・毛布等）を敷いて寝ている 車中で寝起きしている

寝場所はつくらない その他

無回答



問３ 今回の路上生活の期間

13

図表5 今回の路上生活の期間（性別）

• 今回の路上（野宿）生活の期間については、「男性」では「１０年以上」（39.4％）の割合が高く、「女性」では「５年～１０年未満」

（29.2％）の割合が高い。

全体 (n=1,169)

男 (n=1,106)

女 (n=48)

7.0 

7.3 

2.1 

4.2 

4.0 

10.4 

3.5 

3.5 

4.2 

5.0 

5.1 

6.3 

11.0 

10.8 

16.7 

8.9 

9.1 

4.2 

18.6 

18.2 

29.2 

38.8 

39.4 

14.6 

2.9 

2.5 

12.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ヶ月未満 １ヶ月～３ヶ月未満 ３ヶ月～６ヶ月未満 ６ヶ月～１年未満 １年～３年未満 ３年～５年未満 ５年～１０年未満 １０年以上 無回答



問５ 初めて路上生活をしてからの期間

14

図表6 初めて路上生活をしてからの期間（性別）

• 初めて路上（野宿）生活してからの経過期間については、「全体」及び「男性」では「２０年以上」（全体 : 25.1％、男性：25.7%、女性：

4.2%）の割合が高く、「女性」では「５年～１０年未満」（男性17.2%、女性27.1%）の割合が高い。

全体 (n=1,169)

男 (n=1,106)

女 (n=48)

3.3 

3.3 

2.1 

1.9 

1.6 

8.3 

1.8 

1.8 

2.1 

2.7 

2.5 

6.3 

6.8 

6.3 

18.8 

7.2 

7.2 

6.3 

17.5 

17.2 

27.1 

19.0 

19.3 

12.5 

12.2 

12.7 

2.1 

25.1 

25.7 

4.2 

2.7 

2.4 

10.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ヶ月未満 １ヶ月～３ヶ月未満 ３ヶ月～６ヶ月未満 ６ヶ月～１年未満 １年～３年未満 ３年～５年未満

５年～１０年未満 １０年～１５年未満 １５年～２０年未満 ２０年以上 無回答



問６ 現在収入のある仕事
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図表7 現在収入のある仕事（性別）

• 現在収入のある仕事については、「男性」では「している」（49.0％）の割合が高く、「女性」では「していない」（81.3％）の割合が高い。

全体 (n=1,169)

男 (n=1,106)

女 (n=48)

47.9 

49.0 

16.7 

50.0 

48.9 

81.3 

2.1 

2.1 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

している していない 無回答



問６－２ 仕事による平均収入

16

図表8 仕事による平均収入（性別）

• 仕事による平均収入（性別）については、「男性」では「５～１０万円未満」（29.9％）及び「３～５万円未満」（26.6％）の割合が高く、「女

性」では「３～５万円未満」 「５～１０万円未満」「２０万円以上」（それぞれ25.0％）の割合が高い。

全体 (n=560)

男 (n=542)

女 (n=8)

0.4 

0.4 

0.0 

2.1 

2.0 

0.0 

3.2 

3.0 

0.0 

17.9 

17.2 

12.5 

26.3 

26.6 

25.0 

29.3 

29.9 

25.0 

9.5 

9.8 

0.0 

4.5 

4.6 

0.0 

2.5 

2.2 

25.0 

4.5 

4.4 

12.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０００円未満 １０００～５０００円未満 ５０００～１万円未満 １～３万円未満 ３～５万円未満

５～１０万円未満 １０～１５万円未満 １５～２０万円未満 ２０万円以上 無回答



問７－１ 仕事以外の収入の種類

17

図表9 仕事以外の収入の種類（性別）

• 仕事以外の収入の種類については、「男性」「女性」ともに「年金」の割合が高い。

年

金

家

族

か

ら

の

仕

送

り

友

人

・

知

人

か

ら

の

支

援

そ

の

他

無

回

答

54.8 

4.0 

13.5 

33.3 

0.8 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

全体(n=252) 男(n=236) 女(n=13)



問７－２ 仕事以外の平均収入

18

図表1 0 仕事以外の平均収入（性別）

• 仕事以外の平均収入（性別）について、「男性」では、「５～１０万円未満」（27.1％）の割合が高く、「女性」においても「５～１０万円未

満」（23.1％）の割合が高い。

全体 (n=252)

男 (n=236)

女 (n=13)

4.0 

3.8 

7.7 

9.1 

9.7 

0.0 

5.2 

4.7 

15.4 

13.1 

13.1 

15.4 

8.3 

8.9 

0.0 

27.0 

27.1 

23.1 

16.3 

16.1 

15.4 

6.0 

5.9 

7.7 

1.6 

1.7 

0.0 

9.5 

8.9 

15.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０００円未満 １０００～５０００円未満 ５０００～１万円未満 １～３万円未満 ３～５万円未満

５～１０万円未満 １０～１５万円未満 １５～２０万円未満 ２０万円以上 無回答



問１４ これまで一番長くやっていた仕事
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図表1 1 これまで一番長くやっていた仕事（性別）

• これまで一番長くやっていた仕事については、「男性」では「建設・採掘従事者」（34.2％）の割合が高いのに対し、「女性」では「その他」を

除き、「事務従事者」「サービス職業従事者」（それぞれ16.7％）の割合が高い。

全体 (n=1,169)

男 (n=1,106)

女 (n=48)

1.3 

1.3 

0.0 

3.7 

3.4 

8.3 

2.4 

1.7 

16.7 

6.8 

6.4 

12.5 

8.6 

8.4 

16.7 

3.0 

3.1 

2.1 

1.1 

1.2 

0.0 

14.1 

14.4 

4.2 

6.2 

6.5 

0.0 

32.6 

34.2 

0.0 

7.0 

7.1 

6.3 

8.6 

8.2 

16.7 

1.5 

1.1 

10.4 

3.2 

3.1 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

管理的職業従事者（会社・団体役員、工場長、支店長、管理職等）

専門的・技術的職業従事者（建築士、測量士、教師、公認会計士、プログラマー等）

事務従事者（一般事務、経理事務等）

販売従事者（小売、卸売店主、店員、勧誘員、外交員、営業等）

サービス職業従事者（理美容師、調理人、クリーニング工、ホテル従業員、バーテンダー、アパート管理人等）

保安職業従事者（警察、自衛官、看守、消防員、警備員等）

農林漁業従事者（農業、漁業等）

生産工程従事者（プレス工、機械組立工、食品製造工、洋服仕立工等）

輸送、機械運転従事者（運転手、機関士等）

建設・採掘従事者（大工、とび、左官、畳職、配管工、電気工、クレーン運転工、炭鉱夫等）

運搬・清掃・包装等従事者（新聞配達、宅配便運転手、倉庫作業、荷役作業、廃品回収、ビル・建物清掃、道路・公園清掃等）

その他

職業なし

無回答



問１７ 今回の路上生活をするようになった主な理由
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図表1 2 今回の路上生活をするようになった主な理由（性別）

• 今回の路上（野宿）生活をするようになった主な理由については、「男性」では「仕事が減った」「倒産や失業」の割合が高く、「女性」では

「その他」を除き、「倒産や失業」「人間関係がうまくいかなくて、仕事を辞めた」の割合が高い。
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22.2 23.8 

13.9 

5.3 

18.3 

1.5 
2.9 

12.8 

2.7 5.1 
1.0 1.5 

8.2 7.7 6.7 

20.6 

2.9 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

全体(n=1,169) 男(n=1,106) 女(n=48)



問１８ 別の場所での路上生活の経験
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図表1 3 別の場所での路上生活の経験（性別）

• 別の場所での路上（野宿）生活経験については、「男性」では「ある」の割合が45.4％である一方、「女性」では25.0％と低い。

全体 (n=1,169)

男 (n=1,106)

女 (n=48)

44.4 

45.4 

25.0 

52.9 

51.9 

70.8 

2.7 

2.7 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答



問１８－１ 別の路上生活場所
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図表1 4 別の路上生活場所（性別）

• （路上（野宿）生活の経験がある人の）別の路上（野宿）生活場所については、「男性」では「現在路上生活をしている都道府県の同じ市区町

村」（37.6％）の割合が高く、「女性」では「都道府県内の別の市区町村」（50.0％）の割合が高い。

全体 (n=519)

男 (n=502)

女 (n=12)

38.0 

37.6 

41.7 

35.8 

35.7 

50.0 

26.2 

26.7 

8.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在路上（野宿）生活をしている都道府県内の同じ市区町村 現在路上（野宿）生活をしている都道府県内の別の市区町村

現在路上（野宿）生活をしている都道府県外の市区町村 無回答



問１９ 現在の市区町村にきた主な理由
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図表1 5 現在の市区町村にきた主な理由（性別）

• 現在の市区町村に来た主な理由については、「その他」を除き、「男性」では「以前住んでいたり、仕事先があったりで、なじみがある」「収入を

得られるような仕事がある」の割合が高く、「女性」では「以前住んでいたり、仕事先があったりで、なじみがある」「以前の知り合いが誰もいな

そうである」の割合が高い。
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4.9 

15.9 

6.7 4.8 5.9 
9.8 

36.4 

3.1 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%
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100%

全体(n=1,169) 男(n=1,106) 女(n=48)



問２１－１ 健康状態が「あまりよくない」「よくない」と答えた人の対処法

24

図表1 6 健康状態が「あまりよくない」「よくない」と答えた人の対処法（性別）

• 健康状態が「あまりよくない」「よくない」と答えた人の対処法ついては、「男性」「女性」ともに「何もしていない」（それぞれ62.6％、

73.9％）の割合が高い。

全体 (n=398)

男 (n=369)

女 (n=23)

19.8 

20.1 

13.0 

16.3 

16.5 

13.0 

63.1 

62.6 

73.9 

0.8 

0.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通院 市販薬 何もしていない 無回答



問２１－２ 何も対処しない理由
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図表1 7 何も対処しない理由（性別）

• 何も対処しない理由について、「男性」では「通院や薬を購入するためのお金がない」の割合が高く、「女性」では「保険証がない」「通院や薬

を購入するためのお金がない」の割合が高い。

保

険

証

が

な

い

通

院

や

薬

を

購

入

す

る

た

め

の

お

金

が

な

い

医

療

機

関

に

行
っ

て

も

相

手

に

し

て

も

ら

え

な

い

と

思

う

医

師

等

や

薬

に

は

頼

り

た

く

な

い

そ

の

他

無

回

答

42.6 

48.2 

10.0 

15.9 

31.5 

0.0 
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

全体(n=251) 男(n=231) 女(n=17)



問２５ 路上生活してからの入院
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図表1 8 路上生活してからの入院（性別）

• 路上（野宿）生活をしてからの入院経験については、「男性」では「ある」（14.7％）、「女性」では「ある」（8.3％）となっている。

全体 (n=1,169)

男 (n=1,106)

女 (n=48)

14.4 

14.7 

8.3 

83.1 

82.8 

87.5 

2.5 

2.4 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答



問２６ 障害者手帳の所有
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図表1 9 障害者手帳の所有（性別）

• 障害者手帳の所持状況については、「男性」では「今持っている」（2.3％）に対し、「女性」では「今持っている」（8.3％）との割合が高い。

全体 (n=1,169)

男 (n=1,106)

女 (n=48)

2.5 

2.3 

8.3 

1.1 

1.0 

4.2 

92.0 

92.7 

75.0 

1.9 

1.7 

6.3 

2.5 

2.4 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今持っている 以前持っていたがなくした 持っていない わからない 無回答



問２７－３ どのような相談をしたか

28

図表2 0 どのような相談をしたか（性別）

• 巡回相談員への相談状況について、「男性」「女性」ともに、「健康に関する相談」「住まいに関する相談」の割合が高い。
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全体(n=336) 男(n=319) 女(n=13)



問２７－４ 自立支援センターやシェルター等の利用の勧め
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図表2 1 自立支援センターやシェルター等の利用の勧め（性別）

• 巡回相談員から自立支援センターやシェルター等の利用勧奨状況について、「男性」では「自立支援センターの利用を勧められた」（37.7%）の

割合が高く、「女性」では「その他のサービスの利用を勧められた」（28.9%）の割合が高い。

全体 (n=899)

男 (n=846)

女 (n=38)

36.9 

37.7 

28.9 

12.7 

13.2 

5.3 

16.0 

14.4 

28.9 

31.4 

31.8 

31.6 

3.0 

2.8 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自立支援センターの利用を勧められた シェルターの利用を勧められた その他のサービスの利用を勧められた 特に勧められなかった 無回答



問２８ シェルター内容の認知度・利用度

30

図表2 2 シェルター内容の認知度・利用度（性別）

• シェルターの内容の認知度・利用度については、「男性」では「知っているが、利用したことはない」（46.0％）の割合が高く、「女性」では

「知らない」（52.1％）の割合が高い。

全体 (n=1,169)

男 (n=1,106)

女 (n=48)

21.0 

22.0 

4.2 

45.4 

46.0 

37.5 

29.6 

28.2 

52.1 

3.9 

3.8 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っており、利用したことがある 知っているが、利用したことはない 知らない 無回答



問２９ 自立支援センターの内容の認知度・利用度
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図表2 3 自立支援センターの内容の認知度・利用度（性別）

• 自立支援センターの内容の認知度・利用度については、「男性」では「知っているが、利用したことはない」（53.3％）の割合が高く、「女性」

では「知らない」（41.7％）の割合が高い。

全体 (n=1,169)

男 (n=1,106)

女 (n=48)

12.7 

13.2 

6.3 

52.8 

53.3 

45.8 

30.5 

29.6 

41.7 

4.0 

3.9 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っており、利用したことがある 知っているが、利用したことはない 知らない 無回答



問３１ 生活保護の利用経験
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図表2 4 生活保護の利用経験（性別）

• 生活保護制度の利用経験については、「男性」「女性」ともに「ない」（それぞれ60.8%、56.3％）の割合が高く、次いで「ある」（それぞれ

31.8％、33.3％）となっている。

全体 (n=1,169)

男 (n=1,106)

女 (n=48)

31.7 

31.8 

33.3 

2.1 

2.1 

2.1 

1.6 

1.6 

2.1 

0.7 

0.7 

0.0 

60.9 

60.8 

56.3 

3.0 

2.9 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある 相談には行ったが利用したことはない 相談には行ったが断られた 相談に行き他の制度を勧められた ない 無回答



問３１－１ 生活保護制度の利用方法
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図表2 5 生活保護制度の利用方法（性別）

• 生活保護制度の利用方法については、「男性」「女性」ともに「アパート等で単身で生活保護を受けた」「宿泊所やドヤ等で生活保護を受けた」

の割合が高く、「女性」のみでは「アパート等で家族と一緒に生活保護を受けた」の割合が高い。
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16.4 

22.9 24.5 

38.5 

1.9 

9.2 

0.3 
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

全体(n=371) 男(n=352) 女(n=16)



問３１－３ 生活保護制度を利用しなかった理由
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図表2 6 生活保護制度を利用しなかった理由（性別）

• 生活保護制度を利用しなかった理由については、「男性」「女性」ともに「生活保護制度を利用したくない」（それぞれ48.9%、40.7％）の割

合が高く、「女性」のみでは「生活保護制度は知っているが、自分は利用できないと思っている」（18.5%）、「生活保護制度を知らない」

（14.8%）の割合が高い。

全体 (n=712)

男 (n=673)

女 (n=27)

6.0 

5.8 

14.8 

9.4 

9.2 

18.5 

49.0 

48.9 

40.7 

35.0 

35.5 

25.9 

0.6 

0.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活保護制度を知らない 生活保護制度は知っているが、自分は利用できないと思っている 生活保護制度を利用したくない その他 無回答



問３２ その他の公的支援の利用
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図表2 7 その他の公的支援の利用（性別）

• その他の公的支援の利用経験については、「男性」では「ある」（32.0％）に対し、「女性」では「ある」（22.9％）と割合が低い。

全体 (n=1,169)

男 (n=1,106)

女 (n=48)

31.5 

32.0 

22.9 

65.5 

65.1 

70.8 

3.0 

2.9 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答



問３６ 今後望んでいる生活
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図表2 8 今後望んでいる生活（性別）

• 今後望んでいる生活については、「男性」「女性」ともに「今のままでいい」（男性：39.7%、女性：35.4%）、「アパートに住み、就職して

自活したい」（男性：17.4%、女性：12.5%）の割合が高く、「女性」では「就職することはできないので何らかの福祉を利用して生活した

い」（男性：7.1%、女性：10.4%）の割合が高い。

全体 (n=1,169)

男 (n=1,106)

女 (n=48)

17.0 

17.4 

12.5 

2.3 

2.4 

2.1 

11.7 

12.1 

6.3 

7.4 

7.1 

10.4 

0.2 

0.2 

0.0 

0.9 

1.0 

0.0 

39.9 

39.7 

35.4 

8.1 

7.9 

12.5 

9.8 

9.9 

12.5 

2.7 

2.4 

8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アパートに住み、就職して自活したい
寮付の仕事で自活したい
アパートで福祉の支援を受けながら、軽い仕事をみつけたい
就職することはできないので何らかの福祉（生活保護や施設入所等）を利用して生活したい
入院したい
家族の元に戻りたい
今のままでいい（路上（野宿）生活）
わからない
その他
無回答



問３６－１ 今のままでいい理由

37

図表2 9 今のままでいい理由（性別）

• 今の生活のままでいい理由については、「男性」では「都市雑業的な仕事があるので暮らしていける」（男性：24.6%、女性：5.9%）の割合が

高く、「女性」では「今の場所になじんでいる」（男性：28.5%、女性：41.2%）の割合が高い。

全体 (n=466)

男 (n=439)

女 (n=17)

24.5 

24.6 

5.9 

29.0 

28.5 

41.2 

13.3 

13.7 

11.8 

3.9 

3.9 

5.9 

2.1 

2.3 

0.0 

27.0 

26.9 

35.3 

0.2 

0.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アルミ缶、雑誌集め等の都市雑業的な仕事があるので暮らしていける 今の場所になじんでいる
福祉の支援は受けたくない 今後のことを考えるだけの余裕がない
支援を受けられると思っていない その他
無回答



問３７ 就職するための求職活動
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図表3 0 就職するための求職活動（性別）

• 就職するための求職活動の状況については、「男性」「女性」ともに「今も求職活動をしていないし、今後も求職活動をする予定はない」

（73.1%、72.9％）の割合が高い。

全体 (n=1,169)

男 (n=1,106)

女 (n=48)

8.1 

8.2 

6.3 

15.7 

15.8 

14.6 

73.2 

73.1 

72.9 

3.0 

2.8 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

求職活動をしている 今は求職活動をしていないが、今後、求職活動をする予定である

今も求職活動をしていないし、今後も求職活動をする予定はない 無回答



問３７－２ 求職活動をしていない理由
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図表3 1 求職活動をしていない理由（性別）

• 求職活動をしていない理由については、「男性」では「今の仕事で満足しているから」の割合が高く、「女性」では「疾病、障害、病弱、高齢で

働けないから」の割合が高い。
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35.2 

8.0 7.9 
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10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%
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100%

全体(n=1,039) 男(n=984) 女(n=42)



問３７－３ 軽作業への参加意向
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図表3 2 軽作業への参加意向（性別）

• 軽作業への参加意向の有無については、「はい」の割合が「男性」では38.7％であるのに対し、「女性」では30.8％と低い。

全体 (n=546)

男 (n=517)

女 (n=26)

38.6 

38.7 

30.8 

55.5 

55.1 

69.2 

5.9 

6.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答



問３７－４ 希望の職業
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図表3 3 希望の職業（性別）

• 希望の職業については、「男性」では「建設・採掘従事者」（男性：20.7%、女性：0%）、「運搬・清掃・包装等従事者」（男性：27.8%、女

性：10.0%）の割合が高く、「女性」では「販売従事者」（男性：3.4%、女性：20.0%）、「保安職業従事者」（男性：3.0%、女性：

20.0%）の割合が高い。

全体 (n=278)

男 (n=266)

女 (n=10)

0.0 

0.0 

0.0 

2.5 

2.6 

0.0 

2.2 

1.9 

10.0 

4.0 

3.4 

20.0 

6.5 

6.4 

10.0 

3.6 

3.0 

20.0 

0.0 

0.0 

0.0 

8.3 

7.9 

0.0 

2.5 

2.6 

0.0 

19.8 

20.7 

0.0 

27.0 

27.8 

10.0 

18.0 

17.7 

30.0 

5.8 

6.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

管理的職業従事者（会社・団体役員、工場長、支店長、管理職等）

専門的・技術的職業従事者（建築士、測量士、教師、公認会計士、プログラマー等）
事務従事者（一般事務、経理事務等）

販売従事者（小売、卸売店主、店員、勧誘員、外交員、営業等）

サービス職業従事者（理美容師、調理人、クリーニング工、ホテル従業員、バーテンダー、アパート管理人等）
保安職業従事者（警察、自衛官、看守、消防員、警備員等）

農林漁業従事者（農業、漁業等）
生産工程従事者（プレス工、機械組立工、食品製造工、洋服仕立工等）

輸送、機械運転従事者（運転手、機関士等）

建設・採掘従事者（大工、とび、左官、畳職、配管工、電気工、クレーン運転工、炭鉱夫等）
運搬・清掃・包装等従事者（新聞配達、宅配便運転手、倉庫作業、荷役作業、廃品回収、ビル・建物清掃、道路・公園清掃等）

その他
無回答

41



問３７－５ 就職するために望む支援

42

図表3 4 就職するために臨む支援（性別）

• 就職するために望む支援については、「男性」では「アパートがほしい」の割合が高く、「女性」では「自分たちにあった仕事先を開拓してほし

い」、「事業主のホームレスに対する理解を進めてほしい」の割合が高い。
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問３９－１ 住宅を探した場所

43

図表3 5 住宅を探した場所（性別）

• 住宅を探した場所については、男女ともに「不動産店」の割合が高いが、「男性」では「友人・知人」の割合が高く、「女性」では「福祉事務所

や地方公共団体」、「自立支援センター」の割合が高い。
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全体(n=195) 男(n=184) 女(n=10)



問３９－２ 安い家賃の情報
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図表3 6 安い家賃の情報（性別）

• 安い家賃の情報については、「男性」では「得られた」が62.3％と高く、「女性」では「得られなかった」が87.5％と高い。

全体 (n=139)

男 (n=130)

女 (n=8)

59.0 

62.3 

12.5 

41.0 

37.7 

87.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

得られた 得られなかった 無回答



問３９－３ 民間保証会社の情報
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図表3 7 民間保証会社の情報（性別）

• 民間保証会社の情報が得られたかについては、「男性」では「得られた」が30.8%と高く、「女性」では「得られなかった」が100.0％となって

いる。

全体 (n=139)

男 (n=130)

女 (n=8)

28.8 

30.8 

0.0 

69.8 

67.7 

100.0 

1.4 

1.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

得られた 得られなかった 無回答



問４１ 結婚の状況
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図表3 8 結婚の状況（性別）

• 結婚については、「女性」では「結婚している」（男性：4.5%、女性：12.5%）、「離婚・死別」（男性：24.1%、女性：41.7%）の割合が高

い。

全体 (n=1,169)

男 (n=1,106)

女 (n=48)

4.8 

4.5 

12.5 

24.7 

24.1 

41.7 

65.8 

66.8 

35.4 

4.7 

4.5 

10.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚している 離婚・死別 未婚 無回答



問４２－１ 家族・親族との連絡
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図表3 9 家族・親族との連絡（性別）

• 家族・親族との連絡については、「女性」では「ある」が28.1%と高く、「男性」では「ない」が79.1％と割合が高い。

全体 (n=759)

男 (n=717)

女 (n=32)

21.1 

20.8 

28.1 

78.8 

79.1 

71.9 

0.1 

0.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答



問４５ 最後に出た学校
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図表4 0 最後に出た学校（性別）

• 最後に出た学校については、男女ともに「中学校」及び「高校」の割合が高いが、「女性」では「短期大学・専門学校」（男性：5.2%、女性：

14.6%）の割合が高い。

全体 (n=1,169)

男 (n=1,106)

女 (n=48)

0.7 

0.5 

4.2 

45.0 

45.5 

39.6 

35.7 

35.7 

29.2 

5.6 

5.2 

14.6 

7.2 

7.5 

0.0 

2.1 

1.9 

4.2 

3.8 

3.7 

8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校 中学校 高校 短期大学・専門学校 大学 その他 無回答



問４７ 現在の気持ち
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図表4 1 現在の気持ち（性別）

• 現在の気持ちについては、 「男性」は、「希望を持っている」 （男性：8.4%、女性：6.3%）、「なんとかなると思っている（少し希望を持っ

ている） 」 （男性：43.3%、女性：27.1%） が高く、「女性」は、「悲観している」 （男性：6.1%、女性：8.3%） が高い。

全体 (n=1,169)

男 (n=1,106)

女 (n=48)

8.2 

8.4 

6.3 

43.1 

43.3 

27.1 

24.0 

24.2 

20.8 

6.1 

6.1 

8.3 

15.6 

15.2 

27.1 

3.1 

2.8 

10.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望を持っている なんとかなると思っている（少し希望をもっている） あまり希望をもっていない 悲観している その他 無回答



年齢階層別
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• 具体的な寝場所では、年齢階層が上がるほど一定の場所で決まっている割合が高くなり、具体的な場所で

は、年齢が上がるとともに河川の割合が高くなっている。

• 寝場所をつくる方法では、年齢階層が上がるほど、テントやダンボール、あるいは簡易な敷物などで寝場

所をつくる割合が高くなる一方、年齢階層が下がるほど、寝場所をつくらない割合が高い。

• 仕事では、24歳以下及び30～39歳では仕事により収入を得ている割合が低い。仕事以外の収入では、75

歳以上が仕事以外の収入があると回答している割合が高い。

• 現在、困ったときに相談できる相手がいるかでは、40～44歳、65～69歳、80歳以上が他の年齢層に比べ

て、相談できる相手がいる割合が高い。

路上での生活

• 路上生活に至った理由では、全年齢階層で仕事関係による割合が高いが、44歳以下では家族との離別・死

別、家庭関係の悪化の割合がやや高い。

路上生活までのいきさつ
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• 今後望んでいる生活は、年齢階層が下がるほどアパートや寮といった住居と仕事を確保して自活を希望す

る割合が高く、年齢階層が上がるほど福祉を利用しながらの生活を希望する又は現在の路上生活を維持す

ることを希望する割合が高い。

今後の生活

• 現在の気持ちでは、年齢階層が下がるほど希望を持っている割合が高い。44歳以下では45歳以上よりも

悲観している割合が高い。

現在の気持ち

• シェルターや自立支援センターの周知度・利用度では、30歳以上では年齢階層が下がれば下がるほど、周

知度・利用度ともに高くなる傾向がある。

• シェルター・自立支援センターの利用意向では、年齢階層が下がるほど、利用意向が高い。

福祉制度の周知・利用状況
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図表4 2 性別（年齢階層別）

• 性別については、どの年代でも「男性」の割合が高い。「７５～７９歳」では「女性」の割合が11.5%と高い。

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)

94.6 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

89.7 

96.6 

95.1 

95.2 

94.5 

96.1 

96.0 

84.6 

88.9 

4.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

10.3 

3.4 

4.9 

3.2 

5.0 

1.7 

2.5 

11.5 

11.1 

1.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.6 

0.6 

2.2 

1.4 

3.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男 女 無回答
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図表4 3 寝ている場所（年齢階層別）

• 寝ている場所については、「３５～３９歳以下」の者では「決まっていない」の割合が高く、その他の年代については「決まっている」の割合が

高い。

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)

78.1 

0.0 

50.0 

60.0 

55.6 

33.3 

72.4 

63.8 

68.9 

77.4 

74.0 

90.1 

83.0 

75.6 

84.4 

20.1 

100.0 

50.0 

40.0 

44.4 

66.7 

27.6 

36.2 

25.2 

22.6 

23.8 

9.5 

14.9 

23.1 

15.6 

1.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.8 

0.0 

2.2 

0.4 

2.2 

1.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

決まっている 決まっていない 無回答
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図表4 4 寝ている場所（具体的に）（年齢階層別）

• 寝ている場所については、「３５～５９歳以下」の者では「公園」の割合が高く、「８０歳以上」の者では「河川」の割合が高い。

全体 (n=913)

19歳以下 -

20～24歳 (n=3)

25～29歳 (n=3)

30～34歳 (n=5)

35～39歳 (n=4)

40～44歳 (n=21)

45～49歳 (n=37)

50～54歳 (n=71)

55～59歳 (n=96)

60～64歳 (n=134)

65～69歳 (n=209)

70～74歳 (n=229)

75～79歳 (n=59)

80歳以上 (n=38)

27.4 

0.0 

33.3 

33.3 

20.0 

50.0 

38.1 

29.7 

39.4 

29.2 

26.1 

22.5 

25.8 

35.6 

18.4 

15.2 

0.0 
0.0 

33.3 

20.0 

0.0 

19.0 

10.8 

15.5 

14.6 

14.2 

15.8 

16.6 

15.3 

10.5 

24.8 

0.0 

0.0 
0.0 

0.0 

0.0 

19.0 

13.5 

22.5 

25.0 

29.1 

29.7 

20.1 

30.5 

31.6 

9.4 

0.0 

33.3 

0.0 

20.0 

50.0 

4.8 

16.2 

1.4 

8.3 

11.2 

9.6 

10.5 

3.4 

13.2 

23.0 

0.0 

33.3 

33.3 

40.0 

0.0 

19.0 

29.7 

21.1 

22.9 

19.4 

21.5 

27.1 

15.3 

26.3 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公園 道路 河川 駅舎 その他 無回答
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図表4 5 寝ている場所を変更する理由（年齢階層別）

• 寝ている場所を変更する理由については、「３０～３４歳以下」の者では「敷地・建物の管理者から退去を求められるため」（全体：20.4％、３

０～３４歳以下：50.0％）の割合が高く、「２０～２４歳以下」「４5～４９歳以下」「５５～５９歳以下」の者では「ほかのホームレスとの関

係悪化」（全体：8.5％、２０～２４歳以下：33.3％、４5～４９歳以下：14.3％、５５～５９歳以下：14.3％）と割合が高くなっている。

全体 (n=235)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=3)

25～29歳 (n=2)

30～34歳 (n=4)

35～39歳 (n=8)

40～44歳 (n=8)

45～49歳 (n=21)

50～54歳 (n=26)

55～59歳 (n=28)

60～64歳 (n=43)

65～69歳 (n=22)

70～74歳 (n=41)

75～79歳 (n=18)

80歳以上 (n=7)

20.4 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

12.5 

0.0 

9.5 

7.7 

7.1 

34.9 

31.8 

17.1 

33.3 

42.9 

8.5 

0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

14.3 

7.7 

14.3 

11.6 

4.5 

7.3 

5.6 

0.0 

69.4 

100.0 

66.7 

100.0 

50.0 

87.5 

100.0 

76.2 

80.8 

78.6 

53.5 

63.6 

73.2 

61.1 

42.9 

1.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.8 

0.0 

0.0 

0.0 

2.4 

0.0 

14.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

敷地・建物の管理者から退去を求められるため 他のホームレス等との関係の悪化 その他 無回答
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図表4 6 寝場所を作る方法（年齢階層別）

• 寝ている場所を作る方法については、「６５～６９歳以下」の者では「廃材やダンボール、ブルーシートによるテント又は小屋を常設」（全体：

30.0％、６５～６９歳以下：43.5％）の割合が高い。

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)

30.0 

0.0 

16.7 

0.0 

0.0 

0.0 

24.1 

15.5 

16.5 

26.6 

26.5 

43.5 

29.0 

47.4 

37.8 

18.1 

0.0 
0.0 

0.0 

22.2 

8.3 

17.2 

20.7 

16.5 

21.0 

19.3 

17.2 

18.1 

19.2 

20.0 

31.7 

0.0 

0.0 

40.0 

22.2 

33.3 

20.7 

24.1 

39.8 

34.7 

36.5 

29.3 

33.3 

21.8 

28.9 

1.9 

0.0 
0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.7 

2.9 

2.4 

0.6 

1.3 

2.9 

1.3 

4.4 

9.2 

100.0 

66.7 

40.0 

33.3 

50.0 

13.8 

25.9 

11.7 

9.7 

7.2 

3.0 

7.6 

5.1 

4.4 

6.1 

0.0 

16.7 

20.0 

11.1 

0.0 

20.7 

8.6 

5.8 

4.8 

7.2 

5.2 

5.1 

3.8 

4.4 

3.0 

0.0 

0.0 

0.0 

11.1 

8.3 

3.4 

3.4 

6.8 

0.8 

2.8 

0.4 

4.0 

1.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

廃材やダンボール、ブルーシートによるテント又は小屋を常設 ダンボール等を利用して寝場所を毎晩つくっている

簡単に敷物（寝袋・毛布等）を敷いて寝ている 車中で寝起きしている

寝場所はつくらない その他

無回答
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図表4 7 今回の路上生活の期間（年齢階層別）

• 今回の路上生活の期間について、「５０歳～５４歳以下」から「８０歳以上」は「１０年以上」の割合が高い。

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)

7.0 

100.0 

66.7 

80.0 

22.2 

58.3 

17.2 

8.6 

9.7 

4.8 

8.8 

4.7 

2.5 

2.6 

4.4 

4.2 

0.0 

16.7 

20.0 

22.2 

16.7 

6.9 

8.6 

5.8 

8.1 

5.0 

1.7 

1.4 

2.6 
2.2 

3.5 

0.0 

16.7 

0.0 

0.0 

0.0 

10.3 

10.3 

4.9 

3.2 

5.0 

1.3 
2.9 

1.3 

2.2 

5.0 

0.0 

0.0 

0.0 

11.1 

0.0 

3.4 

13.8 

3.9 

7.3 

4.4 

5.2 

4.7 

1.3 

4.4 

11.0 

0.0 

0.0 
0.0 

11.1 

8.3 

20.7 

13.8 

14.6 

12.1 

11.0 

11.6 

10.5 

3.8 

4.4 

8.9 

0.0 

0.0 

0.0 
0.0 

8.3 

6.9 

15.5 

11.7 

8.1 

9.4 

7.8 

8.7 

10.3 

6.7 

18.6 

0.0 

0.0 
0.0 

0.0 

8.3 

24.1 

17.2 

16.5 

21.8 

21.5 

22.4 

17.4 

14.1 

6.7 

38.8 

0.0 

0.0 

0.0 

22.2 

0.0 

10.3 

12.1 

27.2 

34.7 

31.5 

44.4 

48.2 

60.3 

64.4 

2.9 

0.0 

0.0 
0.0 

11.1 

0.0 

0.0 

0.0 

5.8 

0.0 

3.3 

0.9 

3.6 

3.8 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ヶ月未満 １ヶ月～３ヶ月未満 ３ヶ月～６ヶ月未満 ６ヶ月～１年未満 １年～３年未満 ３年～５年未満 ５年～１０年未満 １０年以上 無回答
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図表4 8 今回の路上生活の継続について（年齢階層別）

• 今回の路上生活の継続については、「７０～７４歳以下」の者では「ずっと路上生活をしていた」（全体：63.0％、７０～７４歳以下：69.6％）

の割合が高い。

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)

63.0 

0.0 

66.7 

20.0 

44.4 

41.7 

65.5 

58.6 

58.3 

58.9 

65.2 

67.7 

69.6 

57.7 

46.7 

15.7 

0.0 

16.7 

40.0 

22.2 

25.0 

13.8 

24.1 

16.5 

16.9 

21.5 

15.1 

10.1 

14.1 

8.9 

2.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.6 

2.2 

1.3 

4.3 

6.4 

8.9 

2.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

8.3 

3.4 

0.0 

0.0 

2.4 

0.6 

2.6 

3.3 

6.4 

4.4 

1.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

8.3 

0.0 

6.9 

1.9 

1.6 

1.1 

1.3 

1.4 

2.6 

4.4 

2.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.4 

3.9 

6.5 

2.8 

3.9 

1.8 

0.0 

2.2 

9.3 

100.0 

16.7 

40.0 

22.2 

16.7 

17.2 

6.9 

12.6 

11.3 

4.4 

7.8 

7.2 

10.3 

24.4 

2.2 

0.0 

0.0 

0.0 

11.1 

0.0 

0.0 

0.0 

6.8 

0.8 

2.2 

0.4 

2.2 

2.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ずっと路上（野宿）生活をしていた
時々、ドヤ、飯場、ホテル等にも泊まっていた
病院に一時的に入っていたことがある
施設に一時的に入っていたことがある
自立支援センターに一時的に入っていたことがある
緊急一時宿泊施設（シェルター）（一時生活支援事業）等に一時的に入っていたことがある
その他
無回答



問５ 初めて路上生活をしてからの期間
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図表4 9 初めて路上生活をしてからの期間（年齢階層別）

• 初めて路上生活をしてからの期間について、「５５歳～５９歳」から「８０歳以上」は「１０年以上」の割合が高い。

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)

3.3 

100.0 

33.3 

40.0 

11.1 

50.0 

3.4 

5.2 

4.9 

1.6 

2.8 

1.7 

1.1 

2.6 

2.2 

1.9 

0.0 

16.7 

20.0 

0.0 

0.0 

10.3 

3.4 

1.9 

1.6 

3.3 

0.4 

1.1 

1.3 

0.0 

1.8 

0.0 

16.7 

0.0 

0.0 

0.0 

3.4 

3.4 

2.9 
0.8 

1.7 

1.3 

1.8 

1.3 

2.2 

2.7 

0.0 

16.7 

0.0 

11.1 

0.0 

3.4 

5.2 

1.9 

3.2 

2.8 

3.0 

2.2 

0.0 

2.2 

6.8 

0.0 
0.0 

20.0 

22.2 

0.0 

20.7 

10.3 

11.7 

6.5 

6.1 

5.6 

5.1 

2.6 

4.4 

7.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

8.3 

13.8 

12.1 

10.7 

6.5 

7.7 

3.9 

7.2 

9.0 

6.7 

17.5 

0.0 

16.7 

20.0 

22.2 

16.7 

13.8 

22.4 

18.4 

16.1 

22.1 

20.3 

15.6 

10.3 

6.7 

19.0 

0.0 

0.0 

0.0 

22.2 

0.0 

24.1 

13.8 

19.4 

22.6 

19.3 

21.6 

19.6 

12.8 

17.8 

12.2 

0.0 

0.0 

0.0 
0.0 

8.3 

6.9 

8.6 

5.8 

14.5 

9.4 

12.9 

15.6 

17.9 

13.3 

25.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

16.7 

0.0 

15.5 

15.5 

26.6 

22.7 

28.4 

27.5 

39.7 

40.0 

2.7 

0.0 

0.0 

0.0 

11.1 

0.0 

0.0 

0.0 

6.8 

0.0 

2.2 

0.9 

3.3 

2.6 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ヶ月未満 １ヶ月～３ヶ月未満 ３ヶ月～６ヶ月未満 ６ヶ月～１年未満 １年～３年未満 ３年～５年未満

５年～１０年未満 １０年～１５年未満 １５年～２０年未満 ２０年以上 無回答
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図表5 0 現在収入のある仕事（年齢階層別）

• 現在収入のある仕事については、「５５～５９歳以下」「６５～６９歳以下」の者では「している」（全体：47.9％、５５～５９歳以下：58.1％、

６５～６９歳以下：58.2%）の割合が高い。

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)

47.9 

0.0 

0.0 

40.0 

11.1 

16.7 

48.3 

36.2 

41.7 

58.1 

49.2 

58.2 

47.8 

34.6 

46.7 

50.0 

100.0 

100.0 

60.0 

77.8 

83.3 

51.7 

63.8 

52.4 

41.9 

48.1 

41.4 

50.0 

64.1 

53.3 

2.1 

0.0 

0.0 

0.0 

11.1 

0.0 

0.0 

0.0 

5.8 

0.0 

2.8 

0.4 

2.2 

1.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

している していない 無回答
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図表5 1 仕事（具体的に）（年齢階層別）

• 仕事については、いずれの年代でも「廃品回収」の割合が高い。
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11.4 

2.1 

66.3 

2.3 

23.4 

0.2 
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
全体(n=560) 19歳以下(n=-)
20～24歳(n=-) 25～29歳(n=2)
30～34歳(n=1) 35～39歳(n=2)
40～44歳(n=14) 45～49歳(n=21)
50～54歳(n=43) 55～59歳(n=72)
60～64歳(n=89) 65～69歳(n=135)
70～74歳(n=132) 75～79歳(n=27)
80歳以上(n=21)
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図表5 2 仕事による平均収入（年齢階層別）

• 仕事による平均収入については、「６０～６４歳以下」 「７0～７4歳以下」の者では「３～５万円未満」の割合が高く、「６５～６９歳以下」

の者では「５～１０万円未満」の割合が高い。

全体 (n=560)

19歳以下 -

20～24歳 -

25～29歳 (n=2)

30～34歳 (n=1)

35～39歳 (n=2)

40～44歳 (n=14)

45～49歳 (n=21)

50～54歳 (n=43)

55～59歳 (n=72)

60～64歳 (n=89)

65～69歳 (n=135)

70～74歳 (n=132)

75～79歳 (n=27)

80歳以上 (n=21)
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28.6 

29.3 

0.0 

0.0 
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14.3 

23.8 

27.9 

38.9 

30.3 

33.3 

25.8 

22.2 

23.8 
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21.4 

19.0 

20.9 

1.4 
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8.1 
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14.8 
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50.0 

0.0 

100.0 

7.1 

14.3 
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4.2 

4.5 

2.2 

3.0 

0.0 

0.0 
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0.0 

0.0 

0.0 

0.0 
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14.3 

0.0 

7.0 

5.6 

2.2 

0.7 

1.5 

0.0 

0.0 

4.5 

0.0 

0.0 

0.0 
0.0 

0.0 

7.1 

4.8 

9.3 

2.8 

2.2 

5.9 

3.8 

0.0 

9.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０００円未満 １０００～５０００円未満 ５０００～１万円未満 １～３万円未満 ３～５万円未満

５～１０万円未満 １０～１５万円未満 １５～２０万円未満 ２０万円以上 無回答
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図表5 3 仕事以外の収入（年齢階層別）

• 仕事以外の収入については、「２０～２４歳以下」「３０～３４歳以下」及び「７５～７９歳以下」「８０歳以上」の者では「ある」の割合が高

い。

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)

21.6 

0.0 

33.3 

20.0 

33.3 

16.7 

20.7 

10.3 

14.6 

12.1 

14.4 

23.3 

25.7 

41.0 

40.0 

76.1 

100.0 

66.7 

80.0 

55.6 

83.3 

79.3 

89.7 

78.6 

87.9 

82.9 

75.9 

72.1 

57.7 

57.8 

2.3 

0.0 

0.0 

0.0 

11.1 

0.0 

0.0 

0.0 

6.8 

0.0 

2.8 

0.9 

2.2 

1.3 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答
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図表5 4 仕事以外の収入の種類（年齢階層別）

• 仕事以外の収入の種類については、「６５歳以上」の者では「年金」の割合が高い。
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13.5 

33.3 
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0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
全体(n=252) 19歳以下(n=-)
20～24歳(n=2) 25～29歳(n=1)
30～34歳(n=3) 35～39歳(n=2)
40～44歳(n=6) 45～49歳(n=6)
50～54歳(n=15) 55～59歳(n=15)
60～64歳(n=26) 65～69歳(n=54)
70～74歳(n=71) 75～79歳(n=32)
80歳以上(n=18)
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図表5 5 仕事以外の平均収入（年齢階層別）

• 仕事以外の平均収入については、「４０～５９歳以下」の者では、「１～３万円未満」の割合が高く、「７０～７４歳以上」の者では、「５～１

０万円未満」の割合が高い。

全体 (n=252)

19歳以下 -

20～24歳 (n=2)

25～29歳 (n=1)

30～34歳 (n=3)

35～39歳 (n=2)

40～44歳 (n=6)

45～49歳 (n=6)

50～54歳 (n=15)

55～59歳 (n=15)

60～64歳 (n=26)

65～69歳 (n=54)

70～74歳 (n=71)

75～79歳 (n=32)

80歳以上 (n=18)
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０００円未満 １０００～５０００円未満 ５０００～１万円未満 １～３万円未満 ３～５万円未満

５～１０万円未満 １０～１５万円未満 １５～２０万円未満 ２０万円以上 無回答
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図表5 6 - 1 周囲とのつながり：挨拶をする相手がいる＜路上（野宿）生活前＞（年齢階層別）

• 路上（野宿）生活前、挨拶をする相手がいたかについて、「５５歳～５９歳」の者では「あてはまる」の割合が高い。（全体：54.7％、５５歳～

５９歳：63.7％）

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)
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6.8 

1.6 
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4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答
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図表5 6 - 2 周囲とのつながり：挨拶をする相手がいる＜現在＞（年齢階層別）

• 現在、挨拶をする相手がいるかについて、「４０歳～４４歳」「５５歳～５９歳」「８０歳以上」の者では「あてはまる」の割合が高い。（全

体：44.9％、４０歳～４４歳：51.7％、５５歳～５９歳：50.8％、８０歳以上：51.1%）

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)

44.9 
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33.3 
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16.7 

10.3 

6.9 

6.8 

11.3 

10.5 

10.8 

8.7 

7.7 

4.4 

27.0 

100.0 
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40.0 

33.3 

41.7 

31.0 

46.6 

24.3 

23.4 

31.5 

21.6 

25.4 

26.9 

22.2 

4.1 

0.0 

16.7 

0.0 

11.1 

0.0 

3.4 

1.7 

6.8 

0.8 

3.3 

3.4 

4.3 

3.8 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答
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図表5 6 - 3 周囲とのつながり：世間話をする相手がいる＜路上（野宿）生活前＞（年齢階層別）

• 路上（野宿）生活前、世間話をする相手がいたかについて、「５５歳～５９歳」の者では「あてはまる」の割合が高い。（全体：50.6％、５５歳

～５９歳：57.3％）

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)
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0.0 
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6.5 

8.3 
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11.5 

8.9 

18.8 
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16.7 

40.0 

22.2 

50.0 

34.5 

15.5 

16.5 

16.1 

21.5 

18.1 

15.9 

17.9 

24.4 

3.7 

0.0 
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20.0 

11.1 

0.0 

3.4 

1.7 

6.8 

1.6 

2.8 

2.6 

3.3 

1.3 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答
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図表5 6 - 4 周囲とのつながり：世間話をする相手がいる＜現在＞（年齢階層別）

• 現在、世間話をする相手がいるかについて、「４０歳～４４歳」「５５歳～５９歳」「８０歳以上」の者では「あてはまる」の割合が高い。（全

体：39.8％、４０歳～４４歳：44.8％、５５歳～５９歳：46.8％、８０歳以上：44.4％）

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)
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• 路上（野宿）生活前、困った時に相談できる相手がいたかについて、「４５歳～４９歳」の者では「あてはまる」の割合が高い。（全体：32.5％、

４５歳～４９歳：41.4％）

図表5 6 - 5 周囲とのつながり：困った時に相談できる相手がいる＜路上（野宿）生活前＞

（年齢階層別）

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)
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図表5 6 - 6 周囲とのつながり：困った時に相談できる相手がいる＜現在＞（年齢階層別）

• 現在、困った時に相談できる相手がいるかについて、「３０歳～３４歳」「４０歳～４４歳」「８０歳以上」の者では「あてはまる」の割合が高

い。（全体：24.2％、３０歳～３４歳：33.3％、４０歳～４４歳：34.5％、８０歳以上：35.6％）

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)
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• 路上（野宿）生活前、困った時に助けてくれる相手がいたかについて、「４０歳～４４歳」「４５歳～４９歳」の者では「あてはまる」の割合が

高い。（全体：29.7％、４０歳～４４歳：41.4％、４５歳～４９歳：39.7％）

図表5 6 - 7 周囲とのつながり：困った時に助けてくれる相手がいる＜路上（野宿）生活前＞

（年齢階層別）

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)
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図表5 6 - 8 周囲とのつながり：困った時に助けてくれる相手がいる＜現在＞（年齢階層別）

• 現在、困った時に助けてくれる相手がいるかについて、「４０歳～４４歳」「８０歳以上」の者では「あてはまる」の割合が高い。（全体：

21.6％、４０歳～４４歳：31.0％、８０歳以上：28.9％）

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)
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• 路上（野宿）生活前、NPO等の団体が開催する集会・相談会等に参加していたかについて、「３０歳～３４歳」の者では「あてはまる」と「やや

あてはまる」を合わせた割合が高い。（全体：5.8％、３０歳～３４歳：22.2％）

図表5 6 - 9 周囲とのつながり：N P O等の団体が開催する集会・相談会等に参加している

＜路上（野宿）生活前＞（年齢階層別）

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)
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0.0 
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• 現在、NPO等の団体が開催する集会・相談会等に参加しているかについて、「３０歳～３４歳」の者では「あてはまる」と「ややあてはまる」を

合わせた割合が高い。（全体：13.6％、３０歳～３４歳：44.4％）

図表5 6 - 1 0 周囲とのつながり：N P O等の団体が開催する集会・相談会等に参加している＜現在＞

（年齢階層別）

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)
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• 路上（野宿）生活前、行政が開催する集会・相談会等に参加していたかについて、「３０歳～３４歳」の者では「あてはまる」の割合が高い。

（全体：1.6％、３０歳～３４歳：11.1％）

図表5 6 - 1 1 周囲とのつながり：行政が開催する集会・相談会等に参加している

＜路上（野宿）生活前＞（年齢階層別）

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)
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• 現在、行政が開催する集会・相談会等に参加しているかについて、「３０歳～３４歳」の者では「あてはまる」の割合が高い。（全体：1.6％、

３０歳～３４歳：11.1％）

図表5 6 - 1 2 周囲とのつながり：行政が開催する集会・相談会等に参加している＜現在＞

（年齢階層別）

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)
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55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)

1.6 

0.0 

0.0 

0.0 

11.1 

0.0 

0.0 

5.2 

0.0 

0.8 

1.7 

2.6 

1.8 

0.0 

0.0 

2.8 

0.0 

0.0 

0.0 
0.0 

8.3 

3.4 

3.4 

1.9 

2.4 

3.9 

3.4 

2.9 

1.3 

0.0 

3.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

16.7 

6.9 

1.7 

3.9 

3.2 

2.2 

3.0 

3.6 

5.1 

8.9 

87.9 

100.0 

83.3 

100.0 

77.8 

75.0 

86.2 

87.9 

87.4 

93.5 

89.0 

87.5 

88.0 

88.5 

86.7 

3.9 

0.0 

16.7 

0.0 

11.1 

0.0 

3.4 

1.7 

6.8 

0.0 

3.3 

3.4 

3.6 

5.1 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答



問１０ コロナの影響

79

図表5 7 コロナの影響（年齢階層別）

• コロナの影響について、「４０～４４歳」の者では「収入が減った」の割合が高い。
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図表5 8 路上生活前の仕事の立場（年齢階層別）

• 路上生活前の仕事の立場については、「３０～３４歳以下」の者では、「臨時・パート・アルバイト」の割合が高く（62.5％）、「４５～４９歳

以下」の者では「常勤職員・従業員（正社員）」の割合が高い（55.4％）。

全体 (n=1,096)

19歳以下 (n=1)
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図表5 9 初めて路上生活する前に住んでいたところ（年齢階層別）

• 初めて路上（野宿）生活をする前に住んでいたところについては、「２５～２９歳以下」「４０～４４歳以下」の者では「民間賃貸住宅」の割合

が高く、「３５～３９歳以下」の者では「勤め先の社宅や寮」及び「ビジネスホテル・カプセルホテル・サウナ」の割合が高い。「２５～２９歳

以下」の者では「２４時間営業の飲食店」の割合が他の年代と比べ高い。
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55～59歳(n=124) 60～64歳(n=181) 65～69歳(n=232)

70～74歳(n=276) 75～79歳(n=78) 80歳以上(n=45)



問１３ 初めて路上生活をする前に住んでいた地域

82

図表6 0 路上生活する前に住んでいた地域（年齢階層別）

• 初めて路上（野宿）生活をする前に住んでいた地域については、「３０～３４歳以下」の者では「都道府県外」の割合が高く（55.6％）、「８０

歳以上」の者では「同じ市区町村」の割合が高い（40.0％）。

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)
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35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)
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現在路上（野宿）生活をしている都道府県外の市区町村 無回答
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図表6 1 今回の路上生活をするようになった主な理由（年齢階層別）

• 今回の路上（野宿）生活をするようになった主な理由については、 「２５～２９歳以下」の者では「倒産や失業」「病気・けがや高齢で仕事が出

来なくなった」 の割合が高く、「３０～３４歳以下」の者では「アパート等の家賃が払えなくなった」の割合が高い。

倒

産

や

失

業

仕

事

が

減
っ

た

病

気

・

け

が

や

高

齢

で

仕

事

が

で

き

な

く

な
っ

た

労

働

環

境

が

劣

悪

な

た

め
、

仕

事

を

辞

め

た

人

間

関

係

が

う

ま

く

い

か

な

く

て
、

仕

事

を

辞

め

た

０

１

，

０

２

，

０

３

，

０

４

，

０

５

以

外

の

理

由

で

収

入

が

減
っ

た

借

金

取

立

に

よ

り

家

を

出

た

ア

パ
ー

ト

等

の

家

賃

が

払

え

な

く

な
っ

た

契

約

期

間

満

了

で

宿

舎

を

出

た

ホ

テ

ル

代
、

ド

ヤ

代

等

が

払

え

な

く

な
っ

た

差

し

押

さ

え

に

よ
っ

て

立

ち

退

き

さ

せ

ら

れ

た

病

院

や

施

設

等

か

ら

出

た

後

行

き

先

が

な

か
っ

た

家

族

と

の

離

別

・

死

別

家

庭

関

係

の

悪

化

飲

酒
、

ギ
ャ

ン

ブ

ル

そ

の

他

無

回

答

22.2 
23.8 

13.9 

5.3 

18.3 

1.5 

2.9 

12.8 

2.7 

5.1 

1.0 

1.5 

8.2 

7.7 
6.7 

20.6 

2.9 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

全体(n=1,169) 19歳以下(n=1) 20～24歳(n=6)

25～29歳(n=5) 30～34歳(n=9) 35～39歳(n=12)

40～44歳(n=29) 45～49歳(n=58) 50～54歳(n=103)

55～59歳(n=124) 60～64歳(n=181) 65～69歳(n=232)

70～74歳(n=276) 75～79歳(n=78) 80歳以上(n=45)



問１９ 現在の市区町村にきた主な理由

84

図表6 2 現在の市区町村にきた主な理由（年齢階層別）

• 現在の市区町村に来た主な理由については、「２５～２９歳以下」の者では「収入を得られるような仕事がある」の割合が高く、「３０～３４歳

以下」の者では「なじみがある」「ボランティア団体等による炊き出しがある」の割合が高く、「２０～２４歳以下」の者では「なじみがある」

の割合が高い。

以

前

住

ん

で

い

た

り
、

仕

事

先

が

あ
っ

た

り

で
、

な

じ

み

が

あ

る

以

前

の

知

り

合

い

が

誰

も

い

な

そ

う

で

あ

る

収

入

を

得

ら

れ

る

よ

う

な

仕

事

（

ア

ル

ミ

缶
、

段

ボ
ー

ル

集

め
、

建

設

現

場

で

の

日

雇

い

労

働

等
）

が

あ

る

ホ
ー

ム

レ

ス

が

多

い

と

聞

い

た

ホ
ー

ム

レ

ス

の

た

め

の

施

策

が

充

実

し

て

い

る

と

聞

い

た

（

施

設
、

住

宅
、

食

事

券

・

宿

泊

券
、

就

労

対

策
、

そ

の

他
）

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア

団

体

等

に

よ

る

炊

き

出

し

が

あ

る

前

い

た

場

所

に

居

づ

ら

く

な
っ

た

そ

の

他

無

回

答

37.0 

4.9 

15.9 

6.7 4.8 
5.9 

9.8 

36.4 

3.1 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
全体(n=1,169) 19歳以下(n=1) 20～24歳(n=6)

25～29歳(n=5) 30～34歳(n=9) 35～39歳(n=12)

40～44歳(n=29) 45～49歳(n=58) 50～54歳(n=103)

55～59歳(n=124) 60～64歳(n=181) 65～69歳(n=232)

70～74歳(n=276) 75～79歳(n=78) 80歳以上(n=45)



問２１－１ 健康状態が「あまりよくない」「よくない」と答えた人の対処法

85

図表6 3 健康状態が「あまりよくない」「よくない」と答えた人の対処法（年齢階層別）

• 健康状態が「あまりよくない」「よくない」と答えた人の対処法について、「５５歳～５９歳」は「市販薬」の割合が高い（22.7％）。「８０歳

以上」は、「通院」の割合が高い（50.0％）。
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図表6 4 自立支援センターやシェルター等の利用の勧め（年齢階層別）

• 自立支援センターやシェルター等の利用の勧めについては、「５５～５９歳以下」の者では「自立支援センターの利用を勧められた」の割合が高

く（50.6％）、「８０歳以上」の者では「特に勧められなかった」の割合が高い（56.4％）。
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図表6 5 シェルター内容の認知度・利用度（年齢階層別）

• シェルターの内容の認知度・利用度については、「３０～３４歳以下」では「知っており、利用したことがある」の割合が高く（44.4％）、「７

５～７９歳以下」及び「８０歳以上」の者では「知っており、利用したことがある」の割合が低く（それぞれ15.4％、13.3%）、「４０～４４

歳以下」の者では「知っているが、利用したことはない」の割合が高い（69％）。
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図表6 6 シェルターの利用意向（年齢階層別）

• シェルターの利用意向については、すべての年齢において「思わない」の割合が高いが、「４５～４９歳以下」（29.4％）、 「５５～５９歳以

下」（18.6％）及び 「７５～７９歳以下」（15.6％）の者では比較的「思う」の割合が高い。
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図表6 7 自立支援センターの内容の認知度・利用度（年齢階層別）

• 自立支援センターの内容の認知度・利用度については、年齢が下がることに伴って、「知っており、利用したことがある」の割合が高くなる傾向

にある。「７５～７９歳以下」の者では「知っており、利用したことがある」の割合が高い（16.7％）。

• 「３５～３９歳以下」の者では「知らない」の割合が高い（50.0％）。

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)

12.7 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

25.0 

10.3 

24.1 

13.6 

16.9 

14.4 

11.6 

6.9 

16.7 

8.9 

52.8 

0.0 

66.7 

20.0 

33.3 

16.7 

55.2 

44.8 

53.4 

54.0 

56.4 

56.0 

55.4 

42.3 

53.3 

30.5 

100.0 

33.3 

80.0 

22.2 

50.0 

31.0 

31.0 

26.2 

27.4 

26.5 

28.4 

34.4 

34.6 

33.3 

4.0 

0.0 

0.0 

0.0 

11.1 

8.3 

3.4 

0.0 

6.8 

1.6 

2.8 

3.9 

3.3 

6.4 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っており、利用したことがある 知っているが、利用したことはない 知らない 無回答
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図表6 8 退所から路上生活に戻るまでの期間（年齢階層別）

• 退所から路上生活に戻るまでの期間については、「５５～５９歳以下」の者では「１年以上」の割合が高く（33.3％）、「７０～７４歳以下」の

者では「１週間～１ヶ月未満」の割合が高く（31.6％）、「７５～７９歳以下」の者では「１週間未満」の割合が高い（30.8％）。

全体 (n=149)

19歳以下 -

20～24歳 -

25～29歳 -

30～34歳 (n=3)

35～39歳 (n=3)

40～44歳 (n=3)

45～49歳 (n=14)

50～54歳 (n=14)

55～59歳 (n=21)

60～64歳 (n=26)

65～69歳 (n=27)

70～74歳 (n=19)

75～79歳 (n=13)

80歳以上 (n=4)

13.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

21.4 

21.4 

19.0 

3.8 

7.4 

10.5 

30.8 

25.0 

14.1 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

14.3 

14.3 

9.5 

7.7 

7.4 

31.6 

23.1 

25.0 

17.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

33.3 

28.6 

7.1 

9.5 

19.2 

22.2 

10.5 

15.4 

25.0 

10.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

7.1 

21.4 

9.5 

11.5 

18.5 

5.3 

7.7 

0.0 

18.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

33.3 

21.4 

21.4 

14.3 

7.7 

29.6 

21.1 

0.0 

25.0 

19.5 

0.0 

0.0 

0.0 

66.7 

33.3 

33.3 

7.1 

14.3 

33.3 

30.8 

7.4 

15.8 

15.4 

0.0 

6.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.8 

19.2 

7.4 

5.3 

7.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１週間未満 １週間～１ヶ月未満 １ヶ月～３ヶ月未満 ３ヶ月～６ヶ月未満 ６ヶ月～１年未満 １年以上 無回答
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図表6 9 退所理由（年齢階層別）

• 退所理由については、「７５～７９歳以下」の者では「生活保護の適用による退所」（38.5％）及び「期限到来による退所」（23.1％）の割合が

高く、「４５～４９歳以下」「６０～６４歳以下」及び「６５～６９歳以下」の者では「無断退所等」の割合が高い傾向にある（それぞれ50.0％、

50.0％、44.4％）。

全体 (n=149)

19歳以下 -

20～24歳 -

25～29歳 -

30～34歳 (n=3)

35～39歳 (n=3)

40～44歳 (n=3)

45～49歳 (n=14)

50～54歳 (n=14)

55～59歳 (n=21)

60～64歳 (n=26)

65～69歳 (n=27)

70～74歳 (n=19)

75～79歳 (n=13)

80歳以上 (n=4)

9.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

14.3 

14.3 

11.5 

14.8 

5.3 

0.0 

0.0 

9.4 

0.0 

0.0 

0.0 

66.7 

0.0 

33.3 

14.3 

0.0 

4.8 

11.5 

11.1 

5.3 

7.7 

0.0 

14.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 
0.0 

14.3 

14.3 

9.5 

15.4 

18.5 

0.0 

38.5 

50.0 

10.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 
0.0 

0.0 

7.1 

14.3 

19.0 

0.0 

3.7 

21.1 

23.1 

0.0 

38.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

66.7 

66.7 

50.0 

7.1 

38.1 

50.0 

44.4 

42.1 

15.4 

25.0 

16.8 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

14.3 

50.0 

14.3 

11.5 

3.7 

26.3 

15.4 

25.0 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会社の寮、住み込み等による就労退所 アパートを確保しての就労退所

生活保護の適用による入院、施設入所及びアパート等居宅の確保により退所 期限到来により退所

期限到来前に規則違反、自主退所、無断退所により退所 その他

無回答
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図表7 0 路上生活に戻った主な理由（年齢階層別）

• 路上生活に戻った主な理由については、「６０～６４歳以下」の者では「病気・けが・高齢等」 「仕事の契約期間が満了したが、次の仕事が見つ

からなかった」の割合が高く（33.3％）、「５５～５９歳以下」の者では「仕事の契約期間が満了したが、次の仕事が見つからなかった」の割合

が高い傾向にある（75.0％）。

全体 (n=28)

19歳以下 -

20～24歳 -

25～29歳 -

30～34歳 (n=2)

35～39歳 (n=1)

40～44歳 (n=1)

45～49歳 (n=2)

50～54歳 (n=2)

55～59歳 (n=4)

60～64歳 (n=6)

65～69歳 (n=7)

70～74歳 (n=2)

75～79歳 (n=1)

80歳以上 -

14.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

25.0 

33.3 

14.3 

0.0 

0.0 

0.0 

28.6 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

75.0 

33.3 

14.3 

0.0 

0.0 

0.0 

7.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

16.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

21.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

42.9 

0.0 

0.0 

0.0 

10.7 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 
0.0 

16.7 

14.3 

0.0 

0.0 

0.0 

17.9 

0.0 

0.0 

0.0 
0.0 

0.0 

100.0 

0.0 
0.0 

0.0 
0.0 

14.3 

100.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 
0.0 

0.0 

0.0 

0.0 
0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病気、けが、高齢等の理由で仕事を解雇された 仕事の契約期間が満了したが、次の仕事が見つからなかった

仕事の内容が聞いていたもの（雇用契約）と違い、自ら仕事を辞めた 周囲とのトラブルや仕事になじめない等により、仕事を辞めた

生活の面で失敗があった その他

無回答
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図表7 1 自立支援センターの利用意向（年齢階層別）

• 自立支援センターの利用意向については、「７５～７９歳以下」の者では「思わない」の割合が高く（93.9％）、「４５～４９歳以下」の者では

「思う」の割合が高い傾向にある（23.1％）。

全体 (n=617)

19歳以下 -

20～24歳 (n=4)

25～29歳 (n=1)

30～34歳 (n=3)

35～39歳 (n=2)

40～44歳 (n=16)

45～49歳 (n=26)

50～54歳 (n=55)

55～59歳 (n=67)

60～64歳 (n=102)

65～69歳 (n=130)

70～74歳 (n=153)

75～79歳 (n=33)

80歳以上 (n=24)

12.8 

0.0 

75.0 

100.0 

33.3 

50.0 

12.5 

23.1 

18.2 

11.9 

18.6 

6.2 

9.8 

6.1 

12.5 

86.1 

0.0 

25.0 

0.0 

66.7 

50.0 

87.5 

76.9 

80.0 

88.1 

80.4 

93.1 

88.2 

93.9 

83.3 

1.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.8 

0.0 

1.0 

0.8 

2.0 

0.0 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思う 思わない 無回答



問３１ 生活保護の利用経験
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図表7 2 生活保護の利用経験（年齢階層別）

• 生活保護制度の利用経験については、「３５～５９歳以下」の者では「ある」の割合が高い（50.0％）。

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)

31.7 

0.0 

16.7 

40.0 

55.6 

50.0 

17.2 

36.2 

32.0 

42.7 

35.4 

32.3 

26.8 

28.2 

20.0 

2.1 

0.0 
0.0 

0.0 

0.0 

8.3 

3.4 

1.7 

1.9 

2.4 

2.8 

1.3 

2.2 

0.0 

4.4 

1.6 
0.0 

0.0 

0.0 

11.1 

0.0 

3.4 

0.0 

3.9 

0.8 

1.1 

0.9 

1.4 

3.8 

2.2 

0.7 

0.0 
0.0 

0.0 

0.0 

0.0 
0.0 

1.7 

1.0 

0.8 

0.6 

1.3 

0.4 

0.0 

0.0 

60.9 

100.0 

83.3 

40.0 

22.2 

33.3 

69.0 

60.3 

55.3 

52.4 

58.0 

62.5 

66.3 

66.7 

71.1 

3.0 

0.0 

0.0 

20.0 

11.1 

8.3 

6.9 

0.0 

5.8 

0.8 

2.2 

1.7 

2.9 

1.3 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある 相談には行ったが利用したことはない 相談には行ったが断られた 相談に行き他の制度を勧められた ない 無回答
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図表7 3 生活保護制度の利用方法（年齢階層別）

• 生活保護制度の利用方法については、「４０～４４歳以下」及び「６５～６９歳以下」の者では「アパート等で単身」の割合が高く、「３５～３

９歳以下」の者では「福祉施設」の割合が高く、「７５～７９歳以下」の者では「病院に入院していた」の割合が高い。
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無

回

答

16.4 

22.9 
24.5 

38.5 

1.9 

9.2 

0.3 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
全体(n=371) 19歳以下(n=-)
20～24歳(n=1) 25～29歳(n=2)
30～34歳(n=5) 35～39歳(n=6)
40～44歳(n=5) 45～49歳(n=21)
50～54歳(n=33) 55～59歳(n=53)
60～64歳(n=64) 65～69歳(n=75)
70～74歳(n=74) 75～79歳(n=22)
80歳以上(n=9)
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図表7 4 生活保護制度を利用しなかった理由（年齢階層別）

• 生活保護制度を利用しなかった理由については、 「５０～５４歳以下」 及び「７５～７９歳以下」の者では「利用できないと思っている」の割

合が高く（それぞれ19.3％ 、13.5％）、「４０～４４歳以下」及び「６５～６９歳以下」の者では「利用したくない」の割合が高い（それぞれ

70.0％、53.8％）。

全体 (n=712)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=5)

25～29歳 (n=2)

30～34歳 (n=2)

35～39歳 (n=4)

40～44歳 (n=20)

45～49歳 (n=35)

50～54歳 (n=57)

55～59歳 (n=65)

60～64歳 (n=105)

65～69歳 (n=145)

70～74歳 (n=183)

75～79歳 (n=52)

80歳以上 (n=32)

6.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

5.0 

14.3 

10.5 

3.1 

6.7 

4.8 

3.3 

7.7 

6.3 

9.4 

0.0 

20.0 

100.0 

0.0 
0.0 

10.0 

11.4 

19.3 

10.8 

9.5 

6.2 

6.6 

13.5 

6.3 

49.0 

0.0 

20.0 

0.0 

0.0 

0.0 

70.0 

40.0 

45.6 

44.6 

48.6 

53.8 

50.8 

48.1 

50.0 

35.0 

100.0 

60.0 

0.0 

100.0 

50.0 

15.0 

31.4 

24.6 

41.5 

34.3 

35.2 

38.3 

30.8 

37.5 

0.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.9 

0.0 

0.0 

1.0 

0.0 

1.1 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活保護制度を知らない 生活保護制度は知っているが、自分は利用できないと思っている 生活保護制度を利用したくない その他 無回答



問３６ 今後望んでいる生活
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図表7 5 今後望んでいる生活（年齢階層別）

• 今後望んでいる生活については、年齢が下がるごとに、「アパートに住み、就職して自活したい」の割合が高くなり、年齢が上がるごとに「今の

ままでいい」の割合が高くなる傾向にある。

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)

17.0 

100.0 

100.0 

20.0 

77.8 

50.0 

34.5 

31.0 

28.2 

25.8 

16.6 

12.9 

8.0 

3.8 

4.4 

2.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

8.3 

3.4 

6.9 

5.8 

4.8 

2.8 

0.9 

0.7 

0.0 

0.0 

11.7 

0.0 

0.0 

40.0 

0.0 

8.3 

6.9 

8.6 

10.7 

14.5 

14.9 

11.2 

10.5 

11.5 

15.6 

7.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.4 

6.9 

5.8 

5.6 

5.5 

8.2 

8.0 

15.4 

11.1 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

8.3 

0.0 
0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.9 
0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.4 

1.0 

0.0 

1.1 

1.3 

1.1 

0.0 

0.0 

39.9 

0.0 

0.0 

0.0 

11.1 

8.3 

31.0 

17.2 

22.3 

33.9 

36.5 

50.9 

49.3 

46.2 

51.1 

8.1 

0.0 

0.0 

20.0 

0.0 

8.3 

0.0 

17.2 

13.6 

9.7 

9.4 

3.4 

9.1 

5.1 

4.4 

9.8 

0.0 

0.0 

20.0 

0.0 

0.0 

13.8 

8.6 

5.8 

5.6 

10.5 

10.8 

10.9 

15.4 

11.1 

2.7 

0.0 

0.0 

0.0 

11.1 

8.3 

6.9 

0.0 

6.8 

0.0 

2.2 

0.4 

2.5 

2.6 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アパートに住み、就職して自活したい
寮付の仕事で自活したい
アパートで福祉の支援を受けながら、軽い仕事をみつけたい
就職することはできないので何らかの福祉（生活保護や施設入所等）を利用して生活したい
入院したい
家族の元に戻りたい
今のままでいい（路上（野宿）生活）
わからない
その他
無回答



問３６－１ 今のままでいい理由
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図表7 6 今のままでいい理由（年齢階層別）

• 今の生活のままでいい理由については、「５５～５９歳以下」の者では「都市雑業的な仕事があるので暮らしていける」の割合が高く（28.6％）、

「７５～７９歳以下」の者では「今の場所になじんでいる」（33.3％）、「８０歳以上」の者では「今の場所になじんでいる」 「福祉の支援は

受けたくない」の割合が高い傾向にある（26.1％）。

全体 (n=466)

19歳以下 -

20～24歳 -

25～29歳 -

30～34歳 (n=1)

35～39歳 (n=1)

40～44歳 (n=9)

45～49歳 (n=10)

50～54歳 (n=23)

55～59歳 (n=42)

60～64歳 (n=66)

65～69歳 (n=118)

70～74歳 (n=136)

75～79歳 (n=36)

80歳以上 (n=23)

24.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

20.0 

17.4 

28.6 

25.8 

28.0 

25.0 

19.4 

21.7 

29.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

44.4 

30.0 

30.4 

23.8 

24.2 

27.1 

32.4 

33.3 

26.1 

13.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

11.1 

20.0 

13.0 

11.9 

13.6 

13.6 

11.0 

13.9 

26.1 

3.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 
0.0 

10.0 

13.0 

2.4 

3.0 

4.2 

2.9 

0.0 

8.7 

2.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

10.0 

0.0 

2.4 

1.5 

1.7 

1.5 

8.3 

0.0 

27.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

44.4 

10.0 

26.1 

31.0 

31.8 

25.4 

27.2 

25.0 

17.4 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アルミ缶、雑誌集め等の都市雑業的な仕事があるので暮らしていける 今の場所になじんでいる

福祉の支援は受けたくない 今後のことを考えるだけの余裕がない

支援を受けられると思っていない その他

無回答



問３７ 就職するための求職活動
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図表7 7 就職するための求職活動（年齢階層別）

• 就職するための求職活動については、「４９歳以下」の者では「求職活動をしている」及び「今後、求職活動する予定である」の割合が高く、

「５０歳以上」の者では「求職活動する予定はない」の割合が高い。

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)

8.1 

100.0 

50.0 

40.0 

11.1 

33.3 

13.8 

6.9 

15.5 

15.3 

8.3 

6.5 

3.3 

1.3 

2.2 

15.7 

0.0 

50.0 

40.0 

44.4 

41.7 

37.9 

51.7 

22.3 

24.2 

19.3 

6.5 

6.2 

6.4 

2.2 

73.2 

0.0 
0.0 

20.0 

33.3 

16.7 

44.8 

41.4 

54.4 

60.5 

69.1 

86.2 

87.7 

89.7 

93.3 

3.0 

0.0 

0.0 

0.0 

11.1 

8.3 

3.4 

0.0 

7.8 

0.0 

3.3 

0.9 

2.9 

2.6 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

求職活動をしている 今は求職活動をしていないが、今後、求職活動をする予定である

今も求職活動をしていないし、今後も求職活動をする予定はない 無回答



問３７－２ 求職活動をしていない理由
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図表7 8 求職活動をしていない理由（年齢階層別）

• 求職活動をしていない理由については、「４０～４４歳以下」「４５～４９歳以下」「５０～５４歳以下」の者では「住居がないと採用されない

と思う」の割合が高く、「６５歳以上」の者では「「疾病、障害、病弱、高齢で働けないから」の割合が高い傾向にある。
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20.6 

35.2 

8.0 

7.9 

15.8 

29.4 

1.9 
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
全体(n=1,039) 19歳以下(n=-)
20～24歳(n=3) 25～29歳(n=3)
30～34歳(n=7) 35～39歳(n=7)
40～44歳(n=24) 45～49歳(n=54)
50～54歳(n=79) 55～59歳(n=105)
60～64歳(n=160) 65～69歳(n=215)
70～74歳(n=259) 75～79歳(n=75)
80歳以上(n=43)



問３７－３ 軽作業への参加意向
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図表7 9 軽作業への参加意向（年齢階層別）

• 軽作業への参加意向について、「５９歳以下」 （４０～４４歳以下を除く）の者では「はい」の割合が高く、「６０歳以上」の者では「いいえ」

の割合が低い。

全体 (n=546)

19歳以下 -

20～24歳 (n=3)

25～29歳 (n=2)

30～34歳 (n=3)

35～39歳 (n=3)

40～44歳 (n=13)

45～49歳 (n=28)

50～54歳 (n=32)

55～59歳 (n=41)

60～64歳 (n=77)

65～69歳 (n=112)

70～74歳 (n=150)

75～79歳 (n=48)

80歳以上 (n=32)

38.6 

0.0 

66.7 

100.0 

66.7 

66.7 

46.2 

67.9 

50.0 

65.9 

42.9 

37.5 

28.0 

27.1 

15.6 

55.5 

0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

33.3 

53.8 

25.0 

37.5 

29.3 

48.1 

60.7 

68.0 

68.8 

68.8 

5.9 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

7.1 

12.5 

4.9 

9.1 

1.8 

4.0 

4.2 

15.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答



問３７－５ 就職するために望む支援
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図表8 0 就職するために望む支援（年齢階層別）

• 就職するために望む支援については、「２０～２４歳以下」「８０歳以上」を除く年齢で「住所を設定する必要があるのでアパートが欲しい」の

割合が高い。
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28.1 

14.7 

30.9 

20.1 

28.8 

43.9 

8.3 

21.2 

4.3 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
全体(n=278) 19歳以下(n=1)
20～24歳(n=6) 25～29歳(n=4)
30～34歳(n=5) 35～39歳(n=9)
40～44歳(n=15) 45～49歳(n=34)
50～54歳(n=39) 55～59歳(n=49)
60～64歳(n=50) 65～69歳(n=30)
70～74歳(n=26) 75～79歳(n=6)
80歳以上(n=2)



問４１ 結婚の状況

103

図表8 1 結婚の状況（年齢階層別）

• 結婚については、「５０歳以上」の者では「結婚歴のある人（「結婚している」＋「離別・死別」）」の割合が高くなる傾向にある。

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)

4.8 

0.0 

16.7 

0.0 

0.0 

8.3 

6.9 

0.0 

4.9 

2.4 

2.8 

4.3 

5.8 

10.3 

8.9 

24.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

8.3 

6.9 

13.8 

17.5 

20.2 

22.1 

30.6 

30.4 

29.5 

37.8 

65.8 

100.0 

83.3 

100.0 

88.9 

66.7 

79.3 

82.8 

69.9 

76.6 

71.3 

61.2 

58.7 

57.7 

48.9 

4.7 

0.0 

0.0 

0.0 

11.1 

16.7 

6.9 

3.4 

7.8 

0.8 

3.9 

3.9 

5.1 

2.6 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚している 離婚・死別 未婚 無回答



問４２－１ 家族・親族との連絡
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図表8 2 家族・親族との連絡（年齢階層別）

• 家族・親族との連絡については、全世代で「ない」の割合が高いが、「４０～４４歳以下」及び「７０～７４歳以下」の者では「ある」の割合が

高い（それぞれ36.8％、24.5％）。

全体 (n=759)

19歳以下 -

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=3)

30～34歳 (n=8)

35～39歳 (n=9)

40～44歳 (n=19)

45～49歳 (n=43)

50～54歳 (n=84)

55～59歳 (n=85)

60～64歳 (n=119)

65～69歳 (n=143)

70～74歳 (n=159)

75～79歳 (n=55)

80歳以上 (n=23)

21.1 

0.0 

66.7 

0.0 

25.0 

55.6 

36.8 

23.3 

23.8 

16.5 

13.4 

18.2 

24.5 

23.6 

17.4 

78.8 

0.0 

33.3 

100.0 

75.0 

44.4 

63.2 

76.7 

76.2 

83.5 

86.6 

81.1 

75.5 

76.4 

82.6 

0.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答



問４３ 公的年金の保険料の納付
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図表8 3 公的年金の保険料の納付（年齢階層別）

• 公的年金の保険料の納付については、「３５歳以上」の者では「ある」の割合が高く、「２５～３４歳以下」の者では「ない」の割合が高い。

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)

60.1 

0.0 

50.0 

20.0 

22.2 

66.7 

58.6 

67.2 

55.3 

62.9 

60.8 

62.1 

62.3 

59.0 

53.3 

21.5 

0.0 

0.0 

80.0 

55.6 

16.7 

24.1 

20.7 

19.4 

23.4 

18.8 

23.7 

19.2 

23.1 

22.2 

15.0 

100.0 

50.0 

0.0 

11.1 

8.3 

13.8 

10.3 

17.5 

13.7 

17.1 

11.6 

15.2 

15.4 

22.2 

3.5 

0.0 

0.0 

0.0 

11.1 

8.3 

3.4 

1.7 

7.8 

0.0 

3.3 

2.6 

3.3 

2.6 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない わからない 無回答



問４４ 金融機関や消費者金融等への借金
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図表8 4 金融機関や消費者金融等への借金（年齢階層別）

• 金融機関や消費者金融からの借金については、年齢が下がることに伴って、「ある」の割合が高い傾向にある。

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)

12.7 

0.0 

16.7 

40.0 

22.2 

25.0 

17.2 

19.0 

19.4 

18.5 

11.0 

11.2 

8.7 

9.0 

6.7 

82.9 

100.0 

83.3 

60.0 

66.7 

66.7 

79.3 

75.9 

71.8 

79.8 

85.6 

84.1 

87.7 

88.5 

91.1 

4.4 

0.0 

0.0 

0.0 

11.1 

8.3 

3.4 

5.2 

8.7 

1.6 

3.3 

4.7 

3.6 

2.6 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答



問４４－１ 借金の金額
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図表8 5 借金の金額（年齢階層別）

• 借金の金額については、年齢が上がることに伴って、借金の金額が高くなる傾向にある。

全体 (n=148)

19歳以下 -

20～24歳 (n=1)

25～29歳 (n=2)

30～34歳 (n=2)

35～39歳 (n=3)

40～44歳 (n=5)

45～49歳 (n=11)

50～54歳 (n=20)

55～59歳 (n=23)

60～64歳 (n=20)

65～69歳 (n=26)

70～74歳 (n=24)

75～79歳 (n=7)

80歳以上 (n=3)

20.9 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

20.0 

27.3 

10.0 

30.4 

25.0 

11.5 

25.0 

42.9 

0.0 

16.9 

0.0 

100.0 

0.0 

50.0 

33.3 

40.0 

18.2 

25.0 

8.7 

15.0 

19.2 

12.5 

0.0 

0.0 

23.0 

0.0 

0.0 

50.0 

50.0 

0.0 

20.0 

27.3 

30.0 

30.4 

15.0 

19.2 

16.7 

28.6 

33.3 

8.8 

0.0 

0.0 
0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

10.0 

8.7 

10.0 

15.4 

12.5 

0.0 

0.0 

11.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

66.7 

20.0 

18.2 

5.0 

0.0 

10.0 

19.2 

8.3 

0.0 

33.3 

18.9 

0.0 

0.0 
0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

9.1 

20.0 

21.7 

25.0 

15.4 

25.0 

28.6 

33.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５０万円未満 ５０万円～１００万円未満 １００万円～３００万円未満 ３００万円～５００万円未満 ５００万円以上 無回答



問４７ 現在の気持ち
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図表8 6 現在の気持ち（年齢階層別）

• 現在の気持ちについて、「３５歳～３９歳」「８０歳以上」は、「希望をもっている」「なんとかなると思っている（少し希望を持っている）」

をあわせた割合が低い。（全体：51.3％、 35歳～39歳：41.7％、80歳以上：35.5％）

全体 (n=1,169)

19歳以下 (n=1)

20～24歳 (n=6)

25～29歳 (n=5)

30～34歳 (n=9)

35～39歳 (n=12)

40～44歳 (n=29)

45～49歳 (n=58)

50～54歳 (n=103)

55～59歳 (n=124)

60～64歳 (n=181)

65～69歳 (n=232)

70～74歳 (n=276)

75～79歳 (n=78)

80歳以上 (n=45)

8.2 

0.0 

33.3 

20.0 

0.0 

16.7 

13.8 

6.9 

11.7 

10.5 

8.3 

7.8 

7.2 

3.8 

4.4 

43.1 

0.0 

50.0 

60.0 

55.6 

25.0 

37.9 

46.6 

38.8 

46.8 

47.5 

43.5 

43.1 

42.3 

31.1 

24.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

16.7 

17.2 

22.4 

24.3 

24.2 

22.7 

27.2 

22.8 

26.9 

33.3 

6.1 

100.0 

0.0 

20.0 

11.1 

16.7 

17.2 

3.4 

5.8 

5.6 

7.2 

3.9 

4.3 

9.0 

8.9 

15.6 

0.0 

16.7 

0.0 

11.1 

16.7 

6.9 

20.7 

11.7 

12.9 

11.6 

17.2 

19.6 

15.4 

17.8 

3.1 

0.0 

0.0 

0.0 

22.2 

8.3 

6.9 

0.0 

7.8 

0.0 

2.8 

0.4 

2.9 

2.6 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望を持っている なんとかなると思っている（少し希望をもっている） あまり希望をもっていない 悲観している その他 無回答



今回の

路上生活期間別



路上生活期間別の傾向について

• 路上での生活期間が長くなるに伴い、年齢も上がる傾向にある。

• 寝場所は、路上生活期間が長くなるほど一定の場所に決まっている割合が高い。

• 具体的な寝場所では、路上生活期間が１年を超えると河川の割合が高くなる。

• 寝場所をつくる方法では、路上生活期間が長くなるほど、テントや小屋を常設の割合が高くなる。

• 仕事では、路上生活期間が３年以上は仕事による収入を得ている割合が高い。

• 周囲とのつながりでは、路上生活期間が短いほど挨拶や世間話をする割合が低い。一方、「３ヶ月～１年

未満」はNPO法人や公的機関の集会や相談会への参加割合が高い。

路上での生活

• シェルターや自立支援センターの周知度・利用度では、大きな差が見られないが、路上生活期間が短いほ

ど、シェルター・自立支援センターの利用意向が高い。

福祉制度の周知・利用状況

• 今後望んでいる生活は、路上生活期間が短くなればなるほど、アパートや寮といった住居と仕事を確保し

て自活を希望する割合が高い。

• 路上生活期間が短いほど、求職活動中、求職活動意向、軽作業への参加意向の割合が高い。

今後の生活

110



性別
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図表8 7 性別（今回の路上生活期間別）

• 今回の路上生活期間別については、全体の「女性」が4.1％である一方で、「１ヶ月～３年未満」の者では「女性」10.2％と割合が高い。

全体 (n=1,169)

１ヶ月未満 (n=82)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=49)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=41)

６ヶ月～１年未満 (n=59)

１年～３年未満 (n=129)

３年～５年未満 (n=104)

５年～１０年未満 (n=217)

１０年以上 (n=454)

94.6 

98.8 

89.8 

95.1 

94.9 

93.0 

97.1 

92.6 

96.0 

4.1 

1.2 

10.2 

4.9 

5.1 

6.2 

1.9 

6.5 

1.5 

1.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

1.0 

0.9 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男 女 無回答



年齢
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図表8 8 年齢（今回の路上生活期間別）

• 年齢については、路上生活期間が長くなることに伴って、年齢も上がる傾向にあり、「１ヶ月～３ヶ月未満」の者では「５５～５９歳以下」の割

合が高く（20.4％）、「６ヶ月～１年未満」の者では「６５～６９歳以下」の割合が高く（20.3％）、「３年～５年未満」の者では「７０～７４

歳以下」の割合が高い（23.1％）。

全体 (n=1,169)

１ヶ月未満 (n=82)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=49)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=41)

６ヶ月～１年未満 (n=59)

１年～３年未満 (n=129)

３年～５年未満 (n=104)

５年～１０年未満 (n=217)

１０年以上 (n=454)

0.1 

1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.5 

4.9 

2.0 

2.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.4 

4.9 

2.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

2.4 

4.1 

0.0 

1.7 

0.8 

0.0 

0.0 

0.4 

1.0 

8.5 

4.1 

0.0 

0.0 

0.8 

1.0 

0.5 

0.0 

2.5 

6.1 

4.1 

7.3 

1.7 

4.7 

1.9 

3.2 

0.7 

5.0 

6.1 

10.2 

14.6 

13.6 

6.2 

8.7 

4.6 

1.5 

8.8 

12.2 

12.2 

12.2 

6.8 

11.6 

11.5 

7.8 

6.2 

10.6 

7.3 

20.4 

9.8 

15.3 

11.6 

9.6 

12.4 

9.5 

15.5 

19.5 

18.4 

22.0 

13.6 

15.5 

16.3 

18.0 

12.6 

19.8 

13.4 

8.2 

7.3 

20.3 

20.9 

17.3 

24.0 

22.7 

23.6 

8.5 

8.2 

19.5 

22.0 

22.5 

23.1 

22.1 

29.3 

6.7 

2.4 

4.1 

2.4 

1.7 

2.3 

7.7 

5.1 

10.4 

3.8 

2.4 
2.0 

2.4 

3.4 

1.6 
2.9 

1.4 

6.4 

0.9 
0.0 

0.0 
0.0 

0.0 

1.6 

0.0 

0.9 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19歳以下 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳

55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80歳以上 無回答



問１ 寝ている場所
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図表8 9 寝ている場所（今回の路上生活期間別）

• 寝ている場所については、「３ヶ月以上」の者では「一定の場所で決まっている」の割合が高くなる傾向にある。

全体 (n=1,169)

１ヶ月未満 (n=82)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=49)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=41)

６ヶ月～１年未満 (n=59)

１年～３年未満 (n=129)

３年～５年未満 (n=104)

５年～１０年未満 (n=217)

１０年以上 (n=454)

78.1 

50.0 

38.8 

68.3 

76.3 

75.2 

86.5 

84.8 

88.1 

20.1 

50.0 

61.2 

31.7 

23.7 

24.8 

13.5 

14.7 

11.9 

1.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

決まっている 決まっていない 無回答



問１－１ 寝ている場所（具体的に）
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図表9 0 寝ている場所（具体的に）（今回の路上生活期間別）

• 寝ている場所（具体的に）については、「１ヶ月未満」の者では「公園」の割合が高く（41.5％）、「３～６ヶ月未満」の者では「駅舎」の割合

が高く（28.6％）、「６ヶ月～１年未満」の者では「道路」の割合が高く（24.4％）、「１０年以上」の者では「河川」の割合が高い

（31.5％）。

全体 (n=913)

１ヶ月未満 (n=41)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=19)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=28)

６ヶ月～１年未満 (n=45)

１年～３年未満 (n=97)

３年～５年未満 (n=90)

５年～１０年未満 (n=184)

１０年以上 (n=400)

27.4 

41.5 

26.3 

25.0 

24.4 

27.8 

16.7 

25.5 

29.8 

15.2 

7.3 

10.5 

14.3 

24.4 

14.4 

14.4 

16.3 

15.5 

24.8 

2.4 

10.5 

7.1 

8.9 

21.6 

26.7 

25.0 

31.5 

9.4 

26.8 

21.1 

28.6 

6.7 

11.3 

14.4 

9.2 

4.5 

23.0 

22.0 

31.6 

25.0 

35.6 

24.7 

26.7 

23.4 

18.8 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

0.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公園 道路 河川 駅舎 その他 無回答



問１－２ 寝ている場所を変更する理由
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図表9 1 寝ている場所を変更する理由（今回の路上生活期間別）

• 寝ている場所を変更する理由について、「６ヵ月～１年未満」では「他のホームレス等との関係の悪化」の割合が高い（35.7％）。

全体 (n=235)

１ヶ月未満 (n=41)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=30)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=13)

６ヶ月～１年未満 (n=14)

１年～３年未満 (n=32)

３年～５年未満 (n=14)

５年～１０年未満 (n=32)

１０年以上 (n=54)

20.4 

12.2 

26.7 

15.4 

14.3 

18.8 

0.0 

28.1 

27.8 

8.5 

2.4 

6.7 

23.1 

35.7 

18.8 

7.1 

0.0 

3.7 

69.4 

85.4 

66.7 

61.5 

50.0 

62.5 

85.7 

71.9 

64.8 

1.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

7.1 

0.0 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

敷地・建物の管理者から退去を求められるため 他のホームレス等との関係の悪化 その他 無回答



問２ 寝場所を作る方法
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図表9 2 寝場所を作る方法（今回の路上生活期間別）

• 寝（野宿）場所をつくる方法については、路上生活期間が長くなることに伴って、「テント又は小屋を常設」の割合が高くなり、「寝場所はつく

らない」の割合が低くなる傾向にある。「３ヶ月～１０年未満」の者では「寝場所はつくらない」の割合が高い。

全体 (n=1,169)

１ヶ月未満 (n=82)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=49)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=41)

６ヶ月～１年未満 (n=59)

１年～３年未満 (n=129)

３年～５年未満 (n=104)

５年～１０年未満 (n=217)

１０年以上 (n=454)

30.0 

3.7 

12.2 

9.8 

13.6 

17.8 

32.7 

32.7 

44.5 

18.1 

22.0 

26.5 

29.3 

30.5 

20.9 

19.2 

17.5 

13.7 

31.7 

24.4 

22.4 

39.0 

28.8 

36.4 

33.7 

36.9 

30.6 

1.9 

2.4 

4.1 

0.0 

0.0 

3.1 

0.0 

2.3 

2.0 

9.2 

28.0 

28.6 

14.6 

8.5 

14.7 

7.7 

4.6 

4.6 

6.1 

15.9 

6.1 

4.9 

13.6 

7.0 

5.8 

5.1 

4.0 

3.0 

3.7 

0.0 

2.4 

5.1 

0.0 

1.0 

0.9 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

廃材やダンボール、ブルーシートによるテント又は小屋を常設 ダンボール等を利用して寝場所を毎晩つくっている
簡単に敷物（寝袋・毛布等）を敷いて寝ている 車中で寝起きしている
寝場所はつくらない その他
無回答



問４ 今回の路上生活の継続について
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図表9 3 今回の路上生活の継続について（今回の路上生活期間別）

• 今回の路上（野宿）生活の継続については、路上生活期間にかかわらず「ずっと路上（野宿）生活をしていた」の割合が高いが、一定数は路上生

活以外との行き来がある。

全体 (n=1,169)

１ヶ月未満 (n=82)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=49)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=41)

６ヶ月～１年未満 (n=59)

１年～３年未満 (n=129)

３年～５年未満 (n=104)

５年～１０年未満 (n=217)

１０年以上 (n=454)

63.0 

56.1 

49.0 

70.7 

54.2 

57.4 

72.1 

67.3 

67.6 

15.7 

23.2 

26.5 

14.6 

20.3 

17.1 

12.5 

12.4 

15.0 

2.6 

0.0 

0.0 

2.4 

0.0 

2.3 

2.9 

2.3 

3.5 

2.5 

1.2 

10.2 

0.0 

0.0 

2.3 

1.9 

2.8 

2.6 

1.9 

2.4 

0.0 

0.0 

3.4 

0.8 

0.0 

2.3 

2.6 

2.9 

0.0 

4.1 

4.9 

5.1 

6.2 

1.9 

3.7 

2.0 

9.3 

17.1 

10.2 

7.3 

16.9 

14.0 

7.7 

9.2 

6.4 

2.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

0.0 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ずっと路上（野宿）生活をしていた
時々、ドヤ、飯場、ホテル等にも泊まっていた
病院に一時的に入っていたことがある
施設に一時的に入っていたことがある
自立支援センターに一時的に入っていたことがある
緊急一時宿泊施設（シェルター）（一時生活支援事業）等に一時的に入っていたことがある
その他
無回答



問５ 初めて路上生活をしてからの期間
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図表9 4 初めて路上生活をしてからの期間（今回の路上生活期間別）

• 初めて路上生活をしてからの期間について、「１０年以上」の者では「２０年以上」の割合が高い（42.5％）。

全体 (n=1,169)

１ヶ月未満 (n=82)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=49)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=41)

６ヶ月～１年未満 (n=59)

１年～３年未満 (n=129)

３年～５年未満 (n=104)

５年～１０年未満 (n=217)

１０年以上 (n=454)

3.3 

46.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.9 
3.7 

38.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.8 

1.2 
0.0 

48.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.7 
1.2 

2.0 

0.0 

47.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

6.8 

1.2 

16.3 

4.9 

8.5 

48.8 

0.0 

0.0 

0.0 

7.2 

4.9 

2.0 

12.2 

8.5 

6.2 

58.7 

0.0 

0.0 

17.5 

11.0 

10.2 

4.9 

5.1 

13.2 

13.5 

71.0 

0.0 

19.0 

9.8 

6.1 

7.3 

6.8 

8.5 

13.5 

11.1 

34.1 

12.2 

3.7 

10.2 

0.0 

0.0 

8.5 

5.8 

5.1 

23.3 

25.1 

15.9 

14.3 

22.0 

23.7 

14.7 

8.7 

12.9 

42.5 

2.7 

1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ヶ月未満 １ヶ月～３ヶ月未満 ３ヶ月～６ヶ月未満 ６ヶ月～１年未満 １年～３年未満 ３年～５年未満

５年～１０年未満 １０年～１５年未満 １５年～２０年未満 ２０年以上 無回答



問６ 現在収入のある仕事
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図表9 5 現在収入のある仕事（今回の路上生活期間別）

• 現在収入のある仕事については、「３年以上」の者では「している」の割合が高い。

全体 (n=1,169)

１ヶ月未満 (n=82)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=49)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=41)

６ヶ月～１年未満 (n=59)

１年～３年未満 (n=129)

３年～５年未満 (n=104)

５年～１０年未満 (n=217)

１０年以上 (n=454)

47.9 

12.2 

24.5 

26.8 

44.1 

39.5 

55.8 

53.0 

60.8 

50.0 

87.8 

75.5 

73.2 

55.9 

60.5 

44.2 

47.0 

39.0 

2.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

している していない 無回答



問６－１ 仕事（具体的に）
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図表9 6 仕事（具体的に）（今回の路上生活期間別）

• 仕事内容については、「１ヶ月未満」の者では「建設日雇」の割合が高く、「１ヶ月未満」及び「１ヶ月～３ヶ月未満」の者以外では「廃品回

収」の割合が高い。

建

設

日

雇

運

輸

日

雇
（

運

搬

作

業
、

引

越

し

等
）

廃

品

回

収

　
（

ア

ル

ミ

缶

・

ダ

ン

ボ
ー

ル

・

粗

大

ゴ

ミ

・

雑

誌

集

め
）

そ

の

他

雑

業
（

看

板

持

ち

・

チ

ケ
ッ

ト

な

ら

び

・

雑

誌

の

販

売

等
）

そ

の

他

無

回

答

11.4 

2.1 

66.3 

2.3 

23.4 

0.2 
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

全体(n=560) １ヶ月未満(n=10)

１ヶ月～３ヶ月未満(n=12) ３ヶ月～６ヶ月未満(n=11)

６ヶ月～１年未満(n=26) １年～３年未満(n=51)

３年～５年未満(n=58) ５年～１０年未満(n=115)

１０年以上(n=276)



問６－２ 仕事による平均収入
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図表9 7 仕事による平均収入（今回の路上生活期間別）

• 仕事による平均収入について、「１ヵ月未満」の者では「１５～２０万円未満」の割合が高い（40.0％）。また、「１ヵ月～３ヵ月未満」の者で

は「３～５万円未満」の割合が高い（50.0％）。

全体 (n=560)

１ヶ月未満 (n=10)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=12)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=11)

６ヶ月～１年未満 (n=26)

１年～３年未満 (n=51)

３年～５年未満 (n=58)

５年～１０年未満 (n=115)

１０年以上 (n=276)
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23.1 

25.5 

29.3 

29.6 

30.8 

9.5 

0.0 

8.3 

0.0 

11.5 

15.7 

13.8 

8.7 

8.3 

4.5 

40.0 

8.3 

9.1 

0.0 

2.0 

6.9 

4.3 

3.3 

2.5 

0.0 

0.0 

0.0 

3.8 

5.9 

1.7 

4.3 

1.1 

4.5 

20.0 

0.0 
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2.6 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０００円未満 １０００～５０００円未満 ５０００～１万円未満 １～３万円未満 ３～５万円未満

５～１０万円未満 １０～１５万円未満 １５～２０万円未満 ２０万円以上 無回答



問７－１ 仕事以外の収入の種類
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図表9 8 仕事以外の収入の種類（今回の路上生活期間別）

• 仕事以外の収入の種類については、路上生活期間にかかわらず「年金」の割合が高く、「１ヶ月～３ヶ月」「３ヶ月～６ヶ月未満」の者では「友

人・知人からの支援」の割合が高い。
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4.0 

13.5 

33.3 

0.8 
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10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

全体(n=252) １ヶ月未満(n=30)

１ヶ月～３ヶ月未満(n=15) ３ヶ月～６ヶ月未満(n=10)

６ヶ月～１年未満(n=23) １年～３年未満(n=31)

３年～５年未満(n=26) ５年～１０年未満(n=41)

１０年以上(n=74)



問７－２ 仕事以外の平均収入
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図表9 9 仕事以外の平均収入（今回の路上生活期間別）

• 仕事以外の平均収入（月額）については、「１ヶ月未満」の者では「５～１０万円未満」の割合が高く（40.0％）、「５年～１０年未満」の者で

は、「１０～１５万円未満」の割合が高い（22.0％）。

全体 (n=252)

１ヶ月未満 (n=30)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=15)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=10)

６ヶ月～１年未満 (n=23)

１年～３年未満 (n=31)

３年～５年未満 (n=26)

５年～１０年未満 (n=41)

１０年以上 (n=74)
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8.1 
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26.7 

30.0 

30.4 

32.3 

46.2 

17.1 
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20.0 

26.7 
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13.3 
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0.0 
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12.2 

13.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０００円未満 １０００～５０００円未満 ５０００～１万円未満 １～３万円未満 ３～５万円未満

５～１０万円未満 １０～１５万円未満 １５～２０万円未満 ２０万円以上 無回答



問９ 周囲とのつながり
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図表1 0 0 -１ 周囲とのつながりについて：挨拶をする相手がいる＜現在＞

• 挨拶をする相手がいるかについては、「６ヶ月未満」の者では「あてはまらない」の割合が高く、「６ヶ月」以上の者は「あてはまる」の割合が

高い。

全体 (n=1,169)

１ヶ月未満 (n=82)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=49)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=41)

６ヶ月～１年未満 (n=59)

１年～３年未満 (n=129)

３年～５年未満 (n=104)

５年～１０年未満 (n=217)

１０年以上 (n=454)
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2.4 

0.0 
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0.8 
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2.8 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答



問９ 周囲とのつながり
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図表1 0 0 -２ 周囲とのつながりについて：世間話をする相手がいる＜現在＞

• 世間話をする相手がいるかについては、「6ヶ月未満」の者では「あてはまらない」の割合が高く、「６ヶ月」以上の者は「あてはまる」の割合

が高い。

全体 (n=1,169)

１ヶ月未満 (n=82)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=49)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=41)

６ヶ月～１年未満 (n=59)

１年～３年未満 (n=129)

３年～５年未満 (n=104)

５年～１０年未満 (n=217)

１０年以上 (n=454)
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答



問９ 周囲とのつながり
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図表1 0 0 - 3 周囲とのつながりについて：困った時に相談できる相手がいる＜現在＞

• 困った時に相談できる相手がいるかについては、「１ヶ月未満」の者の「あてはまる」の割合が低い。

全体 (n=1,169)

１ヶ月未満 (n=82)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=49)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=41)

６ヶ月～１年未満 (n=59)

１年～３年未満 (n=129)

３年～５年未満 (n=104)

５年～１０年未満 (n=217)

１０年以上 (n=454)
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答



問９ 周囲とのつながり
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図表1 0 0 -４ 周囲とのつながりについて：困った時に助けてくれる相手がいる＜現在＞

• 困った時に助けてくれる相手がいるかについては、「１ヶ月未満」の者の「あてはまる」の割合が低い。

全体 (n=1,169)

１ヶ月未満 (n=82)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=49)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=41)

６ヶ月～１年未満 (n=59)

１年～３年未満 (n=129)

３年～５年未満 (n=104)

５年～１０年未満 (n=217)

１０年以上 (n=454)
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答



問９ 周囲とのつながり
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図表1 0 0 -５ 周囲とのつながりについて：N P O 等の団体が開催する集会・相談会等に

参加している＜現在＞

• NPO等の団体が開催する集会・相談会等に参加しているかについては、「３ヶ月～１年未満」の者の「あてはまる」の割合が高い。

全体 (n=1,169)

１ヶ月未満 (n=82)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=49)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=41)

６ヶ月～１年未満 (n=59)

１年～３年未満 (n=129)

３年～５年未満 (n=104)

５年～１０年未満 (n=217)

１０年以上 (n=454)
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答



問９ 周囲とのつながり
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図表1 0 0 -６ 周囲とのつながりについて：行政が開催する集会・相談会等に参加している＜現在＞

• NPO等の団体が開催する集会・相談会等に参加しているかについては、「６ヶ月～１年未満」の者の「あてはまる」の割合が高い（6.8％）。

全体 (n=1,169)

１ヶ月未満 (n=82)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=49)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=41)

６ヶ月～１年未満 (n=59)

１年～３年未満 (n=129)

３年～５年未満 (n=104)

５年～１０年未満 (n=217)

１０年以上 (n=454)
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あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答



問１８－１ 別の路上生活場所
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図表1 0 1 別の路上生活場所（今回の路上生活期間別）

• （別の路上（野宿）生活の経験がある人の）別の路上（野宿）生活場所については、「５年以上」の者では「同じ市区町村」の割合が高く、「３

年～５年未満」の者では「別の市区町村」の割合が高く、「１ヶ月未満」の者では「都道府県外」の割合が高い。

全体 (n=519)

１ヶ月未満 (n=32)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=28)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=16)

６ヶ月～１年未満 (n=22)

１年～３年未満 (n=65)

３年～５年未満 (n=54)

５年～１０年未満 (n=88)

１０年以上 (n=211)
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現在路上（野宿）生活をしている都道府県外の市区町村 無回答



問１９ 現在の市区町村にきた主な理由
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図表1 0 2 現在の市区町村にきた主な理由（今回の路上生活期間別）

• 現在の市区町村に来た主な理由については、「１ヶ月未満」及び「６ヶ月～１年未満」の者では「なじみがある」の割合が高い傾向にある。
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全体(n=1,169) １ヶ月未満(n=82)

１ヶ月～３ヶ月未満(n=49) ３ヶ月～６ヶ月未満(n=41)

６ヶ月～１年未満(n=59) １年～３年未満(n=129)

３年～５年未満(n=104) ５年～１０年未満(n=217)

１０年以上(n=454)



問２１－１ 健康状態が「あまりよくない」「よくない」と答えた人の対処法
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図表1 0 3 健康状態が「あまりよくない」「よくない」と答えた人の対処法（今回の路上生活期間別）

• 健康状態が「あまりよくない」「よくない」と答えた人の対処法について、「３年～５年未満」の者では「市販薬」の割合が高い（34.3％）。

全体 (n=398)

１ヶ月未満 (n=33)
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３ヶ月～６ヶ月未満 (n=20)

６ヶ月～１年未満 (n=23)

１年～３年未満 (n=42)

３年～５年未満 (n=35)

５年～１０年未満 (n=65)

１０年以上 (n=156)
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通院 市販薬 何もしていない 無回答



問２７ 巡回相談員に会ったこと
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図表1 0 4 巡回相談員に会ったこと（今回の路上生活期間別）

• 巡回相談員に会ったことがあるかについては、「３ヶ月以上」の者では「（相談の有無によらず）会ったことがある」の割合が高い。

全体 (n=1,169)

１ヶ月未満 (n=82)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=49)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=41)

６ヶ月～１年未満 (n=59)

１年～３年未満 (n=129)

３年～５年未満 (n=104)

５年～１０年未満 (n=217)

１０年以上 (n=454)

28.7 

18.3 

20.4 

22.0 

37.3 

28.7 

22.1 

26.3 

35.5 

48.2 

9.8 

20.4 

36.6 

35.6 

50.4 

55.8 

57.1 

56.4 

20.5 

72.0 

59.2 

39.0 

25.4 

20.9 

21.2 

16.1 

7.5 

2.6 

0.0 

0.0 

2.4 

1.7 

0.0 

1.0 

0.5 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会ったことがあり、相談した 会ったことはあるが、相談したことはない 会ったことはない 無回答



問２８ シェルター内容の認知度・利用度
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図表1 0 5 シェルター内容の認知度・利用度（今回の路上生活期間別）

• シェルターの内容の認知度・利用度については、今回の路上生活期間が短いほど、「知っており、利用したことがある」の割合が高い傾向にある。

• 「１ヶ月～３ヶ月未満」の者では「利用したことがある」の割合が高い（51.0％）。

全体 (n=1,169)

１ヶ月未満 (n=82)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=49)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=41)

６ヶ月～１年未満 (n=59)

１年～３年未満 (n=129)

３年～５年未満 (n=104)

５年～１０年未満 (n=217)

１０年以上 (n=454)

21.0 

35.4 

51.0 

34.1 

33.9 

33.3 

15.4 

16.1 

13.7 

45.4 

28.0 

20.4 

34.1 

37.3 

42.6 

49.0 

49.3 

54.4 

29.6 

35.4 

24.5 

31.7 

27.1 

21.7 

33.7 

31.3 

30.6 

3.9 

1.2 

4.1 

0.0 

1.7 

2.3 

1.9 

3.2 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っており、利用したことがある 知っているが、利用したことはない 知らない 無回答



問２８－１ シェルターの利用意向
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図表1 0 6 シェルターの利用意向（今回の路上生活期間別）

• シェルターの利用意向については、今回の路上生活期間が短いほど、「思う」の割合が高い傾向にある。

• 「３ヶ月未満」の者では「思う」の割合が高い（50.0%）。

全体 (n=531)

１ヶ月未満 (n=23)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=10)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=14)

６ヶ月～１年未満 (n=22)

１年～３年未満 (n=55)

３年～５年未満 (n=51)

５年～１０年未満 (n=107)

１０年以上 (n=247)

11.7 

47.8 

50.0 

21.4 

27.3 

9.1 

3.9 

11.2 

7.3 

88.1 

52.2 

50.0 

78.6 

72.7 

89.1 

96.1 

88.8 

92.7 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思う 思わない 無回答



問２９ 自立支援センターの内容の認知度・利用度
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図表1 0 7 自立支援センターの内容の認知度・利用度（今回の路上生活期間別）

• 自立支援センターの内容の認知度・利用度については、今回の路上生活期間が短いほど、「知っており、利用したことがある」の割合が高い傾向

にある。

• 「１ヶ月未満」及び「３ヶ月～６ヶ月未満」の者では「利用したことがある」の割合が高い（それぞれともに24.4％）。

全体 (n=1,169)

１ヶ月未満 (n=82)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=49)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=41)

６ヶ月～１年未満 (n=59)

１年～３年未満 (n=129)

３年～５年未満 (n=104)

５年～１０年未満 (n=217)

１０年以上 (n=454)

12.7 

24.4 

16.3 

24.4 

13.6 

19.4 

12.5 

12.9 

7.7 

52.8 

29.3 

40.8 

29.3 

44.1 

48.8 

54.8 

61.3 

61.5 

30.5 

46.3 

38.8 

46.3 

37.3 

31.0 

30.8 

22.1 

29.3 

4.0 

0.0 

4.1 

0.0 

5.1 

0.8 

1.9 

3.7 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っており、利用したことがある 知っているが、利用したことはない 知らない 無回答



問２９－４ 自立支援センターの利用意向
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図表1 0 8 自立支援センターの利用意向（今回の路上生活期間別）

• 自立支援センターの利用意向については、「６ヶ月未満」の者では「思う」の割合が高く、「６ヶ月以上」の者では「思う」の割合が低い。

全体 (n=617)

１ヶ月未満 (n=24)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=20)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=12)

６ヶ月～１年未満 (n=26)

１年～３年未満 (n=63)

３年～５年未満 (n=57)

５年～１０年未満 (n=133)

１０年以上 (n=279)

12.8 

54.2 

35.0 

41.7 

19.2 

9.5 

1.8 

9.0 

10.8 

86.1 

41.7 

65.0 

58.3 

76.9 

90.5 

94.7 

91.0 

88.2 

1.1 

4.2 

0.0 

0.0 

3.8 

0.0 

3.5 

0.0 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思う 思わない 無回答



問３１ 生活保護の利用経験
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図表1 0 9 生活保護の利用経験（今回の路上生活期間別）

• 生活保護制度の利用経験については、「１年未満」の者では「ある」の割合が高い傾向にある。

全体 (n=1,169)

１ヶ月未満 (n=82)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=49)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=41)

６ヶ月～１年未満 (n=59)

１年～３年未満 (n=129)

３年～５年未満 (n=104)

５年～１０年未満 (n=217)

１０年以上 (n=454)

31.7 

52.4 

55.1 

53.7 

50.8 

40.3 

28.8 

26.3 

23.1 

2.1 

0.0 

0.0 

2.4 

0.0 

2.3 

1.9 

3.2 

2.4 

1.6 

2.4 

2.0 

0.0 

3.4 

0.8 

1.0 

2.3 

1.5 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

0.9 

1.1 

60.9 

45.1 

36.7 

43.9 

45.8 

55.0 

66.3 

66.4 

71.1 

3.0 

0.0 

6.1 

0.0 

0.0 

1.6 

1.0 

0.9 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある 相談には行ったが利用したことはない 相談には行ったが断られた 相談に行き他の制度を勧められた ない 無回答



全体 (n=712)

１ヶ月未満 (n=37)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=18)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=18)

６ヶ月～１年未満 (n=27)

１年～３年未満 (n=71)

３年～５年未満 (n=69)

５年～１０年未満 (n=144)

１０年以上 (n=323)

6.0 

27.0 

5.6 

11.1 

3.7 

4.2 

5.8 

4.9 

4.6 

9.4 

21.6 

0.0 

11.1 

22.2 

15.5 

7.2 

10.4 

5.6 

49.0 

16.2 

38.9 

27.8 

44.4 

47.9 

56.5 

51.4 

53.3 

35.0 

35.1 

55.6 

50.0 

25.9 

32.4 

30.4 

31.9 

36.2 

0.6 

0.0 

0.0 

0.0 

3.7 

0.0 

0.0 

1.4 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活保護制度を知らない 生活保護制度は知っているが、自分は利用できないと思っている 生活保護制度を利用したくない その他 無回答

問３１－３ 生活保護制度を利用しなかった理由

139

図表1 1 0 生活保護制度を利用しなかった理由（今回の路上生活期間別）

• 生活保護制度を利用しなかった理由については、「６ヶ月～１年未満」の者では「自分は利用できないと思っている」の割合が高く（22.2％）、

「６ヶ月以上」の者では「生活保護制度を利用したくない」の割合が高い傾向にある。



問３６ 今後望んでいる生活
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図表1 1 1 今後望んでいる生活（今回の路上生活期間別）

• 今後望んでいる生活については、「１年未満」の者では「（アパートに住み、就職して＋寮付きの仕事で）自活したい」の割合が高く、「３年以

上」の者では「今のままでいい」の割合が高くなる傾向にある。

全体 (n=1,169)

１ヶ月未満 (n=82)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=49)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=41)

６ヶ月～１年未満 (n=59)

１年～３年未満 (n=129)

３年～５年未満 (n=104)

５年～１０年未満 (n=217)

１０年以上 (n=454)

17.0 

43.9 

36.7 

31.7 

27.1 

19.4 

13.5 

17.1 

8.8 

2.3 

7.3 

8.2 

2.4 

0.0 

7.0 

1.0 

1.4 

0.7 

11.7 

13.4 

10.2 

24.4 

18.6 

14.7 

15.4 

7.4 

10.8 

7.4 

8.5 

10.2 

9.8 

10.2 

13.2 

2.9 

3.2 

7.3 

0.2 

1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.5 
0.0 

0.9 

2.4 

2.0 

0.0 

3.4 

2.3 
1.0 

0.5 

0.2 

39.9 

7.3 

12.2 

12.2 

18.6 

20.9 

43.3 

51.2 

55.3 

8.1 

2.4 

6.1 

12.2 

10.2 

7.0 

14.4 

6.5 

8.8 

9.8 

13.4 

10.2 

7.3 

11.9 

13.2 

8.7 

12.0 

7.9 

2.7 

0.0 

4.1 

0.0 

0.0 

2.3 

0.0 

0.5 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アパートに住み、就職して自活したい
寮付の仕事で自活したい
アパートで福祉の支援を受けながら、軽い仕事をみつけたい
就職することはできないので何らかの福祉（生活保護や施設入所等）を利用して生活したい
入院したい
家族の元に戻りたい
今のままでいい（路上（野宿）生活）
わからない
その他
無回答



問３６－１ 今のままでいい理由
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図表1 1 2 今のままでいい理由（今回の路上生活期間別）

• 今のままでいい理由については、「６ヶ月～１年未満」の者では「都市雑業的な仕事があるので暮らしていける」「今の場所になじんでいる」の

割合が高い（それぞれ27.3％）。

• 「３年以上」の者では「今の場所になじんでいる」の割合が高い傾向にある。

全体 (n=466)

１ヶ月未満 (n=6)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=6)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=5)

６ヶ月～１年未満 (n=11)

１年～３年未満 (n=27)

３年～５年未満 (n=45)

５年～１０年未満 (n=111)

１０年以上 (n=251)

24.5 

0.0 

16.7 

40.0 

27.3 

29.6 

22.2 

25.2 

24.7 

29.0 

33.3 

33.3 

40.0 

27.3 

22.2 

26.7 

28.8 

29.5 

13.3 

16.7 

0.0 

20.0 

0.0 

11.1 

11.1 

9.9 

15.9 

3.9 

0.0 

0.0 
0.0 

9.1 

0.0 

6.7 

2.7 

4.4 

2.1 

0.0 
0.0 

0.0 

0.0 

3.7 

4.4 

0.0 

2.8 

27.0 

50.0 

50.0 

0.0 

36.4 

33.3 

28.9 

32.4 

22.7 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アルミ缶、雑誌集め等の都市雑業的な仕事があるので暮らしていける 今の場所になじんでいる
福祉の支援は受けたくない 今後のことを考えるだけの余裕がない
支援を受けられると思っていない その他
無回答



問３７ 就職するための求職活動
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図表1 1 3 就職するための求職活動（今回の路上生活期間別）

• 就職するための求職活動については、「３ヶ月未満」の者では「求職活動をしている」及び「今後、求職活動する予定である」の割合が高く、

「３ヶ月以上」の者では「求職活動をする予定はない」の割合が高い。

全体 (n=1,169)

１ヶ月未満 (n=82)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=49)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=41)

６ヶ月～１年未満 (n=59)

１年～３年未満 (n=129)

３年～５年未満 (n=104)

５年～１０年未満 (n=217)

１０年以上 (n=454)

8.1 

18.3 

24.5 

4.9 

6.8 

11.6 

5.8 

9.2 

4.6 

15.7 

46.3 

38.8 

36.6 

32.2 

20.9 

17.3 

8.3 

6.4 

73.2 

34.1 

32.7 

58.5 

61.0 

66.7 

76.9 

81.1 

88.3 

3.0 

1.2 

4.1 

0.0 

0.0 

0.8 

0.0 

1.4 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

求職活動をしている 今は求職活動をしていないが、今後、求職活動をする予定である

今も求職活動をしていないし、今後も求職活動をする予定はない 無回答



問３７－３ 軽作業への参加意向
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図表1 1 4 軽作業への参加意向（今回の路上生活期間別）

• 軽作業への参加意欲については、「1年未満」の者では「はい」の割合が高く、「１年以上」の者では「いいえ」の割合が高い。

全体 (n=546)

１ヶ月未満 (n=48)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=20)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=29)

６ヶ月～１年未満 (n=35)

１年～３年未満 (n=61)

３年～５年未満 (n=50)

５年～１０年未満 (n=94)

１０年以上 (n=202)

38.6 

50.0 

75.0 

55.2 

57.1 

42.6 

28.0 

36.2 

30.2 

55.5 

47.9 

25.0 

41.4 

37.1 

52.5 

64.0 

57.4 

62.9 

5.9 

2.1 

0.0 

3.4 

5.7 

4.9 

8.0 

6.4 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答



問４７ 現在の気持ち
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図表1 1 5 現在の気持ち（今回の路上生活期間別）

• 現在の気持ちについて、「６ヵ月～１年未満」の者では「希望を持っている」「なんとかなると思っている（少し希望をもっている）」の割合が

低い。

全体 (n=1,169)

１ヶ月未満 (n=82)

１ヶ月～３ヶ月未満 (n=49)

３ヶ月～６ヶ月未満 (n=41)

６ヶ月～１年未満 (n=59)

１年～３年未満 (n=129)

３年～５年未満 (n=104)

５年～１０年未満 (n=217)

１０年以上 (n=454)

8.2 

14.6 

16.3 

9.8 

11.9 

10.1 

7.7 

5.5 

7.0 

43.1 

35.4 

36.7 

43.9 

37.3 

44.2 

47.1 

47.5 

45.8 

24.0 

23.2 

20.4 

19.5 

33.9 

25.6 

20.2 

27.2 

23.8 

6.1 

12.2 

8.2 

14.6 

3.4 

3.1 

6.7 

5.5 

5.1 

15.6 

14.6 

12.2 

12.2 

13.6 

14.0 

18.3 

13.8 

17.4 

3.1 

0.0 

6.1 

0.0 

0.0 

3.1 

0.0 

0.5 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望を持っている なんとかなると思っている（少し希望をもっている） あまり希望をもっていない 悲観している その他 無回答



支援制度

利用タイプ別



路上生活期間別の傾向について

146

• 今後の生活では、何らかの制度利用経験者と比べ、制度を利用していない者は、現状の路上生活を維持し

たい割合が高い。

今後の生活

• 求職活動では、「自立支援センター」及び「シェルター」利用経験者では「求職活動をしている＋求職活

動をする予定である」の割合が高く、「巡回相談」経験者及び「制度利用無し」者では「求職活動をする

予定はない」の割合が高い。

求職活動の状況



問３６ 今後望んでいる生活

全体 (n=1,169)

自立相談支援事業
（巡回相談）

(n=252)

一時生活支援事業
（自立支援センター利用）

(n=149)

一時生活支援事業
 （シェルター）

(n=149)

その他支援 (n=44)

制度利用なし (n=575)

17.0 

15.9 

21.5 

20.8 

18.2 

15.3 

2.3 

2.4 

5.4 

4.0 

0.0 

1.2 

11.7 

15.1 

19.5 

18.8 

9.1 

6.6 

7.4 

8.3 

8.7 

12.8 

13.6 

4.7 

0.2 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

0.2 

0.9 

0.4 

2.0 

1.3 

4.5 

0.5 

39.9 

37.3 

27.5 

31.5 

34.1 

46.8 

8.1 

9.1 

7.4 

6.0 

6.8 

8.5 

9.8 

10.7 

7.4 

4.7 

13.6 

11.1 

2.7 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アパートに住み、就職して自活したい

寮付の仕事で自活したい

アパートで福祉の支援を受けながら、軽い仕事をみつけたい

就職することはできないので何らかの福祉（生活保護や施設入所等）を利用して生活したい

入院したい

家族の元に戻りたい

今のままでいい（路上（野宿）生活）

わからない

その他

無回答 147

図表1 1 6 今後望んでいる生活（支援制度利用タイプ別）

• 今後望んでいる生活については、「自立支援センター」及び「シェルター」利用経験者では「アパートに住み、就職して自活したい」（全体：

17.0％、自立支援センター：21.5％、シェルター：20.8％）の割合が高く、「制度利用無し」者では「今のままでいい」（全体：39.9％、制度

利用無し：46.8％）の割合が高く、「自立支援センター」及び「シェルター」利用経験者では割合が低い。



全体 (n=1,169)

自立相談支援事業
（巡回相談）

(n=252)

一時生活支援事業
（自立支援センター利用）

(n=149)

一時生活支援事業
 （シェルター）

(n=149)

その他支援 (n=44)

制度利用なし (n=575)

8.1 

5.2 

12.8 

12.1 

9.1 

7.1 

15.7 

15.1 

24.8 

22.8 

18.2 

11.5 

73.2 

78.2 

62.4 

64.4 

72.7 

76.2 

3.0 

1.6 

0.0 

0.7 

0.0 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

求職活動をしている 今は求職活動をしていないが、今後、求職活動をする予定である

今も求職活動をしていないし、今後も求職活動をする予定はない 無回答

問３７ 就職するための求職活動
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図表1 1 7 就職するための求職活動（支援制度利用タイプ別）

• 就職するための求職活動については、「自立支援センター」及び「シェルター」利用経験者では「求職活動をしている＋求職活動する予定であ

る」（全体：23.8％、自立支援センター：37.6％、シェルター：34.9％）の割合が高く、「巡回相談」経験者及び「制度利用無し」者では「求

職活動をする予定はない」の割合が高い。
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20.6 

35.2 

8.0 7.9 

15.8 

29.4 

1.9 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

全体(n=1,039)
自立相談支援事業 （巡回相談）(n=235)
一時生活支援事業 （自立支援センター利用）(n=130)
一時生活支援事業 （シェルター）(n=130)
その他支援(n=40)
制度利用なし(n=504)

問３７－２ 求職活動をしていない理由
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図表1 1 8 求職活動をしていない理由（支援制度利用タイプ別）

• 求職活動をしていない理由については、支援制度利用タイプにかかわらず、「疾病、障害、病弱、高齢」の割合が高い。



問３７－３ 軽作業への参加意向
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図表1 1 9 軽作業への参加意向（支援制度利用タイプ別）

• 軽作業への参加意向については、「シェルター」利用経験者では「はい」（全体：38.6％、シェルター：51.9％）の割合が高く、「制度利用無

し」「巡回相談」者では「いいえ」の割合が高い。

全体 (n=546)

自立相談支援事業
（巡回相談）

(n=118)

一時生活支援事業
（自立支援センター利用）

(n=92)

一時生活支援事業
 （シェルター）

(n=81)

その他支援 (n=24)

制度利用なし (n=231)

38.6 

32.2 

42.4 

51.9 

54.2 

34.2 

55.5 

60.2 

51.1 

44.4 

37.5 

60.6 

5.9 

7.6 

6.5 

3.7 

8.3 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答



問４７ 現在の気持ち
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図表1 2 0 現在の気持ち（支援制度利用タイプ別）

• 現在の気持ちについては、「巡回相談」利用経験者では「希望を持っている」（全体：8.2％、自立相談支援事業：8.7％）の割合が高く、「シェ

ルター」利用経験者では「なんとかなると思っている」の割合が高い（全体：43.1%、シェルター：49.0%）。

全体 (n=1,169)

自立相談支援事業
（巡回相談）

(n=252)

一時生活支援事業
（自立支援センター利用）

(n=149)

一時生活支援事業
 （シェルター）

(n=149)

その他支援 (n=44)

制度利用なし (n=575)

8.2 

8.7 

8.1 

7.4 

2.3 

8.7 

43.1 

48.0 

38.9 

49.0 

40.9 

40.7 

24.0 

23.8 

29.5 

22.1 

22.7 

23.1 

6.1 

6.0 

8.1 

6.0 

15.9 

4.9 

15.6 

12.7 

15.4 

15.4 

18.2 

16.7 

3.1 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

5.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望を持っている なんとかなると思っている（少し希望をもっている） あまり希望をもっていない 悲観している その他 無回答



地域別

（事業実施別）



地域別（事業実施別）の傾向について

153

• 寝場所では、「一時生活支援事業未実施自治体」は一定の場所で決まっている割合が高い。

• 具体的な寝場所では、「一時生活支援事業未実施自治体」は河川の割合が高く、その他の事業実施自治体

では公園の割合が高い。

• 寝場所をつくる方法では、「一時生活支援事業未実施自治体」はテント又は小屋を常設する割合が高い。

• 仕事では、「一時生活支援事業未実施自治体」は仕事により収入を得ている割合が高く、「シェルターの

み実施自治体」は仕事による収入を得ている割合が低い。

路上での生活

• 初めて路上生活をする前に住んでいた地域との関係では、「一時生活支援事業未実施自治体」は同一県内

の同じ市町村の割合が高い。

路上生活までのいきさつ

• シェルター、自立支援センターの周知度・利用度では、「自立支援センター」実施自治体及び「シェル

ター、自立支援センターの双方」は、周知度・利用度ともに高い。

• 生活保護は、「自立支援センター」実施自治体及び「シェルター、自立支援センターの双方」実施自治体

は利用経験の割合が高い。

福祉制度の周知・利用状況



地域別（事業実施別）の傾向について

154

• 今後望んでいる生活では、「シェルターのみ実施」及び「一時生活支援事業未実施自治体」は、現在の路

上生活を維持することを希望する割合が高い。

今後の生活



問１ 寝ている場所

155

図表1 2 1 寝ている場所（地域別（事業実施別））

• 寝ている場所については、「一時生活支援」未実施自治体では、「一定の場所で決まっている」（全体：78.1％、一時生活支援未実施自治体：

100.0%)）の割合が高く、「シェルター」実施自治体では「一定の場所で決まっている」の割合が低い（71.5%)。

全体 (n=1,169)

一時生活支援事業
（自立支援センター）

実施自治体
(n=991)

一時生活支援事業
（シェルター）実施自治体

(n=1,000)

シェルター、自立支援
センターの双方を実施

(n=870)

シェルターのみ実施 (n=130)

一時生活支援事業
未実施自治体

(n=48)



問１－１ 寝ている場所（具体的に）

156

図表1 2 2 寝ている場所（具体的に）（地域別（事業実施別））

• 具体的な寝場所については、「シェルター」及び「シェルターと自立支援センターの双方」実施自治体では「公園」の割合が高く、「一時生活支

援事業未実施」自治体では「河川」（68.7%）の割合が高い。

全体 (n=911)

一時生活支援事業
（自立支援センター）

実施自治体
(n=770)

一時生活支援事業
（シェルター）実施自治体

(n=759)

シェルター、自立支援
センターの双方を実施

(n=666)

シェルターのみ実施 (n=93)

一時生活支援事業
未実施自治体

(n=48)



問２ 寝場所を作る方法
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図表1 2 3 寝場所を作る方法（地域別（事業実施別））

• 寝（野宿）場所をつくる方法については、「自立支援センター」実施自治体及び「一時生活支援事業未実施」自治体では「小屋を常設」（全体：

30.0％、自立支援センター：29.2％、一時生活支援事業未実施：64.6%）の割合が高い。

全体 (n=1,169)

一時生活支援事業
（自立支援センター）

実施自治体
(n=991)

一時生活支援事業
（シェルター）実施自治体

(n=1,000)

シェルター、自立支援
センターの双方を実施

(n=870)

シェルターのみ実施 (n=130)

一時生活支援事業
未実施自治体

(n=48)



問４ 今回の路上生活の継続について
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図表1 2 4 今回の路上生活の継続について（地域別（事業実施別））

• 今回の路上（野宿）生活の継続については、「シェルター、自立支援センターの双方を実施」及び「一時生活支援事業未実施」自治体では「ずっ

と路上（野宿）生活をしていた」（全体：63.0％、シェルターと自立支援センター：63.3%、一時生活未実施：79.2%）の割合が高い。

全体 (n=1,169)

一時生活支援事業
（自立支援センター）

実施自治体
(n=991)

一時生活支援事業
（シェルター）実施自治体

(n=1,000)

シェルター、自立支援
センターの双方を実施

(n=870)

シェルターのみ実施 (n=130)

一時生活支援事業
未実施自治体

(n=48)



問５ 初めて路上生活をしてからの期間
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図表1 2 5 初めて路上生活をしてからの期間（地域別（事業実施別））

• 初めての路上（野宿）生活をしてからの期間については、「一時生活支援事業未実施」自治体では「１０年以上」の割合が高い。

全体 (n=1,169)

一時生活支援事業
（自立支援センター）

実施自治体
(n=991)

一時生活支援事業
（シェルター）実施自治体

(n=1,000)

シェルター、自立支援
センターの双方を実施

(n=870)

シェルターのみ実施 (n=130)

一時生活支援事業
未実施自治体

(n=48)



問６ 現在収入のある仕事
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図表1 2 6 現在収入のある仕事（地域別（事業実施別））

• 現在収入のある仕事をしているかについては、「一時生活支援事業未実施」自治体では「している」（全体：47.9%、一時生活未実施：

62.5%）の割合が高く、「シェルターのみ」実施自治体では「していない」の割合が高い。

全体 (n=1,169)

一時生活支援事業
（自立支援センター）

実施自治体
(n=991)

一時生活支援事業
（シェルター）実施自治体

(n=1,000)

シェルター、自立支援
センターの双方を実施

(n=870)

シェルターのみ実施 (n=130)

一時生活支援事業
未実施自治体

(n=48)



問６－２ 仕事による平均収入
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図表1 2 7 仕事による平均収入（地域別（事業実施別））

• 仕事による収入（月額）については、「自立支援センター」「シェルター、自立支援センターの双方を実施」実施自治体では「５～１０万円未

満」（全体：29.3%、自立支援センター：31.5％、シェルター：30.3％、自立支援センターの双方を実施 : 31.3%）の割合が高く、「一時生活

支援事業未実施」自治体では「1～3万円未満」（全体：17.9％、一時生活未実施：40.0％）の割合が高い。

全体 (n=560)

一時生活支援事業
（自立支援センター）

実施自治体
(n=489)

一時生活支援事業
（シェルター）実施自治体

(n=466)

シェルター、自立支援
センターの双方を実施

(n=425)

シェルターのみ実施 (n=41)

一時生活支援事業
未実施自治体

(n=30)



問１３ 初めて路上生活をする前に住んでいた地域
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図表1 2 8 初めて路上生活をする前に住んでいた地域（地域別（事業実施別））

• 初めて路上（野宿）生活をする前に住んでいた地域については、「一時生活支援事業未実施」自治体では「現在路上生活をしている都道府県内の

同じ市区町村」の割合が高く（50.0%)、「現在路上生活をしている都道府県外の市区町村」の割合が低い（22.9%）。

全体 (n=1,169)

一時生活支援事業
（自立支援センター）

実施自治体
(n=991)

一時生活支援事業
（シェルター）実施自治体

(n=1,000)

シェルター、自立支援
センターの双方を実施

(n=870)

シェルターのみ実施 (n=130)

一時生活支援事業
未実施自治体

(n=48)



問１８－１ 別の路上生活場所

163

図表1 2 9 別の路上生活場所（地域別（事業実施別））

• 別の路上（野宿）生活場所での経験については、「一時生活支援事業未実施」自治体では「現在路上生活をしている都道府県内の同じ市区町村」

の割合が高い。

全体 (n=519)

一時生活支援事業
（自立支援センター）

実施自治体
(n=459)

一時生活支援事業
（シェルター）実施自治体

(n=438)

シェルター、自立支援
センターの双方を実施

(n=391)

シェルターのみ実施 (n=47)

一時生活支援事業
未実施自治体

(n=13)



問２７ 巡回相談員に会ったこと
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図表1 3 0 巡回相談員に会ったこと（地域別（事業実施別））

• 巡回相談員に会ったことがあるかについては、「一時生活支援事業未実施」自治体では「会ったことはあるが、相談したことはない」（全体：

48.2％、一時生活未実施：60.4%）の割合が高い。

全体 (n=1,169)

一時生活支援事業
（自立支援センター）

実施自治体
(n=991)

一時生活支援事業
（シェルター）実施自治体

(n=1,000)

シェルター、自立支援
センターの双方を実施

(n=870)

シェルターのみ実施 (n=130)

一時生活支援事業
未実施自治体

(n=48)



問２７－１ 巡回の頻度
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図表1 3 1 巡回の頻度（地域別（事業実施別））

• 巡回の頻度については、「シェルターのみ」実施自治体では「週に１回程度」（全体：15.8％、シェルターのみ：25.6%）の割合が高く、「一

時生活支援事業未実施」自治体では「月に１回程度」（全体：39.4％、一時生活未実施：77.1%）の割合が高い。

全体 (n=899)

一時生活支援事業
（自立支援センター）

実施自治体
(n=761)

一時生活支援事業
（シェルター）実施自治体

(n=742)

シェルター、自立支援
センターの双方を実施

(n=652)

シェルターのみ実施 (n=90)

一時生活支援事業
未実施自治体

(n=48)



問２７－２ 頻繁に巡回するようになったと思うか
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図表1 3 2 頻繁に巡回するようになったと思うか（地域別（事業実施別））

• 巡回相談員が頻繁に巡回するようになったと思うかについては、「シェルターのみ」実施自治体では「思う」（全体：29.9%、シェルターのみ：

61.1%）の割合が高く、「シェルター、自立支援センターの双方を実施」自治体では「思う」の割合が低い（ 20.7% ）。

全体 (n=899)

一時生活支援事業
（自立支援センター）

実施自治体
(n=761)

一時生活支援事業
（シェルター）実施自治体

(n=742)

シェルター、自立支援
センターの双方を実施

(n=652)

シェルターのみ実施 (n=90)

一時生活支援事業
未実施自治体

(n=48)



問２７－４ 自立支援センターやシェルター等の利用の勧め
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図表1 3 3 自立支援センターやシェルター等の利用の勧め（地域別（事業実施別））

• 自立支援センターやシェルター等の利用の勧めについては、「一時生活支援事業（自立支援センター）」実施自治体では「自立支援センターの利

用を勧められた」（全体：36.9%、一時生活支援事業：41.4%）の割合が高い。

全体 (n=899)

一時生活支援事業
（自立支援センター）

実施自治体
(n=761)

一時生活支援事業
（シェルター）実施自治体

(n=742)

シェルター、自立支援
センターの双方を実施

(n=652)

シェルターのみ実施 (n=90)

一時生活支援事業
未実施自治体

(n=48)



問２８ シェルター内容の認知度・利用度

168

図表1 3 4 シェルター内容の認知度・利用度（地域別（事業実施別））

• シェルターの内容の認知度・利用度については、「シェルターのみ」実施自治体では「知っており、利用したことがある」の割合が低く

（12.3%）、「シェルター、自立支援センターの双方を実施」自治体では「知っているが利用したことはない」の割合が高い（47.7%）。

全体 (n=1,169)

一時生活支援事業
（自立支援センター）

実施自治体
(n=991)

一時生活支援事業
（シェルター）実施自治体

(n=1,000)

シェルター、自立支援
センターの双方を実施

(n=870)

シェルターのみ実施 (n=130)

一時生活支援事業
未実施自治体

(n=48)



問２９ 自立支援センターの内容の認知度・利用度
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図表1 3 5 自立支援センターの内容の認知度・利用度（地域別（事業実施別））

• 自立支援センターの内容の認知度・利用度については、「自立支援センター」実施自治体では、「知っており、利用したことがある」の割合が高

く（全体：12.7%、自立支援センター：14.0％）、「知っているが、利用したことはない」の割合が高い（全体：52.8%、自立支援センター

56.0％）。

全体 (n=1,169)

一時生活支援事業
（自立支援センター）

実施自治体
(n=991)

一時生活支援事業
（シェルター）実施自治体

(n=1,000)

シェルター、自立支援
センターの双方を実施

(n=870)

シェルターのみ実施 (n=130)

一時生活支援事業
未実施自治体

(n=48)



問３０ 公的機関への相談
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図表1 3 6 公的機関への相談（地域別（事業実施別））

• 公的機関への相談については、「シェルターのみ」実施自治体及び「一時生活支援事業未実施」自治体では「ある」（全体：46.3%、シェルター

のみ：27.7%、一時生活未実施：37.5%）の割合が低い。

全体 (n=1,169)

一時生活支援事業
（自立支援センター）

実施自治体
(n=991)

一時生活支援事業
（シェルター）実施自治体

(n=1,000)

シェルター、自立支援
センターの双方を実施

(n=870)

シェルターのみ実施 (n=130)

一時生活支援事業
未実施自治体

(n=48)



問３０－１ 公的機関への相談内容
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図表1 3 7 公的機関への相談内容（地域別（事業実施別））

• 公的機関への相談内容については、「シェルターのみ」実施自治体及び「一時生活支援事業未実施」自治体では「生活保護」（全体：46.8％、

シェルターのみ：61.1％、一時生活未実施：61.1％）の割合が高く、 「シェルターのみ」実施自治体では「住む場所」（全体：22.2％、シェル

ターのみ：8.3％）の割合が低い。

全体 (n=541)

一時生活支援事業
（自立支援センター）

実施自治体
(n=487)

一時生活支援事業
（シェルター）実施自治体

(n=467)

シェルター、自立支援
センターの双方を実施

(n=431)

シェルターのみ実施 (n=36)

一時生活支援事業
未実施自治体

(n=18)



問３１ 生活保護の利用経験
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図表1 3 8 生活保護の利用経験（地域別（事業実施別））

• 生活保護制度の利用経験については、「シェルターのみ」実施自治体及び「一時生活支援事業未実施」自治体では「ある」（全体：31.7%、シェ

ルターのみ：17.7%、一時生活未実施：22.9%）の割合が低い。

全体 (n=1,169)

一時生活支援事業
（自立支援センター）

実施自治体
(n=991)

一時生活支援事業
（シェルター）実施自治体

(n=1,000)

シェルター、自立支援
センターの双方を実施

(n=870)

シェルターのみ実施 (n=130)

一時生活支援事業
未実施自治体

(n=48)



問３１－１ 生活保護制度の利用方法
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図表1 3 9 生活保護制度の利用方法（地域別（事業実施別））

• 生活保護制度の利用方法については、「一時生活支援事業未実施」自治体以外では「アパート等で単身で生活保護を受けた」の割合が高く、「一

時生活支援事業未実施」自治体では「保護施設等の福祉施設に入所して生活保護を受けた」の割合が高い。

病

院

に

入

院

し

て

生

活

保

護

を

受

け

た

保

護

施

設

等

の

福

祉

施

設

に

入

所

し

て

生

活

保

護

を

受

け

た

宿

泊

所

や

ド

ヤ

等

で

生

活

保

護

を

受

け

た

ア

パー

ト

等

で

単

身

で

生

活

保

護

を

受

け

た

ア

パー

ト

等

で

家

族

と

一

緒

に

生

活

保

護

を

受

け

た

そ

の

他

無

回

答



問３１－３ 生活保護制度を利用しなかった理由
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図表1 4 0 生活保護制度を利用しなかった理由（地域別（事業実施別））

• 生活保護制度を利用しなかった理由については、「シェルターのみ」実施自治体では「生活保護制度は知っているが、自分は利用できないと思っ

ている」（全体：9.4％、シェルターのみ：16.9%）の割合が高く、「一時生活支援事業未実施」自治体では「生活保護制度を利用したくない」

（全体：49.0％、一時生活未実施：58.8%）が高い。

全体 (n=712)

一時生活支援事業
（自立支援センター）

実施自治体
(n=601)

一時生活支援事業
（シェルター）実施自治体

(n=600)

シェルター、自立支援
センターの双方を実施

(n=523)

シェルターのみ実施 (n=77)

一時生活支援事業
未実施自治体

(n=34)



問３６ 今後望んでいる生活
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図表1 4 1 今後望んでいる生活（地域別（事業実施別））

• 今後望んでいる生活については、「シェルターのみ」実施自治体及び「一時生活支援事業未実施」自治体では「アパートに住み、就職して自活し

たい」（全体：17.0％、シェルターのみ10.8％、一時生活未実施：8.3％）の割合が低く、「今のままでいい」（全体：39.9％、シェルターの

み：40.0％、一時生活未実施：70.8％）の割合が高い。

全体 (n=1,169)

一時生活支援事業
（自立支援センター）

実施自治体
(n=991)

一時生活支援事業
（シェルター）実施自治体

(n=1,000)

シェルター、自立支援
センターの双方を実施

(n=870)

シェルターのみ実施 (n=130)

一時生活支援事業
未実施自治体

(n=48)



問３６－１ 今のままでいい理由
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図表1 4 2 今のままでいい理由（地域別（事業実施別））

• 今の生活のままでいい理由については、「シェルターのみ」実施自治体では「今の場所になじんでいる」及び「福祉の支援は受けたくない」の割

合が高く、「一時生活支援事業未実施」自治体では「都市作業的な仕事があるので暮らしていける」の割合が高い。

全体 (n=466)

一時生活支援事業
（自立支援センター）

実施自治体
(n=380)

一時生活支援事業
（シェルター）実施自治体

(n=391)

シェルター、自立支援
センターの双方を実施

(n=339)

シェルターのみ実施 (n=52)

一時生活支援事業
未実施自治体

(n=34)



地域別（人口別）



地域別（人口別）の傾向について
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• 具体的な寝場所では、人口50万人以上の自治体で起居する者は公園の割合が高く、人口50万人未満の自

治体で起居する者は河川の割合が高い。

• 寝場所をつくる方法では、人口50万人未満の自治体で起居する者はテント又は小屋を常設する割合が高い。

• 仕事では、人口50万人未満、200万人以上の自治体で起居する者は仕事により収入を得ている割合が高い。

路上での生活

• 初めて路上生活をする前に住んでいた地域との関係では、人口30万人未満の自治体で起居する者は同一都

道府県内の別の市町村から移動している割合が高い。

路上生活までのいきさつ

• シェルター、自立支援センターの周知度は、30万人以上の自治体に起居する者では知っている割合が高く、

利用度では、50万人以上の自治体に起居する者で利用した経験がある割合が高い。

• 生活保護では、人口50万人以上の自治体に起居する者は利用経験の割合が高い。また、人口50万人～

100万人の自治体に起居する者は、制度を利用できないと思っている割合が高い。

福祉制度の周知・利用状況



地域別（人口別）の傾向について
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• 今後望んでいる生活では、人口規模の小さい自治体になればなるほど、現在の路上生活を維持することを

希望する割合が高い。

今後の生活



問１ 寝ている場所
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図表1 4 3 寝ている場所（地域別（人口別））

• 寝ている場所については、「人口１００～２００万人未満」の自治体では「一定の場所で決まっている」の割りたいが高く（全体：78.1%、人口

１００～２００万未満：84.8%)、「２００万人以上」の自治体では「決まっていない」の割合が高い（全体：20.1%、人口200万人以上：

23.8%）。

全体 (n=1,169)

200万人以上
（4自治体）

(n=749)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=276)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=66)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=35)

30万人未満
（3自治体）

(n=43)

78.1 

76.2 

84.8 

72.7 

71.4 

81.4 

20.1 

23.8 

14.9 

19.7 

8.6 

0.0 

1.8 

0.0 

0.4 

7.6 

20.0 

18.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

決まっている 決まっていない 無回答



問１－１ 寝ている場所（具体的に）
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図表1 4 4 寝ている場所（具体的に）（地域別（人口別））

• 具体的な寝場所については、「人口２００万人以上」の自治体では「公園」及び「道路」の割合が高く（それぞれ28.9％、19.3％）、「人口３０

万人未満」の自治体では「河川」の割合が高い（60.0％）。

全体 (n=913)

200万人以上
（4自治体）

(n=571)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=234)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=48)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=25)

30万人未満
（3自治体）

(n=35)

27.4 

28.9 

27.8 

27.1 

20.0 

5.7 

15.2 

19.3 

8.1 

12.5 

16.0 

0.0 

24.8 

25.0 

18.4 

22.9 

32.0 

60.0 

9.4 

9.1 

11.1 

12.5 

8.0 

0.0 

23.0 

17.5 

34.2 

25.0 

24.0 

34.3 

0.2 

0.2 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公園 道路 河川 駅舎 その他 無回答



問２ 寝場所を作る方法
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図表1 4 5 寝場所を作る方法（地域別（人口別））

• 寝（野宿）場所をつくる方法については、「人口５０万人以上」の自治体では「敷物を敷いて寝ている」の割合が高く、「人口２００万人以上」

の自治体では「ダンボール等を利用」の割合が高く（21.9％）、「人口３０万人未満」の自治体では「小屋を常設」の割合が高い（65.1％）。

全体 (n=1,169)

200万人以上
（4自治体）

(n=749)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=276)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=66)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=35)

30万人未満
（3自治体）

(n=43)

30.0 

30.0 

26.1 

21.2 

34.3 

65.1 

18.1 

21.9 

14.9 

10.6 

0.0 

0.0 

31.7 

33.2 

31.5 

34.8 

28.6 

4.7 

1.9 

0.5 

2.2 

7.6 

11.4 

7.0 

9.2 

8.5 

11.6 

13.6 

2.9 

2.3 

6.1 

5.6 

9.4 

1.5 

2.9 

2.3 

3.0 

0.1 

4.3 

10.6 

20.0 

18.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

廃材やダンボール、ブルーシートによるテント又は小屋を常設 ダンボール等を利用して寝場所を毎晩つくっている

簡単に敷物( 寝袋・毛布等) を敷いて寝ている 車中で寝起きしている

寝場所はつくらない その他

無回答



全体 (n=1,169)

200万人以上
（4自治体）

(n=749)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=276)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=66)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=35)

30万人未満
（3自治体）

(n=43)

63.0 

62.2 

63.8 

62.1 

65.7 

69.8 

15.7 

19.0 

11.6 

9.1 

5.7 

2.3 

2.6 

2.4 

3.3 

3.0 

2.9 

0.0 

2.5 

2.3 

2.9 

1.5 

2.9 

4.7 

1.9 

1.2 

4.3 

1.5 

0.0 

0.0 

2.9 

3.5 

2.2 

1.5 

0.0 

2.3 

9.3 

9.2 

10.9 

12.1 

2.9 

2.3 

2.2 

0.3 

1.1 

9.1 

20.0 

18.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ずっと路上（野宿）生活をしていた

時々、ドヤ、飯場、ホテル等にも泊まっていた

病院に一時的に入っていたことがある

施設に一時的に入っていたことがある

自立支援センターに一時的に入っていたことがある

緊急一時宿泊施設（シェルター）（一時生活支援事業）等に一時的に入っていたことがある

その他

無回答

問４ 今回の路上生活の継続について
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図表1 4 6 今回の路上生活の継続について（地域別（人口別））

• 今回の路上生活の継続については、「人口２００万人以上」の自治体では「時々、ドヤ、飯場、ホテル等」の割合が高く（19.0％）、「人口３０

万人未満」の自治体では「ずっと路上生活をしていた」の割合が高く（69.8％）、「人口１００～２００万人未満」の自治体では「自立支援セン

ターに一時的に」の割合が高い（3.3％）。



問５ 初めて路上生活をしてからの期間
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図表1 4 7 初めて路上生活をしてからの期間（地域別（人口別））

• 初めて路上（野宿）生活をしてからの期間については、「人口３０万人未満」の自治体では「１０年以上」の割合が高い。

全体 (n=1,169)

200万人以上
（4自治体）

(n=749)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=276)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=66)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=35)

30万人未満
（3自治体）

(n=43)

3.3 

3.9 

2.5 

3.0 

0.0 

0.0 

1.9 

1.9 

1.8 

4.5 

0.0 

0.0 

1.8 

1.7 

2.5 

1.5 

0.0 

0.0 

2.7 

1.7 

5.1 

4.5 

0.0 

2.3 

6.8 

6.8 

8.0 

3.0 

5.7 

4.7 

7.2 

7.6 

7.2 

7.6 

2.9 

2.3 

17.5 

17.6 

18.5 

19.7 

14.3 

9.3 

19.0 

18.8 

19.6 

19.7 

14.3 

20.9 

12.2 

11.9 

10.9 

16.7 

14.3 

18.6 

25.1 

27.4 

22.1 

10.6 

28.6 

23.3 

2.7 

0.7 

1.8 

9.1 

20.0 

18.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 ヶ月未満 1 ヶ月～3 ヶ月未満 3 ヶ月～6 ヶ月未満 6 ヶ月～1 年未満 1 年～3 年未満 3 年～5 年未満

5 年～10年未満 10年～15年未満 15年～20年未満 20年以上 無回答



問６ 現在収入のある仕事
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図表1 4 8 現在収入のある仕事（地域別（人口別））

• 現在収入のある仕事をしているかについては、「人口３０～５０万人未満」の自治体では「している」（全体：47.9%、３０～５０万人未満：

57.1%）の割合が高く、「人口５０～１００万人未満」の自治体では「していない」の割合が高い（71.2％）。

全体 (n=1,169)

200万人以上
（4自治体）

(n=749)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=276)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=66)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=35)

30万人未満
（3自治体）

(n=43)

47.9 

51.9 

41.7 

21.2 

57.1 

51.2 

50.0 

47.8 

57.6 

71.2 

22.9 

30.2 

2.1 

0.3 

0.7 

7.6 

20.0 

18.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

している していない 無回答



全体 (n=560)

200万人以上
（4自治体）

(n=389)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=115)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=14)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=20)

30万人未満
（3自治体）

(n=22)

0.4 

0.3 

0.9 

0.0 

0.0 

0.0 

2.1 

1.5 

1.7 

7.1 

10.0 

4.5 

3.2 

2.8 

4.3 

14.3 

0.0 

0.0 

17.9 

17.2 

13.0 

0.0 

30.0 

54.5 

26.3 

28.3 

24.3 

21.4 

15.0 

13.6 

29.3 

32.6 

24.3 

28.6 

10.0 

13.6 

9.5 

8.7 

13.9 

7.1 

10.0 

0.0 

4.5 

3.6 

6.1 

7.1 

5.0 

9.1 

2.5 

2.1 

2.6 

14.3 

5.0 

0.0 

4.5 

2.8 

8.7 

0.0 

15.0 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０００円未満 １０００～５０００円未満 ５０００～１万円未満 １～３万円未満 ３～５万円未満

５～１０万円未満 １０～１５万円未満 １５～２０万円未満 ２０万円以上 無回答

問６－２ 仕事による平均収入
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図表1 4 9 仕事による平均収入（地域別（人口別））

• 仕事による収入（月額）については、「人口５０万人未満」の自治体では「１～３万円未満」（全体：17.9%、３０～５０万人未満の自治体：

30.0%、３０万人未満：54.5%）の割合が高く、「人口２００万人以上」の自治体では「５～１０万円未満」（全体：29.3％、２００万人以

上：32.6％）の割合が高い。



問８ 路上生活で困っていること
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図表1 5 0 路上生活で困っていること（地域別（人口別））

• 路上（野宿）生活の中で、困っていることについては、「人口２００万人以上」の自治体では「食べ物が十分にないので困っている」の割合が高

く、「人口５０～１００万人」では「雨や寒さをしのげずに困っている」の割合が高い。
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5.2 

0%
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20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
全体(n=1,169)

200万人以上（4自治体）(n=749)

100～200万人未満（8自治体）(n=276)

50～100万人未満（10自治体）(n=66)

30～50万人未満（4自治体）(n=35)

30万人未満（3自治体）(n=43)



全体 (n=1,169)

200万人以上
（4自治体）

(n=749)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=276)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=66)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=35)

30万人未満
（3自治体）

(n=43)

35.2 

31.4 

44.9 

40.9 

45.7 

23.3 

27.9 

31.1 

19.2 

28.8 

17.1 

34.9 

33.6 

36.6 

34.1 

21.2 

14.3 

14.0 

3.3 

0.9 

1.8 

9.1 

22.9 

27.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在路上（野宿）生活をしている都道府県内の同じ市区町村 現在路上（野宿）生活をしている都道府県内の別の市区町村

現在路上（野宿）生活をしている都道府県外の市区町村 無回答

問１３ 初めて路上生活をする前に住んでいた地域
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図表1 5 1 初めて路上生活をする前に住んでいた地域（地域別（人口別））

• 初めて路上（野宿）生活をする前に住んでいた地域については、「人口３０～５０万人未満」の自治体では「現在路上生活をしている都道府県内

の同じ市区町村の割合が高く（全体：35.2%、人口５０～１００万人未満：45.7%)、「人口３０万人未満」の自治体では「現在路上生活をして

いる都道府県内の別の市区町村」（全体：27.9％、３０万人未満：34.9％）の割合が高い。



全体 (n=519)

200万人以上
（4自治体）

(n=358)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=112)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=22)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=15)

30万人未満
（3自治体）

(n=12)

38.0 

29.1 

59.8 

45.5 

86.7 

25.0 

35.8 

44.4 

10.7 

31.8 

13.3 

50.0 

26.2 

26.5 

29.5 

22.7 

0.0 

25.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在路上（野宿）生活をしている都道府県内の同じ市区町村 現在路上（野宿）生活をしている都道府県内の別の市区町村

現在路上（野宿）生活をしている都道府県外の市区町村 無回答

問１８－１ 別の路上生活場所
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図表1 5 2 別の路上生活場所（地域別（人口別））

• 別の路上（野宿）生活場所での経験については、「人口３０～５０万人未満」の自治体では「現在路上生活をしている都道府県内の同じ市区町

村」の割合が高く（全体：38.0%、３０～５０万人未満：86.7％）、「人口２００万人以上」及び「人口３０万人未満」の自治体では「現在路

上生活をしている都道府県内の別の市区町村」の割合が高く割合が高い（それぞれ44.4％、50.0％）。



問１９ 現在の市区町村にきた主な理由
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図表1 5 3 現在の市区町村にきた主な理由（地域別（人口別））

• 現在の市区町村に来た主な理由については、「人口３０～５０万人未満」の自治体では「以前住んでいたり、仕事先があったりで、なじみがあ

る」の割合が高く、「人口２００万人以上」の自治体では「ホームレスが多いと聞いた」の割合が高く、「人口３０万人未満」の自治体では「前

いた場所に居づらくなった」の割合が高い。
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200万人以上（4自治体）(n=749)

100～200万人未満（8自治体）(n=276)

50～100万人未満（10自治体）(n=66)

30～50万人未満（4自治体）(n=35)

30万人未満（3自治体）(n=43)



全体 (n=1,169)

200万人以上
（4自治体）

(n=749)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=276)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=66)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=35)

30万人未満
（3自治体）

(n=43)

28.7 

22.6 

41.7 

45.5 

14.3 

39.5 

48.2 

51.1 

41.7 

37.9 

62.9 

41.9 

20.5 

26.0 

13.8 

9.1 

2.9 

0.0 

2.6 

0.3 

2.9 

7.6 

20.0 

18.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会ったことがあり、相談した 会ったことはあるが、相談したことはない 会ったことはない 無回答

問２７ 巡回相談員に会ったこと
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図表1 5 4 巡回相談員に会ったこと（地域別（人口別））

• 巡回相談員に会ったことがあるかについては、「人口１００～２００万人未満」及び「人口５０～１００万人未満」の自治体では「会ったことが

あり、相談した」（全体：28.7％、１００～２００万人未満：41.7％、５０～１００満人未満：45.5％）の割合が高い。

• 「人口３０～５０万人未満」の自治体では「会ったことはあるが、相談したことはない」（全体：48.2％、３０～５０万人未満：62.9％）の割合

が高い。



問２７－１ 巡回の頻度
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図表1 5 5 巡回の頻度（地域別（人口別））

• 巡回の頻度については、「人口１００～２００万人未満」の自治体では「週に１回程度」（29.1%）の割合が高く、「人口５０～１００万人未

満」の自治体では「月に２～３回程度」（34.5%）の割合が高く、「人口３０～５０万人未満」及び「人口３０万人未満」の自治体では「月に１

回程度」（全体：39.4％、３０～５０万人未満：44.4%、３０万人未満：91.4%）の割合が高い。

全体 (n=899)

200万人以上
（4自治体）

(n=552)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=230)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=55)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=27)

30万人未満
（3自治体）

(n=35)

15.8 

11.4 

29.1 

18.2 

7.4 

0.0 

25.6 

27.0 

26.1 

34.5 

7.4 

0.0 

39.4 

40.9 

28.7 

32.7 

44.4 

91.4 

9.2 

9.6 

8.7 

10.9 

11.1 

2.9 

3.6 

4.3 

1.7 

0.0 

7.4 

5.7 

5.3 

5.1 

5.2 

3.6 

22.2 

0.0 

1.1 

1.6 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に１回程度 月に２～３回程度 月に１回程度 半年に２～３回程度 半年に１回程度 １年に１回程度 無回答



問２７－２ 頻繁に巡回するようになったと思うか
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図表1 5 6 頻繁に巡回するようになったと思うか（地域別（人口別））

• 巡回相談員が頻繁に巡回するようになったと思うかについては、「人口３０～５０万人未満」及び「人口３０万人未満」の自治体では「思う」

（全体：29.9%、３０～５０万人未満：59.3％、３０万人未満：48.6%）の割合が高い。

全体 (n=899)

200万人以上
（4自治体）

(n=552)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=230)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=55)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=27)

30万人未満
（3自治体）

(n=35)

29.9 

21.2 

43.0 

36.4 

59.3 

48.6 

67.6 

76.3 

55.7 

63.6 

29.6 

45.7 

2.4 

2.5 

1.3 

0.0 

11.1 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思う 思わない 無回答



全体 (n=899)

200万人以上
（4自治体）

(n=552)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=230)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=55)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=27)

30万人未満
（3自治体）

(n=35)

36.9 

40.0 

37.4 

43.6 

0.0 

2.9 

12.7 

14.5 

11.7 

10.9 

3.7 

0.0 

16.0 

11.2 

16.5 

7.3 

74.1 

57.1 

31.4 

32.8 

28.3 

36.4 

22.2 

28.6 

3.0 

1.4 

6.1 

1.8 

0.0 

11.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自立支援センターの利用を勧められた シェルターの利用を勧められた その他のサービスの利用を勧められた 特に勧められなかった 無回答

問２７－４ 自立支援センターやシェルター等の利用の勧め
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図表1 5 7 自立支援センターやシェルター等の利用の勧め（地域別（人口別））

• 巡回相談員に自立支援センターやシェルター等の利用を勧められたかについては、「人口５０～１００万人未満」の自治体では「自立支援セン

ターの利用を勧められた」の割合が高く（43.6％）、「人口３０～５０万人未満」の自治体では「その他のサービスの利用を勧められた」の割合

が高いが（74.1％）。



問２８ シェルター内容の認知度・利用度
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図表1 5 8 シェルター内容の認知度・利用度（地域別（人口別））

• シェルターの内容の認知度・利用度については、認知度・利用度ともに「人口２００万人以上」の自治体では割合が高い。

全体 (n=1,169)

200万人以上
（4自治体）

(n=749)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=276)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=66)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=35)

30万人未満
（3自治体）

(n=43)

21.0 

25.4 

16.7 

9.1 

5.7 

4.7 

45.4 

46.7 

47.1 

40.9 

57.1 

9.3 

29.6 

26.7 

30.8 

42.4 

17.1 

62.8 

3.9 

1.2 

5.4 

7.6 

20.0 

23.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っており、利用したことがある 知っているが、利用したことはない 知らない 無回答



問２９ 自立支援センターの内容の認知度・利用度
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図表1 5 9 自立支援センターの内容の認知度・利用度（地域別（人口別））

• 自立支援センターの内容の認知度・利用度については、認知度・利用度ともに「人口２００万人以上」の自治体では割合が高い。

全体 (n=1,169)

200万人以上
（4自治体）

(n=749)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=276)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=66)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=35)

30万人未満
（3自治体）

(n=43)

12.7 

14.3 

11.2 

15.2 

0.0 

2.3 

52.8 

54.5 

56.2 

43.9 

62.9 

7.0 

30.5 

30.7 

25.7 

33.3 

14.3 

65.1 

4.0 

0.5 

6.9 

7.6 

22.9 

25.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っており、利用したことがある 知っているが、利用したことはない 知らない 無回答



問３０ 公的機関への相談
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図表1 6 0 公的機関への相談（地域別（人口別））

• 公的機関への相談については、「人口３０～５０万人未満」の自治体では「ある」（全体：46.3％、人口３０～５０万人未満：20.0％）の割合が

低い。

全体 (n=1,169)

200万人以上
（4自治体）

(n=749)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=276)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=66)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=35)

30万人未満
（3自治体）

(n=43)

46.3 

50.6 

41.7 

40.9 

20.0 

30.2 

50.8 

48.9 

55.8 

50.0 

60.0 

46.5 

2.9 

0.5 

2.5 

9.1 

20.0 

23.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答



問３０－１ 公的機関への相談内容
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図表1 6 1 公的機関への相談内容（地域別（人口別））

• 公的機関への相談内容については、「人口１００～２００万人未満」の自治体では「病気」（24.3%）の割合が高く、「人口５０～１００万人未

満」の自治体では「生活保護」の割合が高いほか、「人口３０万人未満」及び「人口３０～５０万人未満」の自治体では「住む場所」の割合が高

い（それぞれ30.8％、28.6％）。

全体 (n=541)

200万人以上
（4自治体）

(n=379)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=115)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=27)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=7)

30万人未満
（3自治体）

(n=13)

19.2 

18.7 

24.3 

7.4 

0.0 

23.1 

46.8 

42.0 

55.7 

74.1 

71.4 

38.5 

22.2 

28.0 

6.1 

3.7 

28.6 

30.8 

2.4 

2.1 

3.5 

3.7 

0.0 

0.0 

0.2 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

8.5 

8.2 

9.6 

11.1 

0.0 

7.7 

0.7 

0.8 

0.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病気 生活保護 住む場所 就職 借金 その他 無回答



問３１ 生活保護の利用経験
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図表1 6 2 生活保護の利用経験（地域別（人口別））

• 生活保護制度の利用経験については、「人口５０万人未満」の自治体では「ある」（全体：31.7％、３０万人未満：16.3％、３０～５０万人未

満：5.7％）の割合が低い。

全体 (n=1,169)

200万人以上
（4自治体）

(n=749)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=276)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=66)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=35)

30万人未満
（3自治体）

(n=43)

31.7 

36.0 

27.5 

24.2 

5.7 

16.3 

2.1 

1.3 

3.6 

1.5 

8.6 

0.0 

1.6 

0.9 

2.2 

6.1 

5.7 

0.0 

0.7 

0.4 

1.8 

0.0 

0.0 

0.0 

60.9 

60.6 

62.3 

60.6 

60.0 

58.1 

3.0 

0.7 

2.5 

7.6 

20.0 

25.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある 相談には行ったが利用したことはない 相談には行ったが断られた 相談に行き他の制度を勧められた ない 無回答



問３１－１ 生活保護制度の利用方法
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図表1 6 3 生活保護制度の利用方法（地域別（人口別））

• 生活保護制度の利用方法については、「人口１００～２００万人未満」の自治体では「アパート等で単身で生活保護を受けた」の割合が高い。

病
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に
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で
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た

ア
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等
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で
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護
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ア
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ト

等

で

家

族

と

一

緒

に

生

活

保

護

を

受

け

た

そ

の

他

無

回

答

16.4 

22.9 
24.5 

38.5 

1.9 

9.2 

0.3 
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

全体(n=371)

200万人以上（4自治体）(n=270)

100～200万人未満（8自治体）(n=76)

50～100万人未満（10自治体）(n=16)

30～50万人未満（4自治体）(n=2)

30万人未満（3自治体）(n=7)



問３１－３ 生活保護制度を利用しなかった理由
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図表1 6 4 生活保護制度を利用しなかった理由（地域別（人口別））

• 生活保護制度を利用しなかった理由については、「人口５０～１００万人未満」の自治体では「生活保護制度は知っているが、自分は利用できな

いと思っている」（15.0%）の割合が高く、「人口３０万人未満」の自治体では「生活保護を利用したくない」（60.0％）の割合が高い。

全体 (n=712)

200万人以上
（4自治体）

(n=454)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=172)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=40)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=21)

30万人未満
（3自治体）

(n=25)

6.0 

6.6 

5.8 

5.0 

0.0 

4.0 

9.4 

8.6 

10.5 

15.0 

9.5 

8.0 

49.0 

47.4 

52.3 

50.0 

42.9 

60.0 

35.0 

37.0 

30.8 

30.0 

47.6 

24.0 

0.6 

0.4 

0.6 

0.0 

0.0 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活保護制度を知らない 生活保護制度は知っているが、自分は利用できないと思っている 生活保護制度を利用したくない その他 無回答



全体 (n=1,169)

200万人以上
（4自治体）

(n=749)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=276)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=66)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=35)

30万人未満
（3自治体）

(n=43)

17.0 

17.5 

19.6 

16.7 

5.7 

2.3 

2.3 

2.8 

1.8 

1.5 

0.0 

0.0 

11.7 

12.4 

11.6 

12.1 

5.7 

4.7 

7.4 

8.0 

6.2 

6.1 

8.6 

4.7 

0.2 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.9 

0.8 

1.1 

1.5 

0.0 

2.3 

39.9 

39.9 

36.6 

42.4 

42.9 

53.5 

8.1 

6.8 

12.3 

6.1 

8.6 

7.0 

9.8 

10.9 

8.3 

6.1 

8.6 

7.0 

2.7 

0.5 

2.5 

7.6 

20.0 

18.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アパートに住み、就職して自活したい

寮付の仕事で自活したい

アパートで福祉の支援を受けながら、軽い仕事をみつけたい

就職することはできないので何らかの福祉（生活保護や施設入所等）を利用して生活したい

入院したい

家族の元に戻りたい

今のままでいい（路上（野宿）生活）

わからない

その他

無回答

問３６ 今後望んでいる生活
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図表1 6 5 今後望んでいる生活（地域別（人口別））

• 今後望んでいる生活については、「人口１００～２００万人未満」及び「人口２００万人以上」の自治体では「アパートに住み、就職して自活し

たい」（全体：17.0％、１００～２００万人未満：19.6％、２００万人以上：17.5％）の割合が高く、人口規模が小さくなるほど「今のままで

いい」の割合が高い傾向にあり、「人口30万人未満」では割合が高い(53.5%)。



問３６－１ 今のままでいい理由
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図表1 6 6 今のままでいい理由（地域別（人口別））

• 今の生活のままでいい理由については、「人口３０万人未満」の自治体では「都市雑業的な仕事があるので暮らしていける」の割合が高く

（52.2％）、「人口５０～１００万人未満」の自治体では「今の場所になじんでいる」の割合が高い傾向にある（39.3％）。

全体 (n=466)

200万人以上
（4自治体）

(n=299)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=101)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=28)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=15)

30万人未満
（3自治体）

(n=23)

24.5 

25.8 

20.8 

0.0 

26.7 

52.2 

29.0 

28.8 

30.7 

39.3 

20.0 

17.4 

13.3 

11.0 

17.8 

17.9 

20.0 

13.0 

3.9 

3.0 

4.0 

7.1 

6.7 

8.7 

2.1 

0.7 

5.0 

7.1 

6.7 

0.0 

27.0 

30.4 

21.8 

28.6 

20.0 

8.7 

0.2 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アルミ缶、雑誌集め等の都市雑業的な仕事があるので暮らしていける 今の場所になじんでいる

福祉の支援は受けたくない 今後のことを考えるだけの余裕がない

支援を受けられると思っていない その他

無回答



問３９－２ 安い家賃の情報
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図表1 6 7 安い家賃の情報（地域別（人口別））

• 安い家賃の民間賃貸住宅に関する情報が得られたかについては、「人口１００～２００万人未満」の自治体及び「人口３０万人未満」の自治体で

は「得られた」（全体：59.0％、３０万人未満：100.0％、１００～２００万人未満：70.4％）の割合が高い。

全体 (n=139)

200万人以上
（4自治体）

(n=92)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=27)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=13)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=3)

30万人未満
（3自治体）

(n=4)

59.0 

56.5 

70.4 

53.8 

0.0 

100.0 

41.0 

43.5 

29.6 

46.2 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

得られた 得られなかった 無回答



問３９－３ 民間保証会社の情報
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図表1 6 8 民間保証会社の情報（地域別（人口別））

• 民間保証会社の情報が得られたかについては、「人口１００～２００万人未満」の自治体以外では「得られなかった」の割合が高い。

全体 (n=139)

200万人以上
（4自治体）

(n=92)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=27)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=13)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=3)

30万人未満
（3自治体）

(n=4)

28.8 

23.9 

51.9 

30.8 

0.0 

0.0 

69.8 

76.1 

44.4 

69.2 

100.0 

75.0 

1.4 

0.0 

3.7 

0.0 

0.0 

25.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

得られた 得られなかった 無回答



問４０ 出身地
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図表1 6 9 出身地（地域別（人口別））

• 出身地については、「人口３０～５０万人未満」及び「人口５０～１００万人未満」の自治体では「現在路上（野宿）生活をしている都道府県

内」（全体：32.5%、人口３０～５０万人未満：42.9％、５０～１００万人未満：43.6％）の割合が高い。

全体 (n=1,169)

200万人以上
（4自治体）

(n=749)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=276)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=66)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=35)

30万人未満
（3自治体）

(n=43)

32.5 

28.4 

42.0 

43.9 

42.9 

16.3 

63.5 

70.0 

55.1 

47.0 

31.4 

55.8 

4.0 

1.6 

2.9 

9.1 

25.7 

27.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在路上（野宿）生活をしている都道府県内 路上（野宿）生活をしている都道府県外 無回答



問４３ 公的年金の保険料の納付

207

図表1 7 0 公的年金の保険料の納付（地域別（人口別））

• 公的年金の保険料の納付状況については、「人口５０万人未満」以外の自治体では「ある」の割合が高い。

全体 (n=1,169)

200万人以上
（4自治体）

(n=749)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=276)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=66)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=35)

30万人未満
（3自治体）

(n=43)

60.1 

59.9 

65.6 

65.2 

31.4 

41.9 

21.5 

24.7 

16.7 

13.6 

28.6 

2.3 

15.0 

14.7 

14.1 

12.1 

20.0 

25.6 

3.5 

0.7 

3.6 

9.1 

20.0 

30.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない わからない 無回答



全体 (n=148)

200万人以上
（4自治体）

(n=95)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=38)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=11)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=2)

30万人未満
（3自治体）

(n=2)

20.9 

18.9 

28.9 

18.2 

0.0 

0.0 

16.9 

21.1 

13.2 

0.0 

0.0 

0.0 

23.0 

24.2 

21.1 

27.3 

0.0 

0.0 

8.8 

7.4 

7.9 

18.2 

0.0 

50.0 

11.5 

12.6 

5.3 

27.3 

0.0 

0.0 

18.9 

15.8 

23.7 

9.1 

100.0 

50.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50万円未満 50万円～100 万円未満 100 万円～300 万円未満 300 万円～500 万円未満 500 万円以上 無回答

問４４－１ 借金の金額

208

図表1 7 1 借金の金額（地域別（人口別））

• 借金の金額については、「人口２００万人以上」の自治体では「１００～３００万円未満」の割合が高く（24.2％）、「人口１００～２００万人

未満」では「５０万円未満」の割合が高く（28.9％）、「人口５０～１００万人未満」では「１００～３００万円」「５００万円以上」の割合が

高い（それぞれ27.3％）。



問４９ 行政への要望・意見
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図表1 7 2 行政への要望・意見（地域別（人口別））

• 行政への要望・意見については、「人口２００万人以上」の自治体では「住居関連」の割合が高く（12.0％）、「人口５０～１００万人未満」の

自治体では「食事関連」の割合が高い（19.7％）。

全体 (n=1,169)

200万人以上
（4自治体）

(n=749)

100～200万人未満
（8自治体）

(n=276)

50～100万人未満
（10自治体）

(n=66)

30～50万人未満
（4自治体）

(n=35)

30万人未満
（3自治体）

(n=43)

7.8 

8.7 

7.2 

9.1 

0.0 

0.0 

10.9 

12.0 

8.3 

18.2 

5.7 

0.0 

5.2 

4.5 

7.2 

9.1 

0.0 

2.3 

7.5 

7.7 

6.2 

19.7 

0.0 

0.0 

8.0 

6.7 

14.1 

6.1 

0.0 

0.0 

19.0 

20.4 

18.1 

19.7 

2.9 

11.6 

64.7 

61.5 

68.5 

56.1 

91.4 

86.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事関連 住居関連 健康関連 食事関連 その他の生活関連 その他 無回答



設問間クロス集計



問２寝場所のつくり方×問１寝ている場所

211

図表1 7 3 問2寝場所の作り方×問1寝ている場所

• 寝場所のつくり方と寝ている場所について、「廃材やダンボール、ブルーシートによるテント又は小屋を常設」は「一定の場所で決まっている」

割合が高く（98.0％）、「寝場所はつくらない」では「決まっていない」の割合が高い（61.7％）。

全体 (n=1,169)

廃材やダンボール、ブ
ルーシートによるテント又

は小屋を常設
(n=351)

ダンボール等を利用して
寝場所を毎晩つくってい

る
(n=212)

簡単に敷物( 寝袋・毛布
等) を敷いて寝ている

(n=371)

車中で寝起きしている (n=22)

寝場所はつくらない (n=107)

その他 (n=71)

無回答 (n=35)

78.1 

98.0 

74.5 

76.8 

77.3 

38.3 

76.1 

40.0 

20.1 

2.0 

25.5 

23.2 

18.2 

61.7 

23.9 

2.9 

1.8 

0.0 

0.0 

0.0 

4.5 

0.0 

0.0 

57.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

決まっている 決まっていない 無回答



問１－１寝ている場所（具体的に）×問２寝場所の作り方
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図表1 7 4 寝ている場所（具体的に）×寝場所の作り方

• 寝ている場所と寝場所の作り方との関係については、「河川」では、「廃材やダンボール、ブルーシートによるテント又は小屋を常設」の割合が

高く（82.7％）駅舎では「ダンボール等を利用して寝場所を毎晩つくっている」（30.2%）、「敷物を敷いて寝ている」の割合が高い

（45.3％）。

全体 (n=913)

公園 (n=250)

道路 (n=139)

河川 (n=226)

駅舎 (n=86)

その他 (n=210)

37.7 

28.8 

30.9 

82.7 

1.2 

18.6 

17.3 

13.2 

23.0 

2.7 

30.2 

29.0 

31.2 

43.2 

37.4 

11.5 

45.3 

28.6 

1.9 

0.8 

2.2 

1.8 

0.0 

3.8 

4.5 

5.2 

4.3 

0.0 

11.6 

5.7 

5.9 

8.0 

1.4 

1.3 

8.1 

10.5 

1.5 

0.8 

0.7 

0.0 

3.5 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

廃材やダンボール、ブルーシートによるテント又は小屋を常設 ダンボール等を利用して寝場所を毎晩つくっている

簡単に敷物( 寝袋・毛布等) を敷いて寝ている 車中で寝起きしている

寝場所はつくらない その他

無回答



問２寝場所の作り方（寝場所が決まっている人のみ） × 年齢
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図表1 7 5 寝場所の作り方（寝場所が決まっている人のみ） × 年齢

• 寝場所の作り方が「廃材やダンボール、ブルーシートによるテント又は小屋を常設」と回答した人では、「６５～６９歳」の割合が高く

（29.4％）、「車中で寝起きしている」と回答した人では、「７０～７４歳」の割合が高い（41.2％）。

全体 (n=913)

廃材やダンボール、
ブルーシートによる

テント又は小屋を常設
(n=344)

ダンボール等を利用して
寝場所を毎晩

つくっている
(n=158)

簡単に敷物( 寝袋・毛布
等) を敷いて寝ている

(n=285)

車中で寝起きしている (n=17)

寝場所はつくらない (n=41)

その他 (n=54)

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.3 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

2.4 

1.9 

0.3 

0.0 

0.0 

0.7 

0.0 

2.4 

0.0 

0.5 

0.0 

0.6 

0.7 

0.0 

0.0 

1.9 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

7.3 

0.0 

2.3 

2.0 

1.9 

1.4 

0.0 

4.9 

7.4 

4.1 

2.6 

4.4 

4.2 

5.9 

4.9 

7.4 

7.8 

4.9 

7.6 

11.2 

5.9 

7.3 

7.4 

10.5 

9.6 

10.1 

11.6 

11.8 

12.2 

11.1 

14.7 

13.4 

16.5 

16.1 

5.9 

14.6 

14.8 

22.9 

29.4 

22.2 

20.4 

11.8 

4.9 

20.4 

25.1 

23.3 

25.3 

25.6 

41.2 

34.1 

18.5 

6.5 

9.9 

7.0 

3.5 

5.9 

2.4 

3.7 

4.2 

4.4 

4.4 

3.9 

11.8 

2.4 

3.7 

0.4 

0.3 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19歳以下 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳

55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80歳以上 無回答



問６現在収入のある仕事をしている × 問７ここ３ヶ月の仕事以外の収入
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図表1 7 6 現在収入のある仕事をしている×ここ３ヶ月の仕事以外の収入

• 収入のある仕事と仕事以外の収入の有無との関係については、「（現在収入のある仕事を）していない」者の方が、仕事以外の収入が「ある」と

回答した割合が高い（34.7％）。

全体 (n=1,169)

している (n=560)

していない (n=585)

21.6 

8.8 

34.7 

76.1 

90.9 

65.0 

2.3 

0.4 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答



問６－１仕事（具体的に）（複数回答） × 問６－２仕事による平均収入
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図表1 7 7 仕事（具体的に）（複数回答）× 仕事による平均収入

• 仕事による収入と平均収入（月額）との関係については、「建設日雇」、「運輸日雇」、 「廃品回収」では「５～１０万円未満」の割合が高い

（それぞれ28.1％、41.7％、31.5％）。

全体 (n=560)

建設日雇 (n=64)

運輸日雇
（運搬作業、引越し等）

(n=12)

廃品回収 (アルミ缶・
ダンボール・粗大ゴミ・

雑誌集め）
(n=371)

その他雑業
（看板持ち・チケット

ならび・雑誌の販売等）
(n=13)

その他 (n=131)

0.4 

0.0 

0.0 

0.5 

0.0 

0.0 

2.1 

0.0 

0.0 

2.4 

7.7 

1.5 

3.2 

1.6 

8.3 

3.0 

23.1 

2.3 

17.9 

7.8 

0.0 

21.8 

15.4 

11.5 

26.3 

17.2 

8.3 

26.1 

7.7 

31.3 

29.3 

28.1 

41.7 

31.5 

15.4 

25.2 

9.5 

21.9 

33.3 

7.3 

23.1 

11.5 

4.5 

14.1 

0.0 

3.0 

0.0 

5.3 

2.5 

6.3 

0.0 

0.8 

7.7 

4.6 

4.5 

3.1 

8.3 

3.5 

0.0 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０００円未満 １０００～５０００円未満 ５０００～１万円未満 １～３万円未満 ３～５万円未満

５～１０万円未満 １０～１５万円未満 １５～２０万円未満 ２０万円以上 無回答



問７－１仕事以外の収入の種類（複数回答） × 問５初めての路上生活をして
からの期間
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図表1 7 8 仕事以外の収入の種類（複数回答）×初めての路上生活をしてからの期間

• 仕事以外の収入の種類と初めて路上生活をしてからの期間の関係については、「年金」では「２０年以上」と回答した者の割合が高い（18.8％）。

• 「家族からの仕送り」では、「５年～１０年未満」「１０年～１５年未満」「１５年～２０年未満」「２０年以上」の割合が高い（それぞれ

20.0％）。

全体 (n=252)

年金 (n=138)

家族からの仕送り (n=10)

友人・知人からの支援 (n=34)

その他 (n=84)

5.2 

5.1 

0.0 

2.9 

6.0 

3.2 

2.2 

0.0 

2.9 

3.6 

2.0 

2.2 

0.0 

2.9 

3.6 

4.0 

4.3 

0.0 

2.9 

4.8 

10.7 

13.0 

10.0 

5.9 

10.7 

7.9 

8.7 

0.0 

2.9 

8.3 

17.1 

18.1 

20.0 

20.6 

14.3 

15.9 

17.4 

20.0 

14.7 

11.9 

11.1 

10.1 

20.0 

14.7 

9.5 

22.2 

18.8 

20.0 

29.4 

26.2 

0.8 

0.0 

10.0 

0.0 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ヶ月未満 １ヶ月～３ヶ月未満 ３ヶ月～６ヶ月未満 ６ヶ月～１年未満 １年～３年未満 ３年～５年未満

５年～１０年未満 １０年～１５年未満 １５年～２０年未満 ２０年以上 無回答



問７ー１仕事以外の収入の種類（複数回答） × 問７ー２仕事以外の平均収入

217

図表1 7 9 仕事以外の収入の種類（複数回答）×仕事以外の平均収入

• 仕事以外の収入の種類と仕事以外の平均収入（月額）との関係については、「年金」を受給している者では「５～１０万円未満」の割合が高い

（44.9％）。

• 「家族からの仕送り」「友人・知人からの支援」を受けている者では「１～３万円未満」の割合が高い（30.0％）。

全体 (n=252)

年金 (n=138)

家族からの仕送り (n=10)

友人・知人からの支援 (n=34)

その他 (n=84)

4.0 

1.4 

0.0 

2.9 

8.3 

9.1 

0.0 

0.0 

23.5 

19.0 

5.2 

1.4 

0.0 

11.8 

9.5 

13.1 

6.5 

30.0 

32.4 

17.9 

8.3 

6.5 

20.0 

17.6 

6.0 

27.0 

44.9 

10.0 

0.0 

10.7 

16.3 

23.9 

10.0 

0.0 

11.9 

6.0 

6.5 

10.0 

0.0 

6.0 

1.6 

0.7 

20.0 

0.0 

2.4 

9.5 

8.0 

0.0 

11.8 

8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０００円未満 １０００～５０００円未満 ５０００～１万円未満 １～３万円未満 ３～５万円未満

５～１０万円未満 １０～１５万円未満 １５～２０万円未満 ２０万円以上 無回答



問１０コロナの影響 × 問６－２仕事による平均収入
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図表1 8 0 コロナの影響×仕事による平均収入

• コロナの影響と仕事による平均収入との関係については、「支援を利用しにくくなった」と回答した者では「３～５万円未満」の割合が高い

（41.2％）。

• 「収入が減った」と回答した者では「５～１０万円未満」の割合が高い（33.1％）。

全体 (n=560)

支援を利用しにくくなった (n=17)

寝る場所等を確保
しにくくなった

(n=8)

食べ物の量が減った、
食べ物を得にくくなった

(n=39)

収入が減った (n=127)

コミュニケーションが減った (n=24)

緊張感を感じるようになった (n=43)

孤立や不安を
感じるようになった

(n=25)

その他 (n=366)

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.5 

2.1 

5.9 

12.5 

10.3 

3.1 

0.0 

0.0 

4.0 

2.2 

3.2 

5.9 

12.5 

5.1 

2.4 

4.2 

4.7 

8.0 

2.5 

17.9 

5.9 

0.0 

17.9 

20.5 

16.7 

14.0 

28.0 

15.0 

26.3 

41.2 

12.5 

30.8 

22.8 

33.3 

25.6 

20.0 

28.1 

29.3 

29.4 

37.5 

23.1 

33.1 

29.2 

39.5 

20.0 

30.6 

9.5 

5.9 

12.5 

5.1 

10.2 

8.3 

7.0 

16.0 

9.3 

4.5 

0.0 

12.5 

5.1 

4.7 

4.2 

7.0 

4.0 

3.8 

2.5 

5.9 

0.0 

0.0 

1.6 

0.0 
0.0 

0.0 

2.7 

4.5 

0.0 

0.0 

2.6 
1.6 

4.2 

2.3 
0.0 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０００円未満 １０００～５０００円未満 ５０００～１万円未満 １～３万円未満 ３～５万円未満

５～１０万円未満 １０～１５万円未満 １５～２０万円未満 ２０万円以上 無回答



問１８－１別の路上生活場所 × 問１３初めて路上生活をする前に住んでいた
地域
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図表1 8 1 別の路上生活場所×初めて路上生活をする前に住んでいた地域

• 路上（野宿）生活後に別の場所に移動経験のある者の移動パターンは、初めて路上（野宿）生活をする前に住んでいた地域からの移動パターンと

同様である割合が高い。

全体 (n=519)

現在路上（野宿）生活を
している都道府県内の

同じ市区町村

(n=197)

現在路上（野宿）生活を
している都道府県内の

別の市区町村
(n=186)

現在路上（野宿）生活を

している都道府県外の
市区町村

(n=136)

30.1 

55.3 

11.3 

19.1 

31.6 

22.3 

57.0 

10.3 

38.2 

22.3 

31.2 

70.6 

0.2 

0.0 

0.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在路上（野宿）生活をしている都道府県内の同じ市区町村 現在路上（野宿）生活をしている都道府県内の別の市区町村

現在路上（野宿）生活をしている都道府県外の市区町村 無回答



問１９現在の市区町村に来た主な理由（複数回答） × 問１８－１別の路上生
活場所
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図表1 8 2 現在の市区町村に来た主な理由（複数回答）× 別の路上生活場所

• 別の路上（野宿）生活場所については、「現在路上（野宿）生活をしている都道府県内の同じ市区町村」の者では「なじみがある」ことを理由と

する割合が高い（50.6％）。

• 「現在路上（野宿）生活をしている都道府県内の別の市区町村」から来た者では「ホームレスのための施策が充実していると聞いた」を理由とす

る割合が高い（43.3％）。

• 「現在路上（野宿）生活をしている都道府県外の市区町村」から来た者では「ボランティア団体等による炊き出し」を理由とする割合が高い

（45.0％）。

全体 (n=519)

以前住んでいたり、仕事先があったりで、なじみがある (n=166)

以前の知り合いが誰もいなそうである (n=31)

収入を得られるような仕事（アルミ缶、段ボール集め、

建設現場での日　雇い労働等）がある
(n=92)

ホームレスが多いと聞いた (n=32)

ホームレスのための施策が充実していると聞いた
（施設、住宅、食事券・宿泊券、就労対策、その他）

(n=30)

ボランティア団体等による炊き出しがある (n=40)

前いた場所に居づらくなった (n=85)

その他 (n=213)

38.0 

50.6 

35.5 

37.0 

43.8 

20.0 

22.5 

27.1 

35.2 

35.8 

24.7 

35.5 

32.6 

25.0 

43.3 

32.5 

47.1 

36.2 

26.2 

24.7 

29.0 

30.4 

31.3 

36.7 

45.0 

25.9 

28.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在路上（野宿）生活をしている都道府県内の同じ市区町村 現在路上（野宿）生活をしている都道府県内の別の市区町村

現在路上（野宿）生活をしている都道府県外の市区町村 無回答



全体 (n=899)

週に１回程度 (n=142)

月に２～３回程度 (n=230)

月に１回程度 (n=354)

半年に２～３回程度 (n=83)

半年に１回程度 (n=32)

１年に１回程度 (n=48)

29.9 

47.9 

32.6 

29.7 

18.1 

9.4 

6.3 

67.6 

50.7 

66.1 

68.9 

79.5 

81.3 

91.7 

2.4 

1.4 

1.3 

1.4 

2.4 

9.4 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思う 思わない 無回答

問２７－１巡回の頻度 × 問２７－２頻繁に巡回するようになったと思うか

221

図表1 8 3 巡回の頻度×頻繁に巡回するようになったと思うか

• 「巡回の頻度」 と「頻繁に巡回するようになったと思うか」との関係では「月に１回程度」以上の巡回があることにより、「思う」の割合が高い

傾向にある。



問２８－１シェルターの利用意向 × 問６－２仕事による平均収入
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図表1 8 4 シェルターの利用意向×仕事による平均収入

• 仕事による収入（月額）については、「（シェルターを利用したいと）思わない」者では「３～５万円未満」及び「５～１０万円未満」の割合が

高い（それぞれ25.0％、29.2％）。

全体 (n=285)

思う (n=20)

思わない (n=264)

0.7 

0.0 

0.8 

2.5 

0.0 

2.7 

3.2 

10.0 

2.7 

17.2 

25.0 

16.7 

24.2 

15.0 

25.0 

29.1 

25.0 

29.2 

11.9 

15.0 

11.7 

3.2 

5.0 

3.0 

2.8 

5.0 

2.7 

5.3 

0.0 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０００円未満 １０００～５０００円未満 ５０００～１万円未満 １～３万円未満 ３～５万円未満

５～１０万円未満 １０～１５万円未満 １５～２０万円未満 ２０万円以上 無回答



問２９－２自立センターの退所理由 × 問２９－１退所から路上（野宿）生活
に戻るまでの期間

223

図表1 8 5 自立センターの退所理由×退所から路上（野宿）生活に戻るまでの期間

• 自立支援センターの退所から路上生活に戻るまでの期間については、退所理由を、「アパートを確保しての就労退所」、「生活保護の適用」（と

回答した者では、「１年以上」の割合が高い（それぞれ50.0%、40.9%）。「無断退所」と回答した者では、「１ヶ月～３ヶ月未満」の割合が

高い（22.8％）。

全体 (n=149)

会社の寮、住み込み等
による就労退所

(n=14)

アパートを確保しての就
労退所

(n=14)

生活保護の適用による
入院、施設入所及び

アパート等居宅の
確保により退所

(n=22)

期限到来により退所 (n=16)

期限到来前に
規則違反、自主退所、

無断退所により退所
(n=57)

その他 (n=25)

13.4 

0.0 

0.0 

4.5 

18.8 

17.5 

24.0 

14.1 

14.3 

7.1 

4.5 

6.3 

19.3 

20.0 

17.4 

28.6 

7.1 

18.2 

12.5 

22.8 

8.0 

10.7 

21.4 

0.0 

9.1 

18.8 

7.0 

16.0 

18.1 

7.1 

35.7 

22.7 

37.5 

12.3 

12.0 

19.5 

21.4 

50.0 

40.9 

0.0 

10.5 

16.0 

6.7 

7.1 

0.0 

0.0 

6.3 

10.5 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１週間未満 １週間～１ヶ月未満 １ヶ月～３ヶ月未満 ３ヶ月～６ヶ月未満 ６ヶ月～１年未満 １年以上 無回答



問３６今後望んでいる生活 × 問１－１寝ている場所（具体的に）
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図表1 8 6 今後の望んでいる生活×寝ている場所（具体的に）

• 寝ている場所と今後望んでいる生活との関係については、「アパートに住み、就職」、 「何らかの福祉を利用」 では「公園」にいる者の割合が

高い 。「今のままでいい」では「河川」にいる者の割合が高い（31.3％）。「家族の元に戻りたい」では「駅舎」にいる者の割合が高い

（33.3％）。

全体 (n=913)

アパートに住み、就職して自活したい (n=132)

寮付の仕事で自活したい (n=18)

アパートで福祉の支援を受けながら、
軽い仕事をみつけたい

(n=98)

就職することはできないので何らかの福祉
（生活保護や施設入所等）を利用して生活したい

(n=66)

入院したい (n=1)

家族の元に戻りたい (n=9)

今のままでいい（路上（野宿）生活） (n=418)

わからない (n=72)

その他 (n=96)

27.4 

31.8 

16.7 

29.6 

27.3 

0.0 

11.1 

24.6 

29.2 

33.3 

15.2 

9.1 

22.2 

7.1 

28.8 

0.0 

11.1 

16.5 

15.3 

15.6 

24.8 

17.4 

22.2 

25.5 

13.6 

0.0 

11.1 

31.3 

18.1 

20.8 

9.4 

17.4 

5.6 

11.2 

13.6 

100.0 

33.3 

4.3 

11.1 

12.5 

23.0 

24.2 

33.3 

26.5 

16.7 

0.0 

33.3 

22.7 

26.4 

17.7 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.5 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公園 道路 河川 駅舎 その他 無回答
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図表1 8 7 今後の望んでいる生活×自立センターの退所理由

• 今後望んでいる生活と自立支援センターの退所理由との関係については、「会社の寮、住み込み等による就労退所」と回答した者では「寮付の仕

事で自活」の割合が高い（25.0％）。「無断退所等」と回答した者では、「今のままでいい」の割合が高い（46.3％）。

全体 (n=149)

アパートに住み、就職して自活したい (n=32)

寮付の仕事で自活したい (n=8)

アパートで福祉の支援を受けながら、
軽い仕事をみつけたい

(n=29)

就職することはできないので何らかの福祉

（生活保護や施設入所等）を利用して生活したい
(n=13)

入院したい (n=1)

家族の元に戻りたい (n=3)

今のままでいい（路上（野宿）生活） (n=41)

わからない (n=11)

その他 (n=11)

9.4 

12.5 

25.0 

10.3 

15.4 

0.0 

0.0 

4.9 

9.1 

0.0 

9.4 

15.6 

0.0 

3.4 

15.4 

0.0 

33.3 

7.3 

9.1 

9.1 

14.8 

15.6 

0.0 

3.4 

15.4 

100.0 

33.3 

14.6 

18.2 

36.4 

10.7 

15.6 

25.0 

6.9 

0.0 

0.0 

0.0 

9.8 

9.1 

18.2 

38.3 

25.0 

25.0 

55.2 

38.5 

0.0 

33.3 

46.3 

27.3 

27.3 

16.8 

15.6 

25.0 

17.2 

15.4 

0.0 

0.0 

17.1 

27.3 

9.1 

0.7 

0.0 

0.0 

3.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会社の寮、住み込み等による就労退所 アパートを確保しての就労退所

生活保護の適用による入院、施設入所及びアパート等居宅の確保により退所 期限到来により退所

期限到来前に規則違反、自主退所、無断退所により退所 その他

無回答
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図表1 8 8 今後望んでいる生活×生活保護制度を利用しなかった理由

• 今後望んでいる生活と生活保護制度を利用しなかった理由の関係については、 「自分は利用できないと思っている」と回答した者では「何らかの

福祉を利用したい」割合が高い（28.9％）。「生活保護を利用したくない」と回答した者では「アパートに住み、就職」、「寮付きの仕事で自

活」、「今のままでいい」の割合が高い（それぞれ50.0％、43.8%、60.6％）。

全体 (n=712)

アパートに住み、就職して自活したい (n=114)

寮付の仕事で自活したい (n=16)

アパートで福祉の支援を受けながら、
軽い仕事をみつけたい

(n=63)

就職することはできないので何らかの福祉
（生活保護や施設入所等）を利用して生活したい

(n=38)

入院したい -

家族の元に戻りたい (n=4)

今のままでいい（路上（野宿）生活） (n=335)

わからない (n=64)

その他 (n=76)

6.0 

10.5 

18.8 

4.8 

2.6 

0.0 

0.0 

2.7 

10.9 

10.5 

9.4 

9.6 

12.5 

19.0 

28.9 

0.0 

0.0 

5.1 

9.4 

10.5 

49.0 

50.0 

43.8 

27.0 

34.2 

0.0 

75.0 

60.6 

39.1 

30.3 

35.0 

28.9 

25.0 

49.2 

34.2 

0.0 

0.0 

31.6 

39.1 

47.4 

0.6 

0.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

25.0 

0.0 

1.6 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活保護制度を知らない 生活保護制度は知っているが、自分は利用できないと思っている 生活保護制度を利用したくない その他 無回答
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図表1 8 9 今のままでいい理由×寝ている場所（具体的に）

• 寝ている場所と今のままでいい理由の関係については、「河川」にいる者では「都市雑業的な仕事があるので暮らしていける」の割合が高い

（48.6％）。「公園」にいる者では「福祉の支援は受けたくない」 及び「支援を受けられると思っていない」の割合が高い（それぞれ32.8％、

40.0％）。「道路」にいる者では「今後のことを考えるだけの余裕がない」の割合が高い（28.6％）。

全体 (n=418)

アルミ缶、雑誌集め等の
都市雑業的な仕事が

あるので暮らしていける
(n=105)

今の場所になじんでいる (n=123)

福祉の支援は
受けたくない

(n=58)

今後のことを
考えるだけの余裕がない

(n=14)

支援を受けられると
思っていない

(n=10)

その他 (n=107)

24.6 

22.9 

27.6 

32.8 

28.6 

40.0 

16.8 

16.5 

9.5 

22.0 

13.8 

28.6 

10.0 

17.8 

31.3 

48.6 

19.5 

24.1 

7.1 

30.0 

35.5 

4.3 

0.0 

6.5 

10.3 

0.0 

20.0 

1.9 

22.7 

19.0 

23.6 

19.0 

35.7 

0.0 

27.1 

0.5 

0.0 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公園 道路 河川 駅舎 その他 無回答
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図表1 9 0 - 1 現在の気持ち×周囲とのつながり：挨拶をする相手がいる＜路上（野宿）生活前＞

• 現在の気持ちと周囲とのつながりの関係については、「希望を持っている」者では「（挨拶をする相手がいる（路上・野宿 生活前）、に）当て

はまる」の割合が高い（74.0％）。「あまり希望を持っていない」者では「やや当てはまる」及び「あまり当てはまらない」の割合が高い（それ

ぞれ24.3％、9.3％）。

全体 (n=1,169)

希望を持っている (n=96)

なんとかなると思っている
（少し希望をもっている）

(n=504)

あまり希望を
もっていない

(n=280)

悲観している (n=71)

その他 (n=182)

54.7 

74.0 

58.9 

49.6 

52.1 

52.2 

17.1 

10.4 

13.7 

24.3 

14.1 

22.5 

8.0 

1.0 

7.7 

9.3 

12.7 

9.9 

15.9 

13.5 

17.7 

14.3 

16.9 

14.8 

4.2 

1.0 

2.0 

2.5 

4.2 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答



問４７現在の気持ち × 問９ 周囲とのつながり
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図表1 9 0 - 2 現在の気持ち×周囲とのつながり：挨拶をする相手がいる＜現在＞

• 現在の気持ちと周囲とのつながりの関係については、「希望を持っている」者では「（挨拶をする相手がいる（現在）、に）当てはまる」の割合

が高い（67.6％）。「悲観している」者では「あまり当てはまらない」及び「当てはまらない」の割合が高い（それぞれ15.5％、32.4％）。

全体 (n=1,169)

希望を持っている (n=96)

なんとかなると思っている
（少し希望をもっている）

(n=504)

あまり希望を
もっていない

(n=280)

悲観している (n=71)

その他 (n=182)

44.9 

67.7 

47.2 

42.5 

38.0 

41.2 

14.8 

9.4 

13.5 

18.6 

11.3 

18.7 

9.2 

5.2 

10.3 

7.1 

15.5 

9.3 

27.0 

17.7 

27.0 

29.6 

32.4 

29.1 

4.1 

0.0 

2.0 

2.1 

2.8 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答
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図表1 9 0 - 3 現在の気持ち×周囲とのつながり：世間話をする相手がいる＜路上（野宿）生活前＞

• 現在の気持ちと周囲とのつながりの関係については、「希望を持っている」者では「（世間話をする相手がいる（路上・野宿 生活前）、に）当

てはまる」の割合が高い（67.7％）。「あまり希望を持っていない」「悲観している」者では「あまりあてはまらない」及び「あてはまらない」

の割合が高い。

全体 (n=1,169)

希望を持っている (n=96)

なんとかなると思っている
（少し希望をもっている）

(n=504)

あまり希望を
もっていない

(n=280)

悲観している (n=71)

その他 (n=182)

50.6 

67.7 

55.8 

45.4 

45.1 

46.7 

18.2 

10.4 

15.5 

24.3 

19.7 

22.5 

8.7 

1.0 

7.9 

11.1 

11.3 

12.1 

18.8 

19.8 

19.4 

17.5 

21.1 

18.1 

3.7 

1.0 

1.4 

1.8 

2.8 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答
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図表1 9 0 - 4 現在の気持ち×周囲とのつながり：世間話をする相手がいる＜現在＞

• 現在の気持ちと周囲とのつながりの関係については、「希望を持っている」者では「（世間話をする相手がいる（現在）、に）当てはまる」の割

合が高い（59.4％）。「あまり希望を持っていない」「悲観している」者では「あまりあてはまらない」及び「あてはまらない」の割合が高い。

全体 (n=1,169)

希望を持っている (n=96)

なんとかなると思っている
（少し希望をもっている）

(n=504)

あまり希望を
もっていない

(n=280)

悲観している (n=71)

その他 (n=182)

39.8 

59.4 

43.7 

37.5 

32.4 

32.4 

15.5 

10.4 

14.7 

18.2 

9.9 

20.3 

10.5 

8.3 

12.9 

8.9 

14.1 

7.7 

30.2 

21.9 

26.6 

34.3 

42.3 

36.8 

4.0 

0.0 

2.2 

1.1 

1.4 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答
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• 現在の気持ちと周囲とのつながりの関係については、「希望を持っている」者では「（困った時に相談できる相手がいる（路上・野宿 生活前）、

に）当てはまる」の割合が高い（50.0％）。「あまり希望を持っていない」「悲観している」者では「あまりあてはまらない」及び「あてはまら

ない」の割合が高い。

図表1 9 0 - 5 現在の気持ち×周囲とのつながり：困った時に相談できる相手がい

る＜路上（野宿）生活前＞

全体 (n=1,169)

希望を持っている (n=96)

なんとかなると思っている
（少し希望をもっている）

(n=504)

あまり希望を
もっていない

(n=280)

悲観している (n=71)

その他 (n=182)

32.5 

50.0 

37.3 

26.4 

26.8 

28.0 

16.3 

13.5 

15.1 

15.4 

18.3 

23.6 

13.3 

5.2 

11.9 

17.9 

16.9 

15.4 

33.4 

29.2 

33.5 

37.1 

33.8 

32.4 

4.5 

2.1 

2.2 

3.2 

4.2 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答
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図表1 9 0 - 6 現在の気持ち×周囲とのつながり：困った時に相談できる相手がいる＜現在＞

• 現在の気持ちと周囲とのつながりの関係については、「希望を持っている」者では「（困った時に相談できる相手がいる（現在）、に）当てはま

る」の割合が高い（45.8％）。「あまり希望を持っていない」「悲観している」者では「あまりあてはまらない」及び「あてはまらない」の割合

が高い。

全体 (n=1,169)

希望を持っている (n=96)

なんとかなると思っている
（少し希望をもっている）

(n=504)

あまり希望を
もっていない

(n=280)

悲観している (n=71)

その他 (n=182)

24.2 

45.8 

29.6 

17.9 

12.7 

16.5 

12.1 

8.3 

10.9 

15.4 

5.6 

15.9 

12.7 

8.3 

14.1 

11.8 

15.5 

13.7 

47.0 

37.5 

43.3 

53.2 

63.4 

52.2 

4.1 

0.0 

2.2 

1.8 

2.8 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答
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• 現在の気持ちと周囲とのつながりの関係については、「希望を持っている」者では「（困った時に助けてくれる相手がいる（路上・野宿 生活

前）、に）当てはまる」の割合が高い（53.1％）。「あまり希望を持っていない」「悲観している」者では「あまりあてはまらない」及び「あて

はまらない」の割合が高い。

図表1 9 0 - 7 現在の気持ち×周囲とのつながり：困った時に助けてくれる相手がい

る＜路上（野宿）生活前＞

全体 (n=1,169)

希望を持っている (n=96)

なんとかなると思っている
（少し希望をもっている）

(n=504)

あまり希望を
もっていない

(n=280)

悲観している (n=71)

その他 (n=182)

29.7 

53.1 

33.3 

22.9 

23.9 

25.3 

16.6 

13.5 

13.7 

17.9 

19.7 

25.8 

12.6 

6.3 

12.9 

15.4 

12.7 

12.6 

36.5 

25.0 

37.9 

41.1 

38.0 

35.2 

4.6 

2.1 

2.2 

2.9 

5.6 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答
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図表1 9 0 - 8 現在の気持ち×周囲とのつながり：困った時に助けてくれる相手がいる＜現在＞

• 現在の気持ちと周囲とのつながりの関係については、「希望を持っている」者では「（困った時に助けてくれる相手がいる（現在）、に）当ては

まる」の割合が高い（46.9％）。「あまり希望を持っていない」「悲観している」者では「あまりあてはまらない」及び「あてはまらない」の割

合が高い。

全体 (n=1,169)

希望を持っている (n=96)

なんとかなると思っている
（少し希望をもっている）

(n=504)

あまり希望を
もっていない

(n=280)

悲観している (n=71)

その他 (n=182)

21.6 

46.9 

25.6 

15.0 

9.9 

15.4 

14.0 

10.4 

13.5 

16.8 

5.6 

18.7 

12.4 

7.3 

14.7 

12.9 

8.5 

11.5 

47.7 

35.4 

44.0 

53.6 

71.8 

52.2 

4.3 

0.0 

2.2 

1.8 

4.2 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答
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• 現在の気持ちと周囲とのつながりの関係については、「希望を持っている」者では「（NPO等の団体が開催する集会・相談回答に参加している

（路上・野宿 生活前）、に）当てはまる」の割合が高い（7.3％）。全体に「あまりあてはまらない」及び「あてはまらない」の割合が高い。

図表1 9 0 - 9 現在の気持ち×周囲とのつながり：NP O等の団体が開催する集会・相談会

等に参加している＜路上（野宿）生活前＞

全体 (n=1,169)

希望を持っている (n=96)

なんとかなると思っている
（少し希望をもっている）

(n=504)

あまり希望を
もっていない

(n=280)

悲観している (n=71)

その他 (n=182)

3.0 

7.3 

3.0 

2.5 

1.4 

1.6 

2.8 

6.3 

1.6 

5.0 

1.4 

1.6 

4.1 

2.1 

4.6 

2.9 

4.2 

5.5 

85.6 

82.3 

88.7 

86.8 

88.7 

90.7 

4.4 

2.1 

2.2 

2.9 

4.2 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答
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• 現在の気持ちと周囲とのつながりの関係については、「希望を持っている」者では「（NPO等の団体が開催する集会・相談回答に参加している

（現在）、に）あてはまる」の割合が高い（11.5％）。全体に「あまりあてはまらない」及び「あてはまらない」の割合が高い。

図表1 9 0 - 1 0 現在の気持ち×周囲とのつながり：N P O等の団体が開催する集会・相談会等

に参加している＜現在＞

全体 (n=1,169)

希望を持っている (n=96)

なんとかなると思っている
（少し希望をもっている）

(n=504)

あまり希望を
もっていない

(n=280)

悲観している (n=71)

その他 (n=182)

7.5 

11.5 

8.1 

7.1 

7.0 

4.9 

6.1 

6.3 

4.6 

8.6 

5.6 

7.1 

5.1 

2.1 

6.3 

4.3 

7.0 

3.8 

77.2 

80.2 

79.0 

77.9 

77.5 

82.4 

4.1 

0.0 

2.0 

2.1 

2.8 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答
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• 現在の気持ちと周囲とのつながりの関係については、「悲観している」者では「（行政が開催する集会・相談回答に参加している（路上・野宿

生活前）、に）あてはまる」の割合が高い（2.8％）。全体に「あまりあてはまらない」及び「あてはまらない」の割合が高い。

図表1 9 0 - 1 1 現在の気持ち×周囲とのつながり：行政が開催する集会・相談会

等に参加している＜路上（野宿）生活前＞

全体 (n=1,169)

希望を持っている (n=96)

なんとかなると思っている
（少し希望をもっている）

(n=504)
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もっていない

(n=280)
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その他 (n=182)
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あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答



全体 (n=1,169)

希望を持っている (n=96)

なんとかなると思っている
（少し希望をもっている）

(n=504)

あまり希望を
もっていない

(n=280)

悲観している (n=71)

その他 (n=182)
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問４７現在の気持ち × 問９ 周囲とのつながり

239

• 現在の気持ちと周囲とのつながりの関係については、全体に「 （行政が開催する集会・相談回答に参加している（現在）に）あまりあてはまらな

い」及び「あてはまらない」の割合が高い。

図表1 9 0 - 1 2 現在の気持ち×周囲とのつながり：行政が開催する集会・相談会等に参加して

いる＜現在＞



問４７現在の気持ち × 問１０ コロナの影響

240

図表1 9 1 現在の気持ち×コロナの影響

• 現在の気持ちとコロナの影響については、「希望を持っている」者では「収入が減った」の割合が高い。「悲観している」者では「食べ物が減っ

た」の割合が高い。
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問４７現在の気持ち × 問３６今後望んでいる生活
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図表1 9 2 現在の気持ち×今後望んでいる生活

• 現在の気持ちと今後望んでいる生活については、「希望を持っている」者では「アパートに住み、就職して自活したい」の割合が高い（27.1％）。

「悲観している」者では「今のままでいい」の割合が低い（25.4％）。

全体 (n=1,169)
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その他 (n=182)
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寮付の仕事で自活したい

アパートで福祉の支援を受けながら、軽い仕事をみつけたい

就職することはできないので何らかの福祉（生活保護や施設入所等）を利用して生活したい

入院したい

家族の元に戻りたい

今のままでいい（路上（野宿）生活）

わからない

その他

無回答



問４７現在の気持ち × 問３６－１今のままでいい理由

242

図表1 9 3 現在の気持ち×今のままでいい理由

• 現在の気持ちと今のままでいい理由については、「なんとかなると思っている」者では「都市雑業的な仕事がある」「今の場所になじんでいる」

の割合が高い（それぞれ28.0％、33.5％）。「悲観している」者では「支援を受けられると思っていない」の割合が高い（11.1％）。
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福祉の支援は受けたくない 今後のことを考えるだけの余裕がない

支援を受けられると思っていない その他

無回答



問４７現在の気持ち × 問３７就職するための求職活動
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図表1 9 4 現在の気持ち×就職するための求職活動

• 現在の気持ちと就職するための求職活動については、「希望を持っている」者では「求職活動をしている」の割合が高い（17.7％）。「悲観して

いる」者では「今はしていないが今後求職活動をする予定である」の割合が高い（21.1％）。

全体 (n=1,169)
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求職活動をしている 今は求職活動をしていないが、今後、求職活動をする予定である

今も求職活動をしていないし、今後も求職活動をする予定はない 無回答


